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『満文原檔』におけるモンゴル語文書について 

．『満文原檔』について

『満文原檔』は、台湾の國立故宮博物院より 2005年に出版された清太祖、太宗時代の檔
案（政府公文書）の写真版による複写資料集である： 
 
馮明珠主編『満文原檔』全 10冊、國立故宮博物院、2005． 

 
そこに収録されている檔案は、1607（天命前 9）年から 1636（崇徳元）年に至る約 30
年間にわたるものであるが、それらは清代乾隆年間に整理・表装された 37冊と、1935（民
国 24）年に内閣大庫から発見された 3冊を合わせた 40冊から成っている。 
『満文原檔』に収録されている檔案は、主に満洲語で記されているが、モンゴル語、漢語

の文書も散見される。満洲語は、老満文と呼ばれる無圏点満洲文字のものが多いが、有圏点

満洲文字（新満文）の文書もみられる。 
『満文原檔』（2005）の出版に先立つ 36年前に、同じ資料が別の書名で出版されている： 

 
『舊満洲檔』全 10冊、國立故宮博物院、1969． 

 
写真は縮小版であるが内容は同じものである。『満文原檔』（2005）が出版されるまでは、
これらの檔案資料は旧版の書名にならって「舊満洲檔」と呼ばれてきた。また無圏点満洲文

字（老満文）の檔案は「老満文原檔」、「無圏点老檔」などと呼ばれることもある。これらは

すべて同じものを指しているが、『満文原檔』（2005）の出版後はこの書名で呼ばれること
が多い。 
『舊満洲檔』の第一冊に収録されている荒字檔と昃字檔の満洲語檔案に関しては、次のロ

ーマ字転写と漢語訳、注釈が公刊されている： 
 
廣祿・李學智『清太祖朝老満文原檔（第一冊荒字老満文檔冊）』（中央研究院歴史語言研究

所、1970（民国 59）年）。 
廣祿・李學智『清太祖朝老満文原檔（第二冊昃字老満文檔冊）』（中央研究院歴史語言研究

所、1971（民国 60）年）。 
 
同様に、『舊満洲檔』の第六冊～第八冊に収録されている清太宗朝の天唸元年から天唸 5

年までの檔案に関しては、次のローマ字転写と漢語訳、注釈が公刊されている： 
 
『舊滿洲檔譯註 清太宗朝（一）』國立故宮博物院、1977（民国 69）年。 
『舊滿洲檔譯註 清太宗朝（二）』國立故宮博物院、1977（民国 69）年。 

 
また、日本では、天唸 9（1635）年の檔案について、満洲語のローマ字転写と、日本語

の逐語訳と文意訳、および注、人名・地名索引、漢満対照表を合付して、次の 2冊が公刊
されている： 

1



2 
 

神田信夫・松村潤・岡田英弘譯註『舊滿洲檔 天聰九年 １』東洋文庫、1972. 
神田信夫・松村潤・岡田英弘譯註『舊滿洲檔 天聰九年 ２』東洋文庫、1975. 

 
これらは『舊滿洲檔』の第九冊にあたるが、それ以外の冊の檔案については、乾隆時代に

有圏点満洲文字で重鈔された檔案資料（いわゆる「満文老檔」）によって同様の譯註本が公

刊されている（これについては「 ．モンゴル語文書と『満文老檔』について」を参照。）

『満文原檔』に収録されているモンゴル語文書について 
『満文原檔』は、表題が示すように、ほとんどが満文（満洲語）による檔案であるが、一

部にモンゴル語および漢語で書かれた檔案が含まれている。そのうち、モンゴル語の文書は、

『満文原檔』全 10冊のうち、第三、四、五、六、七、八、九、十冊の各所に分散しており、
合計 47件を数える。それぞれの文書の長さは数行から数十行にわたり様々であり、それら
の内容は 1621（天命 6）年から 1636（天聰 10）年の間に満洲側とモンゴル側で交わされ
た交渉に関するものがほとんどである。 
『満文原檔』に収録されている 47件のモンゴル語檔案は、満洲語檔案と同様、史料的な
観点から当時の満洲とモンゴルの関係を示す一次資料として高い価値を有するものである

が、モンゴル語研究の観点からしても、極めて価値の高い、興味深い資料である。とりわけ、

それらのモンゴル語檔案は、17 世紀前半に作成されたものであり、当時のモンゴル語の使
用状況を、モンゴル文字の字形、単語や接尾辞の綴り、語法等のすべての面にわたって、直

接観察できる意義は大きい。そのモンゴル語は、モンゴル語史の分野では、同じ時代に仏教

経典の木版本の中で規範化された「古典式モンゴル文語」に対して、それほど規範化が進ん

でいない「世俗的な（非宗教的な）」文献として位置付けることができるが、こうした文献

資料のモンゴル語の実態に関しては現在までほとんど研究が行われていない。 
近年、17世紀・18世紀のモンゴル語資料として、歴史書や檔案類の鮮明な影印資料がモ

ンゴル国や中国で大量に出版され、こうした文献資料を用いた研究を取り巻く状況は飛躍的

に向上したということができる。これらの資料の中で、『満文原檔』に収録されている 47
件のモンゴル語檔案は、分量的には多いものではないが、質的には各種文献資料の中で最も

古い時代に属するもので一級の価値を持つ資料とみなすことができる。それにもかかわらず、

これらの文書は、大量の満洲語の檔案の中に「埋もれ」ていて、研究者が参照することは必

ずしも容易でなく、モンゴル語研究の観点から十分に利用されているとは言えない。こうし

た状況を鑑みて、ここにモンゴル語史の基本的な資料としてそれらの影印をまとめて研究者

の便宜に供することとした。 
本書では、『満文原檔』に収録されている 47 件のモンゴル語檔案を「モンゴル語文書」
または「文書」と呼ぶ。「文書」には、『満文原檔』（2005）に収録されている順を、一部年
代順に並べ替えて、1から 47までの番号を付した。以下、これらのモンゴル語檔案を「文
書 1」～「文書 47」として言及する。 
『満文原檔』に収録されているモンゴル語檔案に関しては、中国第一歴史檔案館の李保文

氏により、次のような紹介と研究、翻訳がおこなわれている： 
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 (1)李保文・南快「  17_duGar jaGun-u 

ekin-dU qolbuGda=qu 43 qubi mongGul bicig(17世紀初頭の 43件のモンゴル語文書)」『内蒙
古社会科学（蒙文版）』1996年第一期 86～118頁、第二期 93～122頁。 

(2)李保文「爱新国天命天聪两朝蒙古文书档案简介(愛新国天命天聰両朝蒙古文書檔案紹介)」
『明清档案與蒙古史研究』内蒙古人民出版社、2000年、217－276頁。 

(3)李保文「天命天聪年间蒙古文档案译稿（上）」《歷史檔案》2001：3、3－8頁
李保文「天命天聪年间蒙古文档案译稿（中）」《歷史檔案》2001：4、3－9頁 

李保文「天命天聪年间蒙古文档案译稿（下）」《歷史檔案》2002：1、3－4頁 
 
これらのうち、(1)は、「満文原檔」に収録されているモンゴル語檔案の紹介、モンゴル語
活字によるテキストの翻刻、ローマ字転写、注、『舊満洲檔』所収の該当する檔案のコピー

である。47 件の「文書」のうち、「文書 1」、「文書 7」、「文書 8」が欠けているのは、見落
としたものと考えられる。また「文書 19」と「文書 20」は、一つの文書として扱われてい
る。 

(2)は、「満文原檔」に含まれるモンゴル語檔案 47件のうち、「文書 1」を除く 46件に漢
語の標題をつけて内容を紹介したものである。(1)で見落とした「文書 7」と「文書 8」を加
え、「文書 19」と「文書 20」は別の文書として扱われている。これらに加えて、中国第一
歴史檔案館に所蔵されている 3 件のモンゴル語檔案があることが紹介されているが、それ
らは、未公刊の資料である。 

(3)は(2)と同じく『舊満洲檔』所収の 46 件、および中国第一歴史檔案館所蔵の 3 件の都
合 49件のモンゴル語文書の漢語訳に注を付したものである。 
また「満文原檔」のうち、天聰 9（1635）年の分に関しては、満洲語のローマ字転写に

加えて、日本語の逐語訳と文意訳、および注を合わせて、『舊滿洲檔 天聰九年 １』（1972）
と『舊滿洲檔 天聰九年 ２』（1975）として公刊されていることはすでに述べた。これらに
はモンゴル語の檔案も含まれており、「文書 39」「文書 40」「文書 41」「文書 42」の 4件が
それにあたる（該当する巻や頁については後述）。 
 
．モンゴル語文書と『満文老檔』について

「満文老檔」は、「満文原檔」が乾隆時代に重鈔されたものを指す1。有圏点満洲文字によ

るものと無圏点満洲文字によるものの 2種類がある。 
中国第一歴史檔案館・中国社会科学院歴史研究所訳注『満文老檔』（中華書局出版、1990）
の「前言」（2－3頁）によれば、「満文原檔」のうち 37冊が数回の抄写を経て、六つの写本
が作られた。まず乾隆 40(1775)年に有圏点満文と無圏点満文で各一部が写された。この 2
部は無格宣紙、書法が粗略なので「草写本」と呼ばれている。その後、「草写本」を底本に

して、有圏点満文と無圏点満文で各一部が書き写された。それは「正写本」或いは「大黄綾

                                                   
1 天命、天聰時代の「満文原檔」も合わせて「満文老檔」と呼ぶこともあるが、ここでは天
命・天聰年間の檔案を「満文原檔」、乾隆重鈔本を「満文老檔」として区別する。 
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本」と呼ばれている。乾隆 43(1778)年に「正写本」（「大黄綾本」）はさらに有圏点満文と無
圏点満文で各一部書き写された。それは、「副本」或いは「小黄綾本」と呼ばれている。「草

写本」と「正写本」（「大黄綾本」）は北京の第一歴史檔案館に保存されており、「副本」（「小

黄綾本」）は瀋陽の遼寧省檔案館に保存されている。これを図で示せば次のようになる： 
 
図「満文老檔」の抄写過程

 
天命・天聰 乾隆 40年  乾隆 43年 
満文原檔 抄写 草写本   抄写 正写本/大黄綾本  抄写  副本/小黄綾本 
（37冊） 北京所蔵 北京所蔵 瀋陽所蔵

満文老檔

「満文原檔」に収録されているモンゴル語檔案の研究にとって、「満文老檔」が重要な意

味を持つのは、そこにモンゴル語檔案の満洲語訳が含まれていることによる。「満文原檔」

のモンゴル語檔案は乾隆期に重鈔される際に、満洲語に翻訳されて収録されたのである。 
乾隆重鈔「満文老檔」に関しては、次のような研究が公刊されている： 

(1) 藤岡勝二『満文老檔』昭和 14（1939）年。 
(2) 満文老檔研究会訳注『満文老檔』昭和 30－38（1955－1963）年。全 7冊。 

 Ⅰ 太祖 1、Ⅱ 太祖 2、Ⅲ 太祖 3、Ⅳ 太宗 1、Ⅴ 太宗 2、Ⅵ 太宗 3、Ⅶ 太宗 4 
(3) 中国第一歴史檔案館・中国社会科学院歴史研究所訳注『満文老檔』（中華書局、1990） 
(4) 中国第一历史档案馆整理编译『内阁藏本满文老档』（辽宁民族出版社．2009）全 20冊。 
上記のうち(1)と(2)は、瀋陽（奉天）の遼寧省檔案館所蔵の副本（小黄綾本）の写真版に
もとづいたローマ字転写と日本語訳（逐語訳と文意訳）。(3)は、漢語訳で、北京の第一歴史
檔案館所蔵の草写本、正写本（大黄綾本）にもとづきつつ、他の檔案および文献を参照した

という。(4)は正写本（大黄綾本）の原本影印（1－16冊）、ローマ字転写（17－18冊）、漢
語訳（19－20冊）を含む。 
「満文原檔」に収録されているモンゴル語檔案全 47 件のうち、乾隆重鈔の「満文老檔」

に満洲語の訳文が収録されているものは、「文書 2, 3, 4, 7, 8, 9 10, 13, 14, 15, 16, 17, 18, 19, 
20, 21, 22, 23, 24, 25, 26, 27, 28, 29, 30, 43, 44, 45, 46, 47」の 30件である。本書では、主
に上記(2)のローマ字転写と日本語訳を利用した。 
次頁に掲げた表は、『満文原檔』（2005）で収録されている「モンゴル語文書」全 47件を
一覧にしたものである。文書を年代順に並べ、文書名を付し、『満文原檔』（2005）におけ
る収録箇所を冊数と頁数で示し、文書の日付と、『舊滿洲檔 天聰九年』（1972, 1975）と『満
文老檔』（1955－1963）におけるローマ字転写・日本語訳の所在を示している。 
「番号」（1－47）は、文書の年代順によった。『満文原檔』（2005）に収録されている順
と同じである。 
「文書名」は、『満文原檔』（2005）でそれぞれの「文書」の先頭に置かれている満洲語
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の文章と李保文［1996］［2000］の表題を参考にして付けたものである。 
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Ⅱ・太祖 2・835頁 
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9 
ジルガラン、サハリヤンがソブディ

に送った文書 
七 15 

天聰 4（1630）年正月 9日 

Ⅳ・太宗 1・284－285頁 

10 
ジルガラン、サハリヤンがハラチン

に送った文書 
七 39-40 

天聰 4（1630）年 2月 1日 

Ⅳ・太宗 1・300頁 

11 
天聰ハーンがナイマンのホン・バー

トルに送った文書 
七 156 

天聰 4（1630）年 4月 2日 

 

12 
天聰ハーンがダルハン・バートルに

送った文書 
七 157-158 

天聰 4（1630）年 4月 4日 

 

13 天聰ハーンが四子に送った文書 七 313 
天聰 5（1631）年正月 13日 

Ⅴ・太宗 2・464－465頁 

14 辛未年の法典 1 七 351 
天聰 5（1631）年 4月 7日 

Ⅴ・太宗 2・500－501頁 

15 辛未年の法典 2 七 354-357 
天聰 5（1631）年 4月 12日 

Ⅴ・太宗 2・504－508頁 

16 辛未年の法典 3 七 358-359 
天聰 5（1631）年 4月 11日 

Ⅴ・太宗 2・508－509頁 

17 辛未年の法典４ 七 359-360 
天聰 5（1631）年 4月 11日 

Ⅴ・太宗 2・509頁 

18 
天聰ハーンがソブディ・ドーレンに

送った文書 
七 360 

天聰 5（1631）年 4月 20日 

Ⅴ・太宗 2・511頁 

19 
天聰ハーンがトシェート・ハーンに

送った文書 
七 370 

天聰 5（1631）年 7月 5日 

Ⅴ・太宗 2・518－519頁 

20 
天聰ハーンがトシェート・ハーンに

送った文書 
七 370-371 

天聰 5（1631）年 7月 5日 

Ⅴ・太宗 2・519頁 

21 
天聰ハーンがソン・ドーレンに送っ

た文書 
七 371-372 

天聰 5（1631）年 7月 5日 

Ⅴ・太宗 2・519頁 

22 
天聰ハーンがダライチュケグル、四

子に送った文書 
七 372 

天聰 5（1631）年 7月 5日 

Ⅴ・太宗 2・520頁 
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23 
天聰ハーンがアオハン、ナイマン、

バーリン、ジャルドに送った文書 
七 373 

天聰 5（1631）年 7月 9日 

Ⅴ・太宗 2・520頁 

24 
天聰ハーンがオモブチュケクルに送

った文書 
七 373-374 

天聰 5（1631）年 7月 9日 

Ⅴ・太宗 2・520‐521頁 

25 
天聰ハーンがチョクト太后に送った

文書 
七 374-375 

天聰 5（1631）年 7月 9日 

Ⅴ・太宗 2・521頁 

26 
天聰ハーンがトシェート額駙に送っ

た文書 
七 375-376 

天聰 5（1631）年 7月 19日 

Ⅴ・太宗 2・522頁 

27 
天聰ハーンがトシェート・ハーンに

送った文書 
七 379-380 

天聰 5（1631）年 11月 19日 

Ⅴ・太宗 2・596‐597頁 

28 
天聰ハーンがトシェート・ハーンに

送った文書 
七 386 

天聰 5（1631）年 11月 28日 

Ⅴ・太宗 2・604頁 

29 
天聰ハーンがタンシャイに称号を与

えた文書 
七 390-391 

天聰 5（1631）年 12月 11日 

Ⅴ・太宗 2・609頁 

30 
天聰ハーンがソン・ドーレン等に送

った文書 
七 399-400 

天聰 5（1631）年 12月 21日 

Ⅴ・太宗 2・615頁 

31 
天聰ハーンがジャライト部などに送

った文書 
八 297-298 

天聰 6（1632）年正月 3日 

 

32 
天聰ハーンがガルジョー・セデルに

送った文書 
八 301-302 

天聰 6（1632）年正月 24日 

 

33 申年の法度 八 302-304 
天聰 6（1632）年正月 18日 

 

34 
天聰ハーンがナイマンのダルハン・

バートルに送った文書 
八 305-306 

天聰 6（1632）年 2月 2日 

 

35 
天聰ハーンがハラチンのトゥメド・

オモブチュケグルに送った文書 
八 313-314 

天聰 6（1632）年 3月 27日 

 

36 
天聰ハーンがハラチンのチョスキに

送った文書 
八 315 

天聰 6（1632）年 3月 29日 
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37 天聰ハーンがハラチンに送った文書 八 139-140 
天聰 6（1632）年 4月 6日 

 

38 申年の法度 八 322-325 
天聰 6（1632）年 10月 5日 

 

39 
マハサマディ・セチェン・ハーン等

が天聰ハーンに送った文書 
九 211-212 

天聰 9（1635）年 5月 27日 

旧・1・159‐160頁 

40 
ハルハのマハサマディ・セチェン・

ハーンが太后に送った文書 
九 212-213 

天聰 9（1635）年 5月 27日 

旧・1・160頁 

41 
天聰ハーンがゴルト・セチェンに号

を与えた文書 
九 285 

天聰 9（1635）年 7月 24日 

旧・2・214頁 

42 
ハルハのマハサマディ・セチェン・

ハーンが天聰ハーンに送った文書 
九 445 

天聰 9（1635）年 12月 7日 

旧・2・345‐346頁 

43 
天聰ハーンがマハサマディ・セチェ

ン・ハーンに送った文書 
十 30-31 

天聰 10（1636）年 2月 2日 

Ⅵ・太宗 3・912頁 

44 
天聰ハーンがセチェン・ジノン送っ

た文書 
十 31 

天聰 10（1636）年 2月 2日 

Ⅵ・太宗 3・912頁 

45 
天聰ハーンがエルデニ・ノムチに送

った文書 
十 31 

天聰 10（1636）年 2月 2日 

Ⅵ・太宗 3・912頁 

46 
天聰ハーンがジャサクト・ジノンに

送った文書 
十 31 

天聰 10（1636）年 2月 2日 

Ⅵ・太宗 3・912頁 

47 
天聰ハーンがトルボトに称号を与え

た文書 
十 31 

天聰 10（1636）年 2月 2日 

Ⅵ・太宗 3・912頁 
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「文書」のモンゴル文字の字形について

ここでは、『満文原檔』所収モンゴル語文書（以下「文書」と呼ぶ）のモンゴル文字

の字形の特徴を検討する。 
モンゴル文語のローマ字転写方式について：

モンゴル文字は、複数の文字が同じ字形を取る多音字（polyphone）が少なくない。
たとえば、<o> と<u>、<z>と<v>、<k>と<g>、<t>と<d>、そして「文書」の中では<q>

と<f>等々．．．。字形の上で区別されないものを別の文字とみなすのは、それらがモンゴ

ル語の別の「音」を表しているという前提に立っている。それでは、その「音」とは、

いつの時代のどの地域のモンゴル語なのか？ 

N.Poppe の Grammar of Written Mongolian (Wiesbaden, 1954)の転写方式は、モン
ゴル文語が成立した 13世紀の口語の発音を推定してローマ字をあて、それを「古典式
モンゴル文語」にも適用していると考えられる。本書では、基本的に N.Poppe (1954) の
ローマ字転写方式を採用しているが、その際モンゴル文語を口語から独立した文字言語

の体系とみなしている。つまり、「文書」のモンゴル文語は 17世紀前半に属するもので
あるが、そのローマ字転写は 17世紀前半のモンゴル語の口語の音声を反映しているこ
とを前提とするものではなく、当時においても、モンゴル文語が口語と異なる独自の体

系をもった文字言語であったとみなしている。 
モンゴル文字とモンゴル文語は、13 世紀初にウイグル文字とその書記法に倣ってモ
ンゴル語を表記することによって成立した。それから現代までの 800 年以上にわたる
期間にモンゴル語の口語も文語も多様な変化をこうむって来たが、文語と口語の変化の

範囲と程度は一様ではなかった。文語は社会上層の一部が使う書き言葉として伝統的な

書法や語法が継承されてきたのに対し、口語は音声、文法、語彙等すべての分野で著し

い変化を経て多くの方言や独立の言語に分岐するに至った。現代では、どの口語方言の

発音をとってみても、モンゴル文語の綴りはそれらと大きく隔たっている。 
本書のローマ字転写は、モンゴル文字の識別情報（文字の種類を区別する情報）だけ

でなく、文字の字形や表記に関する情報を含めて、できるだけ元の表記が再現できるよ

うに配慮するとともに、モンゴル文語の解釈に資するために文法的情報を付加している

（これについては、本書の「凡例」および 12頁の「ローマ字転写で用いる若干の記号
等について」を参照されたい）。 
同じ字形を別の文字として判断する基準として、本書では次のような古典式モンゴル

文語および現代モンゴル文語の規範を作業仮説として採用している：  
1．与位格語尾では、母音字および子音字 <l> <m> <n> <ng> で終わる語幹には、子音
字 <d> で始まる語尾（-dur/-dvr, -du/-dv）が付く。他方、子音字 <b> <d> <g> <f> 
<r> <s> で終わる語幹には、子音字 <t> で始まる語尾（-tur/-tvr, -tu/-tv）が付

く。これは、位格語尾（-da/-de, -ta/-te）、およびその再帰所属語尾（-dafan/-degen, 
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-tafan/-tegen）に関しても同様である。 
2．並列副動詞の語尾では、母音字および子音字 <l> <m> <n> <ng> で終わる語幹には、
子音字 <j> で始まる語尾（=ju/=jv, =ji）が付く。他方、子音字 <b> <d> <g> <f> 
<r> <s> で終わる語幹には、子音字 <c> で始まる語尾（=cu/=cv, =ci）が付く。 
次に、モンゴル文字の字形に関連して、本書で使用する若干の用語について説明して

おく。

字形（頭位形、中位形、末位形）：モンゴル文字が、単語の中に占める位置や他の文

字と連なる際に取る形を字形と呼ぶ。モンゴル文字では、単語をひと続きに書き、単語

と単語の間にはスペースが置かれる。その際、ひとつの単語を構成する複数の文字は縦

の中心線に合わせて線（字画）が途切れることなく続くのが特徴である。つまり、ひと

つの単語に含まれる文字の中心線は連続しており、文字と文字との間にスペースは入ら

ない。

モンゴル文字のもうひとつの大きな特徴は、単語内の位置、つまり語頭、語中、語末

で文字の形が変わることである。大まかに言えば、すべてのモンゴル文字は、単語の語

頭、語中、語末に現れる際に取る 3種類の異なった字形をもっている。語頭、語中、語
末に現れる文字の字形を、それぞれ頭位形、中位形、末位形と呼ぶと、単語を構成する

文字の位置と字形の関係は、次のように表すことができる。

図１．単語を構成する基本的な字形の配置

単 語
 

スペース 頭位形 ＋中位形＋・・・ ＋末位形 スペース

 
頭位形と末位形の間に置かれる文字は、いくつ連なっても、すべて中位形となる。単

語が 2文字からなる場合は、頭位形に直接末位形が連なる。このように中位形の文字が
ない場合もあるので、上図では中位形をカッコに入れた。

分綴、連綴、語中スペース、分離形：上に見たように、モンゴル語ではひとつの単語

を構成する文字の線（字画）が切れ目なく連なるのが原則である。これに対して、ひと

つの単語が分けて綴られる場合がある。その主要な部分をなすのは、母音字 <a> と <e> 
が語末に位置する場合、単語の先行する部分から、しばしば離して書かれることである。

この場合、母音字 <a> <e> の前にスペースが置かれて、語末には母音字 <a> <e> が 1

文字だけ置かれることになる。

このように、単語の中にスペースが置かれて、ひとつの単語が分けて綴られることを

「分綴（ぶんてつ）」と呼ぶ。また、単語の内部に置かれるスペースを「語中スペース」、

語末に単独で現れる母音字 <a> <e> の字形を「分離形」と呼ぶ。「連綴（れんてつ）」

は「分綴」に対して、語中スペースを入れずに連ねて書くことを明示的に示す用語であ

る。そのような単語を構成する文字の配置と字形は、次のように示すことができる。
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図２．語末の <a> <e> が分綴される場合の字形の配置

単 語
 
スペース 頭位形 ＋中位形＋・・ ＋末位形 語中スペース＋ <a>/<e> スペース

ここで注意するべきことは、語中スペースの前の文字は末位形となることである。

ローマ字転写では、語中スペースを「_」 アンダースコア で表記する。

上の図１．と図２．は、単語を構成する字形の配置を示す基本形とみなすことができ

る。さらに、名詞の語幹と曲用語尾（格語尾、複数語尾、所属語尾）が分綴される場合

も、それらはひとつの単語を構成する。名詞の格語尾、および複数語尾の一部は語幹か

ら離して書かれるが、それらは語幹と一緒になって単語を構成しているので、ひとつの

単語が分綴されているとみなされる。この場合、語幹と語尾の間に置かれるスペースを

「語幹末スペース」と呼び、ローマ字転写では、これを「-」（ハイフン）で転写する。 
図３．は「語幹」と「語幹末スペース」と「語尾」の関係を示したものである。この

場合、図１．と図２．でみた単語の語形は、そのまま「語幹」の語形となる。一方、分

綴される語尾は原則として中位形の文字から始まる。それらの字形と位置の関係は、次

のように表すことができる。 
 
図３．分綴される語幹と語尾における字形の配置
 

単 語

語 尾

スペース 語 幹 語幹末スペース 中位形＋・・＋ 末位形 スペース

 
 
語尾が 1文字だけから成る場合は、末位形で現れる。この場合、語末に単独の文字が

書かれるので、図２．の場合と同様「分離形」と呼ぶこともできる。 
語尾の先頭の文字が中位形となるのは、単語が完結していない（語尾が単語の一部で

ある）ことを示していると考えられる。 
合体字：複数（多くの場合二つ）の文字を組み合わせた字形で、それぞれの文字の特

殊な字形の連なりとみなされる。「文書」では、子音字 <b> <g> <k> と母音字<o> <u> <z> 

<v>との連なりが典型的な合体字として現れている。 
 

<b>と<o><u>の合体字：頭位、中位、末位で （bo, bu） 

<b>と<z><v>の合体字：頭位で （bz, bv）、中位・末位で （bz, bv）

<g><k>と<z><v>の合体字：頭位で （gz, gv, kz, kv）、中位・末位で （gv, kv）
 
字体：字体はひとつの字形の中のヴァリアントを指す。個人や集団の癖、筆記具の種
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類や文字が記される媒体の違い、時代や地方の違いによって様々な字体がありうる。字

体の違いは、異なる字形が融合した結果であったり、新たな字形が形成される過程であ

ったり、文字の変化を内含している場合があるため、本書では「文書」のモンゴル文字

の字体の違いにも注目した。

字画：モンゴル文字（字形）を構成する線や点の要素。特に次の三つの字画は、母音

字の字形を構成する際に用いられるので重要である。右はモンゴル語の名称である。
 

acuf（アチョグ）または sidv（シュド） 

silbi（シルビ）または urtu sidv（オルト・シュド）

gedesv（ゲデス）

ローマ字転写で用いる若干の記号等について

本書で用いるローマ字転写方式の詳細は「凡例」に示す。ここでは、例の中に現れる

記号の意味をまとめておく。

1．「=」（イコール）は、動詞の語幹と活用語尾の境界を示す。例：ekile=n「始めて」。

語幹と活用語尾の間に接合母音がある場合は、接合母音の前と後に「=」を付す。例：

ol=u=fsan「成った」、vjegvl=v=n「示し．．．」。動詞の語幹と同形の命令形では、「ゼロ

語尾」と考えて語幹形の後に「=」イコールだけを付す。例：ab=「取れ」。 

2 「-」（ハイフン）は、名詞類の曲用語尾が語幹と分綴されている場合の境界、つまり「語

幹末スペース」を示す。例：manju-yin「満洲の（属格）」、bicig-i「文書を（対格）」。

3．「＋」（プラス）は、名詞類の曲用語尾が語幹と連綴されている場合の境界を示す。例：
vile+ben「（自分の）事を（再帰所属・対格）」、sara+yin「月の（属格）」。 

4．「_」 アンダースコア は、ひとつの語が、曲用語尾以外で分綴されている場合の境界、

つまり「語中スペース」を示す。その典型的な事例は、母音字 <a> と <e> が語末に位
置して、離して書かれる場合である。例：aq_a「兄」、kvr=tel_e「～まで」等。 

また、形容詞形成語尾 tu/tv「～を持つ」が語幹と分綴される場合もこれに相当するの

で _tu/_tv と転写する。例：yala_tu「罪ある」、sedkil_tv「心を持つ」等。 

5 「’」（アポストロフィ）のついた転写字（n'  f'  q'  d'  t'  z'  v' 等）は、「’」

を除いた文字（<n>  <f>  <q>  <d>  <t>  <z>  <v> 等）の表記上の変種を表す。主に、

古典式モンゴル文語および現代モンゴル文語と異なる字形に「’」を付している。

その他の記号については、それぞれの字形の項目の説明および凡例の中で説明する。

6．人名、地名等の固有名詞の語頭を大文字にしている。 

7．モンゴル語の例のあとにカッコに入れた数字は出現位置（文書番号と行番号）を示
す。例：(4:6)は、「文書 4」の「6行目」を表す。 

8．例に付したローマ字転写で、説明のモンゴル文字に該当する部分を赤字で示した。 
 

12



12 
 

類や文字が記される媒体の違い、時代や地方の違いによって様々な字体がありうる。字

体の違いは、異なる字形が融合した結果であったり、新たな字形が形成される過程であ

ったり、文字の変化を内含している場合があるため、本書では「文書」のモンゴル文字

の字体の違いにも注目した。

字画：モンゴル文字（字形）を構成する線や点の要素。特に次の三つの字画は、母音

字の字形を構成する際に用いられるので重要である。右はモンゴル語の名称である。
 

acuf（アチョグ）または sidv（シュド） 

silbi（シルビ）または urtu sidv（オルト・シュド）

gedesv（ゲデス）

ローマ字転写で用いる若干の記号等について

本書で用いるローマ字転写方式の詳細は「凡例」に示す。ここでは、例の中に現れる

記号の意味をまとめておく。

1．「=」（イコール）は、動詞の語幹と活用語尾の境界を示す。例：ekile=n「始めて」。

語幹と活用語尾の間に接合母音がある場合は、接合母音の前と後に「=」を付す。例：

ol=u=fsan「成った」、vjegvl=v=n「示し．．．」。動詞の語幹と同形の命令形では、「ゼロ

語尾」と考えて語幹形の後に「=」イコールだけを付す。例：ab=「取れ」。 

2 「-」（ハイフン）は、名詞類の曲用語尾が語幹と分綴されている場合の境界、つまり「語

幹末スペース」を示す。例：manju-yin「満洲の（属格）」、bicig-i「文書を（対格）」。

3．「＋」（プラス）は、名詞類の曲用語尾が語幹と連綴されている場合の境界を示す。例：
vile+ben「（自分の）事を（再帰所属・対格）」、sara+yin「月の（属格）」。 

4．「_」 アンダースコア は、ひとつの語が、曲用語尾以外で分綴されている場合の境界、

つまり「語中スペース」を示す。その典型的な事例は、母音字 <a> と <e> が語末に位
置して、離して書かれる場合である。例：aq_a「兄」、kvr=tel_e「～まで」等。 

また、形容詞形成語尾 tu/tv「～を持つ」が語幹と分綴される場合もこれに相当するの

で _tu/_tv と転写する。例：yala_tu「罪ある」、sedkil_tv「心を持つ」等。 

5 「’」（アポストロフィ）のついた転写字（n'  f'  q'  d'  t'  z'  v' 等）は、「’」

を除いた文字（<n>  <f>  <q>  <d>  <t>  <z>  <v> 等）の表記上の変種を表す。主に、

古典式モンゴル文語および現代モンゴル文語と異なる字形に「’」を付している。

その他の記号については、それぞれの字形の項目の説明および凡例の中で説明する。

6．人名、地名等の固有名詞の語頭を大文字にしている。 

7．モンゴル語の例のあとにカッコに入れた数字は出現位置（文書番号と行番号）を示
す。例：(4:6)は、「文書 4」の「6行目」を表す。 

8．例に付したローマ字転写で、説明のモンゴル文字に該当する部分を赤字で示した。 
 

13 
 

母音字

「文書」には <a> <e> <i> <o> <u> <z> <v> の七つの母音字が現れる。

これらのうち、<o>と<u>の文字、および <z> と<v> の文字は、それぞれ字形が完全に

同じであるため、<o>と<u>、および <z>と<v>の文字を一緒に扱う。 

１．母音字 <a>

頭位形は二つの acuf（アチョグ）からなる。書き出し（起筆）の部分の形によって

様々な字体が見られる：  

例： ala=ba(4:6)「殺した」          Abaf’_a(15:19)「アバガ(地名)」 
 

中位形は一つの acuf（アチョグ）からなる：  
 

例： qad(4:2)「ハーン達」             caf'an(16:8)「白い」 
 
末位形は(1)子音字<b>に連なる字形と(2)それ以外の子音字に連なる字形がある。 

末位形(1)は子音字<b>に連なる字形である。字画の最後で上にハネる字体と、なめら

かに払う字体が見られる：  

例： qayirala=ba(4:9)「愛しんだ」   alda=ba(14:2)「失った」 

 
末位形(2)は、<b>以外の子音字に連なる字形で、右に払う角度の違いや、字画の最後

をハネる・ハネないといった字体の違いが見られる：  

例： tulada(6:6)「～ために」   yabu=qula(4:14)「行けば」 

tulada(39:7)「～ために」   ta(6:3)「汝ら」 

 
分離形は末位形の(1)と同じ形で、語中スペースの後に書かれる。線の角度や、書き

出しの形によって次のような字体が見られる：
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例： Abaf’_a(15:19) 「アバガ」  Qalq_a(4:12)「ハルハ」 

 qoyin’_a(4:6)「後ろ」          tos=u=y_a(26:5)「迎えよう」 

  Jungq_a(10:2)「ジョンハ(地名)」  tabun’-a(21:5)「5日に」 
 
最後の例は、位格形であり、語幹末スペースを「-」（ハイフン）で転写している。 

 

２．母音字 <e> 

頭位形は一つの acuf（アチョグ）からなる。書き出しの形によって、次のような字

体が見られる：  

例：  ecige(2:2)「父」  en’e(5:8)「これ」 ende(36:2)「ここで」 

 
母音字<e>の中位形と末位形は母音字<a>の中位形と末位形と同じである。

 

中位形は一つの acuf（アチョグ）からなる：  
 

例：   mede=jv(31:5)「知って」    ger(15:15)「家」 
 
末位形には(1)子音字 <b> <k> <g> に連なる字形と(2)それ以外の子音字に連なる字形

がある。 

末位形(1)は子音字<b> <k> <g>に連なる：  

例： eci=be(5:2)「行った」  berke(32:7)「困難な」

ecige(4:8)「父」 

末位形(2)は<b> <k> <g>以外の子音字に連なる：  

例：  ebde=(20:2)「損なえ」         eme(33:9)「妻」 
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例： Abaf’_a(15:19) 「アバガ」  Qalq_a(4:12)「ハルハ」 
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   ene(29:2)「これ、この」   bile(40:10)「～だった」 
 
分離形は末位形(1)と同じ形で、語中スペースの後に書かれる： 

例：  vr_e(4:15)「子（種）」  es_e(2:5)（否定詞） 

  ir_e=(23:6)「来い」    em_e(38:9)「妻」 

 

３．母音字 <i>

頭位形は acuf（アチョグ）に silbi（シルビ）が連なった字形で、次のような字体が

見られる：  

例： ire=be(2:4)「来た」   ire=kvi(15:9)「来ること」 

   ire=jv(38:29)「来て」    ilegv(27:11)「余った」 
 

中位形は silbi（シルビ）だけからなる：

例：  cerig(24:6)「軍」            bicig(37:6)「書簡」 

 
末位形は右に膨らんだ弧を描く線である。次のような様々な字体が見られる：

 

 

例： kvci(28:3)「力」              elci(16:8)「使者」 

分離形は末位形と同形で語幹末スペースの後に書かれる。：  
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例：   yabudal-i(32:2)「ことを」       qaf'an-I(3:3)「ハーンの」 

この字形を取るのは、名詞の対格語尾 -i と、それと同形の属格語尾である。本書で

は、対格語尾 -i と区別するために属格語尾を-I（大文字）で転写している。 

 

４．母音字 <o> <u>

母音字の<o>と<u>は全く同じ字形で、これらを表記で区別することはできない。 

頭位形は、acuf（アチョグ）に gedesv（ゲデス）が連なった字形である： 

 

例：   ol=qula(7:5)「見つければ」  oru=qul_a(9:8)「入れば」 

       urida(20:4)「前」    urida(9:4)「前」 

 

中位形は gedesv（ゲデス）だけからなる：  

例： dof’ufsi(15:2)「下へ」             saf’u=qu(16:4)「住む」 

子音字<b>に連なって合体字 となる。この合体字は、語末にも現れる。 
 
末位形には(1)子音字<b>との合体字と(2)それ以外の子音字に連なる字形がある。 

末位形(1) 子音字<b>との合体字：  

例：    tabu(17:4)「五」 

末位形(2) <b>以外の子音字に連なる：  

例：  Boru(26:2)「ボロ（人名）」           aduf’u(16:6)「馬群」 

分離形は末位形と同形であるが語幹末スペースの後に書かれる：  

例：   qaf’an-u(10:4)「ハーンの」  tan-u(43:2)「汝らの」 

この字形を取るのは、名詞の属格語尾（-u）である。 
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５．母音字 <z> <v>

母音字の<z>と<v>の字形は全く同じで、これらを表記で区別することはできない。 

頭位形は、(1)acuf（アチョグ）と gedesv（ゲデス）と silbi（シルビ）が連なった

字形と(2)acuf（アチョグ）と gedesv（ゲデス）だけの字形がある。古典式モンゴル文

語の規範では、<z>と<v>の頭位形は(1)のみで、(2)の字形はない。ローマ字転写では、

頭位形の(2)の字形を、z’ v’ と転写する。
 
頭位形(1)は acuf（アチョグ）と gedesv（ゲデス）と silbi（シルビ）が連なった字

形である：  

例：  zsiy_e(40:6)「仇」           zg=gvsei (5:2)「与えなさい」 

  vlv(4:7)（否定詞）       vge(5:6)「言葉」 

頭位形(2)は、acuf（アチョグ）に gedesv（ゲデス）が連なった字形で、<o> <u> の

頭位形と同形である：  

例：   z’rvsiye=jv (3:2)「愛しんで」 v’je=be(44:2)「見た」 

 
中位形には、(1)gedesv（ゲデス）と silbi（シルビ）が連なった字形と(2)gedesv（ゲ

デス）だけからなる字形がある。古典式モンゴル文語の規範では、(1)は第 1音節に、(2)

は第 2音節以降に現れる字形であるが、「文書」では第 1音節に(1)の字形も(2)の字形も

現れ、第 2音節以降には(2)の字形だけが現れる。ローマ字転写では、第 1音節に現れ

る(2)の字形を z’ v’ と転写する。 

中位形(1)は gedesv（ゲデス）と silbi（シルビ）が連なった字形である：  
 

例：  mzn(9:6)「また」 n’zkvr(33:9)「友達」 kvmvn(33:8)「人」 
 
中位形(2)は、<o> <u> の中位形と同形である：  

例：  dz’rben (15:30)「四」    tv’si=jv(3:2)「頼って」 

なお、子音字 <b> に <z> <v> が連なる場合、第 1音節では合体字  となり、第
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2音節以降では合体字  となる。 

さらに、子音字 <k> <g> に <z> <v> が連なる場合、第 1音節では合体字  とな

り、第 2音節以降では合体字  となる。合体字  は、語末にも現れる。 
 
末位形は(1)子音字 <k> <g> との合体字と、(2)それ以外の子音字に連なる字形がある。 

「文書」には子音字 <b> との合体字は末位に現れない。 
 
末位形(1)は子音字 <k> <g> との合体字である：  

 

例： zg=kv (33:8)「与える」  mznggv(37:4)「銀両」 

末位形(2)は、<o> <u>の末位形(2)と同形である：  

例：  ilegegvtv(37:5)「余りの」  vlv(4:7)（否定詞） 
 

分離形は、末位形と同形であるが語幹末スペースの後に書かれる：  

例：   biden-v(4:5)「我々の」 erten-v(43:3)「昔の」

この字形を取るのは、名詞の属格語尾（-v）である

上述した母音字の字形を代表的な字体で示せば、次のように表すことができる。
 
表１：「文書」に現れる母音字の字形

 頭位形 中位形 末位形 分離形 

a  
 

(1) (2) 

 
  

e  

i      

o 

u     

 z 

v  
(1) (2) 
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<a> <e> の末位形(1)は子音字 <b> <k> <g> に連なる (2)はそれ以外の子音字に連なる。 

<z> <v> の頭位形には、2つの字形が現れる。 

<z> <v> の中位形(1)は第 1音節に書かれる。2つの字形が現れる。 

中位形(2)は第 2音節以降に書かれる。<o> <u> の中位形と同形。 

<o> <u> と <z> <v> は、子音字 <b> <k> <g> と結合して次のような合体字となる： 

 

 頭位 中位 末位 

bo/bu  

bz/bv   

gz/gv/kz/kv   

子音字

「文書」には< n b q f k g m l s x t d c j y r ng w h >という 19 個の子音字が

現れる。 

６．子音字 <n>

古典式モンゴル文語および現代モンゴル文語では、子音字 <n> は、母音字の前では

点をもつ字形が現れるが、それ以外（子音字の前、語末）では点をもたない字形が書か

れる。「文書」では、音節頭（母音字の前）では点をもつ形と点をもたない形の両方が

現れる。音節末（子音字の前と語末）では点をもたない形だけが現れる。 

ローマ字転写では、母音字の前で点をもたない字形を n' と転写する。 

頭位形は、acuf（アチョグ）の左に点をもつ字形と、acuf（アチョグ）だけからなる

（点をもたない）字形の 2種類がある。

 

点をもつ字形：  

例： neke=jv(8:3)「追って」  nige(13:2)「一」 

 

点をもたない字形：  

例：    n’oyad (14:6)「ノヤン達」  n’er_e(3:1)「名前」 
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  n’ige(13:2)「一」      n'aran(42:7)「太陽」 
 
中位形も、点をもつ字形と、点をもたない字形がある。

 
点をもつ字形：  

例：  inafsi(32:10)「こちらへ」   qoni-gi(26:8)「羊を」
 
点をもたない字形：  

例：    ende(36:2)「ここに」  qon'i(15:9)「羊」 
 
末位形に現れるのは、点をもたない字形だけである。

 

例：  vn’en(4:3)「本当」 dayisun(32:12)「敵」 
 
語中スペース、語幹末スペースの前にも末位形が書かれる。 

   qoyin'_a(4:5)「後」    olan'-a(40:2)「大勢に（位格形）」 

ローマ字転写では母音字 <a> <e> の分離形の前で点をもたない形を n' で転写して

いる。 

 

７．子音字 <b>

子音字 <b> の頭位形と中位形は同じ形とみなされる：  

頭位形の例： basa(6:3)「また」 berke(32:7)「困難な」

bisi(10:7)「～でない」 blam_a(42:9)「ラマ僧」

中位形の例： arban(15:3)「十の」 ibege=jv(4:9)「庇護して」

f'abiy_a(42:7)「功績」 ab=cu(7:3)「取って」 
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 aliba(30:6)「どの．．．も」  borbi(37:7)「アキレス腱」 

子音字 <b> は母音字の <o> <u> <z> <v> と連なって合体字となる。 

子音字 <b> と <o> <u> の合体字：頭位、中位、末位で （bo, bu） 

例： boljuf’an(36:3)「約束」     yabu=ju(36:2)「行って」 

   qabur(19:3)「春」       tabu(17:4)「五」 

語頭位置の bv が  の字形を取る例が 1回現れる：  bv'gvde(37:6)「すべて」 

 

子音字<b>と<z><v>の合体字：頭位で （bz, bv）、中位で （bv）

頭位の例： bvgvde(24:2)「すべて」 bvri(11:1)「～毎に」 

中位の例： Svbvdi(9:1)「スブディ（人名）」 

末位形には という 2つの字形が見られる。

例：    jzb'(42:8)「正しい」 jzb(32:5) 「正しい」 

       halab'(42:7)「劫」    halab (14:8)「劫」  

例に見るように、同じ語（jzb, halab）がそれぞれ別の字形で表記されている。

ローマ字転写では、 の字形を b' と転写する。

８．子音字 <q> 

子音字 <q> は、音節頭（母音字の前）に現れる。頭位形と中位形は、子音字 <f> の

字形と同じであり、これらを表記で区別することはできない。子音字 <q> は語中スペ

ースの前に現れることがあり、その場合の字形を「末位形」と呼ぶ。これは子音字 <f> 

の末位形と同じ形である。 
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頭位形には様々な字体が見られる： 

 

例： qan(39:4)「ハーン」 qola(14:5)「遠い」 

Qalq_a(43:1)「ハルハ」       qaf’an(2:2)「ハーン」 

    qarif’uca=qu(7:2)「抵抗する」    qayirala=qula(12:3)「愛すれば」 
 
中位形は、二つの acuf（アチョグ）の左側に二つの点をもつ形と、点をもたない形

が見られる：  

例： Caqar(4:3)「チャハル」  bafaq’an(34:3)「より多く」 

本書では母音字の前で点をもつ形を q' と転写する。 
 

末位形は子音字 <f> の末位形と同形である：      
 

例：  aq_a(15:24)「兄」  Qalq_a(4:12)「ハルハ」 

 

９．子音字 <f>

現代モンゴル文語では、子音字の <q> と <f> は、文字の左側の二つの点の有無によ

って区別される。「文書」ではこの区別がなく、子音字の <q> と <f> は同じ形を取り、

それらを表記で区別することはできない。 

頭位形はすべて点のない形であり、これを f' で転写する： 
 

 

例： f’ar(30:6)「手」   f’urba(15:13)「三」 

   f’arf’a=ba(4:9)「出させた」  f'ajar-a(9:4)「土地に」 
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   f’arf’a=ba(4:9)「出させた」  f'ajar-a(9:4)「土地に」 
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中位形には、二つの acuf（アチョグ）の左側に二つの点をもつ形と、点をもたない

形が現れる：  

例： bayilfa=fsan(20:5)「やめさせた」 qaf’an(3:1)「ハーン」 

   inaf'si(42:8)「こちらへ」  afta(35:3)「騸馬」 

 cinaf'si(42:8)「あちらへ」 

 

母音字の前で点をもたない字形、および子音字の前で点をもつ字形を f' と転写する。 

なお、子音字 <f> は、男性語（すなわち母音字 <a> <o> <u> を含む語）に書かれる

が、次の 1 例では女性語（母音字 <e> <z> <v> を含む語）に書かれている。ローマ字

転写では[!]の記号を付した。 

 

degefsi[!](16:5)「上へ」 

 

 

末位形はすべて点をもたない形で現れている：

例：  jarlaf(7:1)「命令」  jolif(38:14)「代替」 

語中スペースの前に現れる末位形には点をもたない形と点をもつ形が見られる： 

 

例： budaf’_a(23:5)「食料」  dafaf_a(30:8)「二歳の馬」 

点をもつ形は上の 1 語だけである。母音字 <a> <e> の分離形の前で点をもたない形

は f' と転写する。 

 

．子音字 <k> 

子音字 <k> は音節頭（母音字の前）にのみ現れ、末位形はない。頭位形と中位形は

すべて子音字 <g> の字形と同じであり、これらを表記で区別することはできない。 

頭位形と中位形は同じ形とみなされる：  
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頭位形の例： ken(14:7)「誰」 Kitad(15:6)「漢族」 

中位形の例： eken’er(41:6)「妻」     yaki=qu(8:6)「どうする」 

子音字<k>に母音字 <z> <v> が連なる場合、頭位では合体字 となり、中位・

末位では合体字 となる。 

頭位の例：  kvmvn(33:4)「人」   kzge=jv(10:7)「追って」 

中位の例：  cidkvr(8:5)「鬼」        ire=kvle(30:7)「来るなら」 

末位の例：    zg=kv (33:8)「与える」     kvr=kv(15:7)「到着する」 

 

語頭位置の kv が  の字形を取る例が 2回現れる（kv' と転写する）： 

         kv'r=tvgei(3:5)「至るがよい」  kv'cv+ben(12:5)「力を」 

 

．子音字 <g> 

子音字 <g> の頭位形と中位形は子音字 <k> と同じ形で、それらを表記で区別するこ

とはできない。 

頭位形の例： ger(15:14)「家」 Gegen(4:2)「ゲゲン（ハーン）」 

中位形の例： degel(7:3)「衣服」 Cinggis'(42:1)「チンギス（ハーン）」 

 

子音字<g>に母音字 <z> <v> が連なる場合、頭位では合体字 となり、中位・

末位では合体字 となる。 

頭位の例：   Gvyeng(5:6)「グイェン(人名)」  gvice=gsen(2:5)「成し遂げた」 

24
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中位・末位の例： bvgvde(24:2)「すべて」 kegvked(30:7)「子供達」 

mznggv(37:4)「銀両」  degv(42:9)「弟」 

子音字の前の例： tegsi(4:2)「平らか」    ki=gsen(15:23)「した」 

末位形：  

例： bicig(27:1)「文書」   jvg(38:29)「方向」 

 beleg(40:11)「贈物」  
 
なお、子音字 <g> は女性語（母音字 <e> <z> <v> を含む語）に使われるが、「文書」

では男性語（母音字 <a> <o> <u> を含む語）にも使われている場合がある。そのよう

な場合、ローマ字転写では[!]の記号を付した。 

例：   cag+tu[!](2:2)「時に」         f'agca[!](33:17)「一つ」 

 jarlig[!] (1:1) 「命令」 

 

．子音字 <m>

子音字 <m> は、acuf（アチョグ）の右側に水平から下に向かう字画を加えた形であ

る。頭位形と中位形は同じ形とみなされる。末位形は語中スペースの前にも書かれる。
 

頭位形：  

例：  maf’ui(2:4)「悪い」          morda=y_a(6:5)「出兵しよう」 

   morda=qu(32:3)「出兵する」    mzn(9:6)「その」 
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中位形：

例：    amuf’ulang(2:7)「平安」 aman(14:2)「口」 
 
末位形はループの形によって次のようにいくつかの字体が見られる：

例：     ge=n’em(5:5)「～という」  gem(4:4)「弊害」 
 
次の例では語中スペースの前に末位形が書かれている： 

em_e(38:9)「妻」  Badm_a(5:4)「バドマ（人名）」 

．子音字 <l>

子音字 <l> は、acuf（アチョグ）の右側に水平から上にハネる字画を加えた形であ

る。頭位形と中位形は同じ字形とみなされる。末位形は語中スペースの前にも書かれる。
 
頭位形：  

例：   labda(22:2)「確かに」      lang(37:8)「両」 
 

中位形：  

例：   doluf’an(24:7)「七」       ala=(8:2)「殺せ」 
 

末位形：  

例：   degel(7:3)「服」            n’igvl(2:5)「災い」 
 
次の例では語中スペースの前に末位形が書かれている： 

  getel_e(4:4)「そういっても」   bayi=tal_a(12:5)「～あるのに」 
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中位形：

例：    amuf’ulang(2:7)「平安」 aman(14:2)「口」 
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例：   doluf’an(24:7)「七」       ala=(8:2)「殺せ」 
 

末位形：  
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     orki=l_vgei(13:4)「捨てずに」    yal_a(4:5)「罪」 

．子音字 <s>
 
子音字の <s> の頭位形と中位形は同形とみなすことができる。 

 
頭位形・中位形：  

頭位形の例：  sayin(4:4)「よい」         Secen(21:5)「セチェン（ハーン）」 
 

中位形の例：  esergvle=be(4:7)「抵抗した」  bos=cu(30:10)「蜂起して」 
 
末位形には 2種類の字形がある。それらはいずれも語中スペースの前にも現れる。

末位形(1) ：  
 

例：  ulus'(14:3)「人々」  ulus'(31:9)「人々」  es'_e(15:3)（否定詞） 

ローマ字転写では、末位形(1)の字形を s' と転写する。 

末位形(2) ：  

例：    jobkis(1:1)「方位」    es_e(2:5)（否定詞） 

 

．子音字 <x>

古典式モンゴル文語では、子音字 <x> は文字の右側に 2 つの点を付すことによって

子音字 <s> と区別される。「文書」では、子音字 <x> は頭位では点が付されず、子音

字 <s>と同じ形で現れる。「文書」に末位形は現れない。 
 
頭位形：

例：    xasin(42:7)「宗教」     xajin-i(39:5)「宗教を」 
 
中位形は右側に 2つの点が付いた形で現れる：  

例：    Tangxai(29:01)「タンシャイ（人名）」 
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．子音字 <t>

子音字 <t> は、音節頭（母音字の前）にのみ現れ、末位形はない。頭位形と中位形

は子音字 <d> と同じ字形であリ、これらを表記で区別することはできない。

頭位形：

右の字体は、満洲文字の字形を思わせる。tere「その」という語に多く見られる。 
 

例：  tngri(4:3)「天」  tere(33:21)「その」 

中位形：  

 

例：    itegeltv(4:11)「信頼すべき」 ab=tuf’ai(38:17)「取るがよい」 

 

接尾辞頭の字形とローマ字転写：  

(1)形容詞形成語尾 のローマ字転写 
名詞に接尾辞 tu/tvがついて「～をもつ」という意味の形容詞がつくられる。この語

尾は語幹から離して書かれる場合（分綴）には  という形で、語幹に連ねて書

かれる場合（連綴）には  という形で現れる。 
形容詞形成語尾（「～をもつ」の意）が分綴される場合、ローマ字転写では、字形を

区別するために、  を _tu/_tvと転写し、  を _t'u/_t'v と転写する。ローマ字転
写で「 _ 」（アンダースコア）を用いるのは、これが曲用語尾でなく、ひとつの単語を

「語中スペース」で分けて綴っているとみなしていることによる。 

 

 の例：  の例： 

sedkil_tv (4:2)「心を持つ」    tamaf'_a_t'u (41:3)「印璽を持つ」 

 

  yala_tu(15:9)「罪ある」  emegel_t’v(41:6)「鞍を持つ」 
 

(2)与位格語尾 のローマ字転写 

与位格語尾（「～に、～へ、～で」の意）は、古典式モンゴル文語および現代モン

ゴル語の規範に準じて、子音字 <b> <d> <g> <f> <r> <s> で終わる語幹に付く場合は、
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接尾辞頭の子音は <t> とみなす。<t> の文字が  の字形である時は <t> で転写し、

 の字形である時は <t'> で転写する。 

 

例：  

  f'ajar-tu(4:11)「地に」      qon'uf-t'u(41:4)「宿泊に」 

 

   ger-tv(15:15)「戸に」     cerig-t'v(12:6)「軍に」 

 

     ulus'-tur(43:7)「国に」    ulus'-t'ur(43:2)「国に」  

 

  jvg-tvr(38:31)「方角に」  

．子音字 <d>

子音字 <d> は、音節頭（母音字の前）に現れる場合、子音字 <t> と同形である。
 

頭位形：  

右の字体は、満洲文字の字形を思わせる。dvgvrengと Dungという語（いずれも人名）

に多く見られる。 

例： Svn^dvgvreng(30:1)（人名）  Dung^dayicing(30:2)（人名） 

doluf’an(21:3)「七」

 
中位形には、(1)音節頭（母音字の前）に現れる字形と(2)音節末（母音字の後、子音

字の前）に現れる字形がある。 
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中位形(1)は、音節頭（母音字の前）に現れる：  

例： adali(3:3)「同じ」             degedv(40:7)「上の」 

中位形(2)は、子音字の前に現れる。gedesv（ゲデス）と acuf（アチョグ）が連なっ

た形である：  

例： vdter(10:10)「直ちに」 sedkil(3:6)「心」 

末位形には 2種類の字形がある。

末位形(1) ：  

 

例： qad(4:2)「ハーン達」          n'oyad(16:3)「ノヤン達」 

末位形(2)は少数の単語に書かれる字形である：  

例： eD(43:7)「財」 

末位形(2)はこの単語に 1回だけ現れる。これを D（大文字）で転写する。 

 

与位格語尾頭の字形とローマ字転写：  

与位格語尾 のローマ字転写 

与位格語尾（「～に、～へ、～で」の意）は、古典式モンゴル文語および現代モン

ゴル語の規範に準じて、母音字および子音字 <l> <m> <n> <ng> で終わる語幹に付く場

合、接尾辞頭の子音は <d> であるとみなす。<d> の文字が  の字形である時は、<d> 

で転写し、  の字形である時は <d'> で転写する。 

例： 

 morin-du(41:7)「馬に」          qaf'an-d'u(4:10)「ハーンに」 
 

 segvl-dv「尾に」         vgen-d'v「言葉に」 
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例： 

 morin-du(41:7)「馬に」          qaf'an-d'u(4:10)「ハーンに」 
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 Qalq_a-dur(46:3)「ハルハに」  jaq_a-d'ur「境界に」 

 

  vr_e-dvr(41:5)「子孫に」       tngri-d'vr「天に」 

．子音字 <c>

子音字 <c> は音節頭（母音字の前）にのみ現れ、末位形はない。 

現代モンゴル文語では、子音字 <c> の頭位形と中位形は、左側の字画が角ばってい

て（ ）、子音字 <j> の中位形は、左側の字画に角が無い（ ）ことが二つの文字を

区別する「弁別的特徴」となっている。「文書」では、子音字 <c> の頭位形と中位形に

両方の形が現れる。 

 

頭位形と中位形の字体：  

頭位形の例：   cerig(4:8)「軍」  cerig(26:9)「軍」  caf’aja(38:3)「法」 

中位形の例： bicig(47:2)「文書」   bicig(31:1)「文書」 

 Qorcin(5:1)「ホルチン」  Qaracin(30:4)「ハラチン」 

 

．子音字 <j> 

子音字 <j> は、音節頭（母音字の前）にだけ現れる。語中スペースの前に現れるの

は j_a「～だろう」という 1語（8例）だけである。 
 

頭位形は silbi（シルビ）の形である：  

例： jarlaf(38:1)「命令」        jil-vn(16:1)「年の（属格形）」 
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中位形は子音字 <c> の中位形と同じだが、左側の字画が L字形に角ばっている字体

は見られない：  

例： vje=be(46:1)「見た」          kelelce=jv(12:7)「話し合って」 

ire=jv(10:9)「来て」       olja(38:37)「獲物」 
 

末位形：

次の語では、子音字<j>が 1 字だけで語中スペースの前に現れる。左側の字体は、子

音字 <y> の末位形と同形であるが、右側の字体は子音字 <j> の頭位形が中断している

ように見える。

例： j_a(44:3)「～だろう」      j_a(28:4)「～だろう」 

．子音字 <y>

子音字 <y> は、音節頭（母音字の前）にのみ現れる。語中スペースの前に現れる場

合は末位形となる。 

頭位形には 2種類の字体が見られる。ひとつは、silbi（シルビ）で、もうひとつは 

その先端が上にハネている形である：  

例：   yaf’aki=qu(5:1)「どうする」 yal_a(4:5)「罪」  yala(38:19)「罪」 
 
中位形は頭位形と同形であるが、先端がハネている字体は見られない：  

例： n’oyan(38:16)「ノヤン」    eyin(39:8)「このように」 

 
末位形は、語中スペースの前に書かれる：  

例： bey_e(38:17)「体」          yabu=y_a(39:8)「行こう」 
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中位形は子音字 <c> の中位形と同じだが、左側の字画が L字形に角ばっている字体

は見られない：  

例： vje=be(46:1)「見た」          kelelce=jv(12:7)「話し合って」 

ire=jv(10:9)「来て」       olja(38:37)「獲物」 
 

末位形：

次の語では、子音字<j>が 1 字だけで語中スペースの前に現れる。左側の字体は、子

音字 <y> の末位形と同形であるが、右側の字体は子音字 <j> の頭位形が中断している

ように見える。

例： j_a(44:3)「～だろう」      j_a(28:4)「～だろう」 

．子音字 <y>

子音字 <y> は、音節頭（母音字の前）にのみ現れる。語中スペースの前に現れる場

合は末位形となる。 

頭位形には 2種類の字体が見られる。ひとつは、silbi（シルビ）で、もうひとつは 

その先端が上にハネている形である：  

例：   yaf’aki=qu(5:1)「どうする」 yal_a(4:5)「罪」  yala(38:19)「罪」 
 
中位形は頭位形と同形であるが、先端がハネている字体は見られない：  

例： n’oyan(38:16)「ノヤン」    eyin(39:8)「このように」 

 
末位形は、語中スペースの前に書かれる：  

例： bey_e(38:17)「体」          yabu=y_a(39:8)「行こう」 
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．子音字 <r>

子音字<r>は語頭位置に立つことがなく、中位形と末位形だけが現れる。末位形は語

中スペースの前にも現れる。 
 

中位形：  

例： bari=ju(38:14)「捕えて」    jarlaf(38:1)「命令」 

末位形：  

例： qoyar(38:21)「二」         qoyar(9:1)「二」  

 vr_e(3:3)「子供」         f'ajar-a(9:4)「土地に」 

最後の 2例では、語中スペースの前に末位形が書かれている。 

 

．子音字 <ng>

子音字 <ng> の字形は子音字 <n> と子音字 <g> の連なった形である。音節頭（母音

字の前）には立たず、頭位形はない。 
 

中位形：  

例： engke(2:7)「平安な」 tengri(3:7)「天」
 

末位形：  

例： amuf’ulang(39:1)「平和」  Dung^dayicing(30:2)（人名）

．子音字 <w>

「文書」では、子音字 <w> は中位形としてのみ現れる。 
 
中位形  
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例：  tawar(43:7)「財」         suwasdi(39:1)「繁栄」 

 

．子音字 <h>

子音字 <h> の字形は、子音字 <k> <g> の字形と同じである。頭位形と中位形が現れ、

それらは同じ形である。 

頭位形・中位形は母音字 <a> が連なって合体字となる： (ha) 
 

例： halab'(42:7)「劫」 manghalam(40:11)「マンガラム（吉祥成就）」 

 

子音字の字形は、次の表のようにまとめることができる。 
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例：  tawar(43:7)「財」         suwasdi(39:1)「繁栄」 

 

．子音字 <h>

子音字 <h> の字形は、子音字 <k> <g> の字形と同じである。頭位形と中位形が現れ、

それらは同じ形である。 

頭位形・中位形は母音字 <a> が連なって合体字となる： (ha) 
 

例： halab'(42:7)「劫」 manghalam(40:11)「マンガラム（吉祥成就）」 

 

子音字の字形は、次の表のようにまとめることができる。 
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表３：「文書」に現れる子音字の字形

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）子音字 <d> の中位形(1)は母音字の前に現れ、(2)は子音字の前に現れる。 

 子音字 <j> の末位形は、j_a「～だろう」という単語だけに現れる。 

 子音字 <w> の頭位形は「文書」には現れない。 

  

 頭位形 中位形 末位形 

n   

b   

q 

f    

k 

g 
 

 

 

m   

l   

s   

x    

t 

 

  

d 
(1) (2) 

 
  

c  
 

 

j   

y   

r    

ng    

w   

h   
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冠頭記号、句読点（カッコ内の数字はそれらが書かれている文書番号）

冠頭記号は、文章の始まりを表す。単純な丸と、渦を巻いた形がある。単純な丸はロー

マ字転写の中で「○」とし、渦を巻いた形は「◎」とする。 

単純な丸の例：  (8)  （37） 

 

渦を巻いた形の例：  (3)  (4)  (40)  (44)  (45) 

 (46)  (47)   (33)   (41)  (42)   

 

ニ点は、文の切れ目を表す。ローマ字転写の中で二点を「..」とした。 

例： (1)  (5)  (7) (11) 

 

四点は、文章の終わりを表す。ローマ字転写の中で二点を「::」とした。 

例：  (6)  (11)   (40)   (45) 
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冠頭記号、句読点（カッコ内の数字はそれらが書かれている文書番号）

冠頭記号は、文章の始まりを表す。単純な丸と、渦を巻いた形がある。単純な丸はロー

マ字転写の中で「○」とし、渦を巻いた形は「◎」とする。 

単純な丸の例：  (8)  （37） 

 

渦を巻いた形の例：  (3)  (4)  (40)  (44)  (45) 

 (46)  (47)   (33)   (41)  (42)   

 

ニ点は、文の切れ目を表す。ローマ字転写の中で二点を「..」とした。 

例： (1)  (5)  (7) (11) 

 

四点は、文章の終わりを表す。ローマ字転写の中で二点を「::」とした。 

例：  (6)  (11)   (40)   (45) 
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「文書」における表記のゆれについて

ここでは「文書」のモンゴル文語における表記のゆれについて検討する。

表記のゆれは、同じ形式（語や語尾）に対して異なった表記が併存している状態であ

る。「文書」の中には、このような表記のゆれが少なくない。表記の違いは、具体的に

は、同じ文字の字形が異なる場合と、同じ語の綴り、つまり語を構成する文字の一部が

異なる場合がある。ここでは、「文書」のモンゴル文語の表記の違いを次のように分類

して、順に検討する。

1．字形のゆれ 
2．分綴と連綴のゆれ 
3．語幹の表記のゆれ 
4．文法的語尾の表記のゆれ 
 
１．字形のゆれ

「文書」では、次のモンゴル文字に字形のゆれが見られる。

(1) 母音字 <z> <v> の字形 

(2) 子音字 <n> の字形 
(3) 子音字 <b> の字形 
(4) 子音字 <q> の字形 

(5) 子音字 <f> の字形 

(6) 子音字 <s> の字形 
(7) 子音字 <y> の字形 
以下、これらを順に検討する。 
母音字 <z> <v> の字形のゆれ

「文書」では、母音字 <z> <v> は語の第 1音節に次の 4種類の字形が現れる。それ
ぞれの字形が現れる位置と用いられている回数を表１．に示す。 
 

表１．第 音節における母音字<z> <v>の字形

 
語頭の字形 語頭の子音字に連なる字形 

(1) (2) (3) (4) 

<z> <v>     

出現回数 167回 6回 185回 11回 
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古典式モンゴル文語および現代モンゴル文語では、母音字 <z> <v> は語の第 1音節
に(1)と(3)の字形が書かれ、(2)と(4)の字形は用いられない。表 ．に見るように、「文書」

の字形の大多数は(1)と(3)の字形であり、(2)と(4)の字形が現れる回数は少ない。 

ローマ字転写では、(2)と(4)の字形を z' v' で転写する。 

語頭の字形の例： 

 の字形：     の字形： 

 

z'rvsiye=jv (3:2)    「愛しんで」 zrvsiye=jv (14:8)

 

 

 

 

z'siy_e_t'v(43:3)    「仇がある」 zsiy_e (40:6)

 

 

v'je=be 1回 (44:2)  「見た」 vje=be (45:2) 

 

 

語頭の子音字に連なる字形の例： 

 の字形：     の字形： 
 

dz'rben (15:24)  「四」 dzrben (1:1)

 

 

 

Dz'rben^kegvked (26:7)「四子」 Dzrben^kegvked (30:3) 

 

 

 

bv'gvde (37:6)   「すべて」 bvgvde (9:6)

 

 

kv'r=tvgei(3:5)      「到着するがよい」 kvr=tvgei (14:4)
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古典式モンゴル文語および現代モンゴル文語では、母音字 <z> <v> は語の第 1音節
に(1)と(3)の字形が書かれ、(2)と(4)の字形は用いられない。表 ．に見るように、「文書」

の字形の大多数は(1)と(3)の字形であり、(2)と(4)の字形が現れる回数は少ない。 

ローマ字転写では、(2)と(4)の字形を z' v' で転写する。 

語頭の字形の例： 

 の字形：     の字形： 

 

z'rvsiye=jv (3:2)    「愛しんで」 zrvsiye=jv (14:8)

 

 

 

 

z'siy_e_t'v(43:3)    「仇がある」 zsiy_e (40:6)

 

 

v'je=be 1回 (44:2)  「見た」 vje=be (45:2) 

 

 

語頭の子音字に連なる字形の例： 

 の字形：     の字形： 
 

dz'rben (15:24)  「四」 dzrben (1:1)

 

 

 

Dz'rben^kegvked (26:7)「四子」 Dzrben^kegvked (30:3) 

 

 

 

bv'gvde (37:6)   「すべて」 bvgvde (9:6)

 

 

kv'r=tvgei(3:5)      「到着するがよい」 kvr=tvgei (14:4)
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tvsi=gsen(45:2) 「頼った」  tv'si=jv (3:2) 「頼って」 

 

 

 

 

 

Tvsiy_e_tv^qaf'an(15:1) Tv'siy_e_tv^qaf'an(16:2) 

「トシェート・ハーン」 

 

 

 

 

Tvsiyetv^qaf'an(39:2) Tv'siyetv^qaf'an(19:1)  

「トシェート・ハーン」 

 

 

 

子音字 <n> の字形のゆれ

「文書」では、子音字 <n> は音節頭（母音字の前）で点を持つ字形と点を持たない
字形が現れる。音節頭に現れる子音字 <n> のうち、点を持つ字形は 61回、点を持たな
い字形は 433回現れる。 
ローマ字転写では、音節頭の <n> に点が付かない字形を n’ と転写する。 

点を持つ字形（61回）： 点を持たない字形（433回）： 

 

 

n'ige (13:2)  「一」 nige (27:8)    

 

 

 

bayi=n'am (5:7)   「ある」 bayi=nam(43:2)  

 

 

cin'afsi (39:7) 「そちらへ」 cinaf'si (42:8)  
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cin'i(35:4)  「汝の」 cini(32:3)    

 

 

 

cin'v(44:2)  「汝の」 cinv(45:1)   

 

 

-d'vn'i(37:4)  「～に」 -d'vni(33:17) 

 

 

en'e(4:15)   「この」 ene(29:2) 

 

 

ge=n'em(5:3)   「～と言う」 ge=nem(26:4)

 

 

 

un'u=ju(15:9)  「乗って」 unu=ju(30:8)     

 

 

 

un'u=qu(35:3)  「乗る」 unu=qu(29:2)  

 

 

vn'en(46:2)  「真実」 vnen(3:6)

 

 

子音字 <b> の字形のゆれ

「文書」では、子音字 <b> の末位形に と という 2 種類字形が見ら

れる。ローマ字転写では、 の字形を b’と転写する。 

の例（13回）： の例（2回）： 

jzb(32:5) jzb'(42:8)   「正しい」 
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cin'i(35:4)  「汝の」 cini(32:3)    

 

 

 

cin'v(44:2)  「汝の」 cinv(45:1)   

 

 

-d'vn'i(37:4)  「～に」 -d'vni(33:17) 

 

 

en'e(4:15)   「この」 ene(29:2) 

 

 

ge=n'em(5:3)   「～と言う」 ge=nem(26:4)

 

 

 

un'u=ju(15:9)  「乗って」 unu=ju(30:8)     

 

 

 

un'u=qu(35:3)  「乗る」 unu=qu(29:2)  

 

 

vn'en(46:2)  「真実」 vnen(3:6)

 

 

子音字 <b> の字形のゆれ

「文書」では、子音字 <b> の末位形に と という 2 種類字形が見ら

れる。ローマ字転写では、 の字形を b’と転写する。 

の例（13回）： の例（2回）： 

jzb(32:5) jzb'(42:8)   「正しい」 
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 halab(14:8) halab'(42:7) 「劫」 

子音字 <q> の字形のゆれ

子音字 <q> は、頭位形、中位形、中絶末位形が現れる。ほとんどの字形で点を持た

ないが、中位形で点を持つ形が 1回だけ現れる。ローマ字転写では、点を持つ <q> を q' 

で転写する。 
点を持たない形： 点を持つ形（1回）： 

 

bafaq'an (34:3)  「いささか」 baf'aqan (4:9)

 

 

子音字 <f> の字形のゆれ

子音字 <f> は点を持つ形と点を待たない形が現れる。「文書」の中で、点を持つ字形
は 7回、点を持たない字形は 772回現れる。点を持つ形は母音字 <a> の前に 5回、子
音字の前に 2回現れる。ローマ字転写では、母音字の前で点を持たない字形、および子
音字の前で点を持つ字形を f' で転写する。 

 1)母音字 <a> の前： 

点を持つ形（5回）： 点を持たない形： 

 

bayilfa=fsan(20:5) bayilf'_a=(28:02) 

「止めさせた」 「止めさせろ」 

 

bayilfa=ba (20:6) 

「止めさせた」 

 

 

bolfa=ji(40:8)「成らせて」 bolf'a=ba(3:3)「成した」 

 

 

baf'aqan(4:9) 「いささか」 bafaq'an(34:3)  

 

dafaf_a(30:8) 「二歳の馬」 
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2)子音字の前 

点を持たない形: 点を持つ形（2回）: 

 

 

cinaf'si (42:8)「そちらへ」 cin'afsi (39:7)  

 

 

  

inaf'si(42:8) 「こちらへ」 inafsi(32:10)  

 

 

子音字 <s> の字形のゆれ 
子音字 <s> の末位形には  と  の 2種類の字形が現れる。いずれの字形も

語中スペースの前にも現れる。ローマ字転写では、  の字形を s' と転写する。 

 

の字形（59回）： の字形（2回）： 

 

ulus'(14:3)「人々」 jobkis(1:1)「方位」 

 

 

es_e(2:5)  「（否定詞）」 es'_e(15:3)  

 

 

子音字 <y> の字形のゆれ 
子音字 <y> には、2種類の字形が見られる。ひとつは、silbi（シルビ）で、もうひ

とつはその先端が上にハネている形である。先端が上にハネている字形は 8回であるの
に対し、silbi（シルビ）の字形（まっすぐな線）は 911回現れる。 
 

先端をハネる字形（8回）： silbi（シルビ）と同じ字形： 

 

yala (32:11)  「罰」 yala (38:19)

 

 

yabu=(32:12) 「行け」 yabu=(7:3)
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2)子音字の前 

点を持たない形: 点を持つ形（2回）: 

 

 

cinaf'si (42:8)「そちらへ」 cin'afsi (39:7)  

 

 

  

inaf'si(42:8) 「こちらへ」 inafsi(32:10)  

 

 

子音字 <s> の字形のゆれ 
子音字 <s> の末位形には  と  の 2種類の字形が現れる。いずれの字形も

語中スペースの前にも現れる。ローマ字転写では、  の字形を s' と転写する。 

 

の字形（59回）： の字形（2回）： 

 

ulus'(14:3)「人々」 jobkis(1:1)「方位」 

 

 

es_e(2:5)  「（否定詞）」 es'_e(15:3)  

 

 

子音字 <y> の字形のゆれ 
子音字 <y> には、2種類の字形が見られる。ひとつは、silbi（シルビ）で、もうひ

とつはその先端が上にハネている形である。先端が上にハネている字形は 8回であるの
に対し、silbi（シルビ）の字形（まっすぐな線）は 911回現れる。 
 

先端をハネる字形（8回）： silbi（シルビ）と同じ字形： 

 

yala (32:11)  「罰」 yala (38:19)

 

 

yabu=(32:12) 「行け」 yabu=(7:3)
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yabu=ba(29:1)「行った」 yabu=basu(2:5)「行けば」 

 

 

ayan(35:4) 「旅」 ayan(37:1)

 

 

Yangsimu (23:6)「ヤンシモ(地名)」 

 

 

 

Bayari (30:2)「バヤリ(人名)」 

 

 

２．分綴と連綴のゆれ

「文書」では、ひとつの単語に対して、語中スペースを入れて分綴する表記と、語中

スペースを入れずに連ねて綴る表記が両方用いられる場合がある。分綴と連綴の交替と

して、次のような場合がある。

(1) 語末の母音字 <a> <e> の分綴と連綴 

(2) 形容詞形成接尾辞 tu/tv の分綴と連綴 
(3) 曲用語尾の分綴と連綴 
 

語末の母音字 <a> <e> の分綴と連綴 

語末に位置する母音字 <a> <e> は、それに先行する子音字から離して書かれる場合

（分綴）と、続けて書かれる場合（連綴）がある。語末の母音字 <a> <e> が分綴され

るか、連綴されるかを先行する子音字ごとに見ると次の通りである。 

 

表２．語末の母音字 <a> <e> の分綴・連綴

先行する子音字 <m> <l> <r> <n> <s> <q> <f> 

連 綴 3 136 38 33 40 2 1 
分 綴 12 16 64 16 23 27 65 

 

 1) 子音字 <m> が先行する場合 

連綴（3回）： 分綴（12回）： 

 

em_e(6:2)    「女」 eme (33:8)  
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 2) 子音字 <l> が先行する場合 

連綴（136回）： 分綴（16回）： 

yal_a (4:5)   「罰」 yala (4:7)

 

 

次の語は現代モンゴル語では連綴される語が、「文書」では連綴も分綴も見られる。 

連綴： 分綴： 

 

col_a(29:3) 「称号」 cola(29:1)  

 

 

条件副動詞語尾の末尾の母音字<a> <e>も、分綴される場合と連接される場合がある。 

連綴（129回）： 分綴（7回）： 

 

yabu=qul_a(10:5)  「行けば」 yabu=qula(3:4)

 

 

 

ebde=kvl_e(4:16) 「壊せば」 ebde=kvle(14:6)  

 

 

bayi=tal_a(12:5)  「有ったのに」 bayi=tala(15:11) 

 

 

 

限界副動詞語尾の末尾の母音字<a> <e>も、分綴される場合と連接される場合がある。 

 

連綴（15回）： 分綴（6回）： 

 

ge=tel_e(4:4) 「～であるが」 ge=tele(15:26)  

 

 3) 子音字 <r> が先行する場合 

 

連綴（38回）： 分綴（64回）： 

 

sar_a(14:2)  「月」 sara(17:3)
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 2) 子音字 <l> が先行する場合 

連綴（136回）： 分綴（16回）： 

yal_a (4:5)   「罰」 yala (4:7)

 

 

次の語は現代モンゴル語では連綴される語が、「文書」では連綴も分綴も見られる。 

連綴： 分綴： 

 

col_a(29:3) 「称号」 cola(29:1)  

 

 

条件副動詞語尾の末尾の母音字<a> <e>も、分綴される場合と連接される場合がある。 

連綴（129回）： 分綴（7回）： 

 

yabu=qul_a(10:5)  「行けば」 yabu=qula(3:4)

 

 

 

ebde=kvl_e(4:16) 「壊せば」 ebde=kvle(14:6)  

 

 

bayi=tal_a(12:5)  「有ったのに」 bayi=tala(15:11) 

 

 

 

限界副動詞語尾の末尾の母音字<a> <e>も、分綴される場合と連接される場合がある。 

 

連綴（15回）： 分綴（6回）： 

 

ge=tel_e(4:4) 「～であるが」 ge=tele(15:26)  

 

 3) 子音字 <r> が先行する場合 

 

連綴（38回）： 分綴（64回）： 

 

sar_a(14:2)  「月」 sara(17:3)
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ir_e=(15:9) 「来い」 ire= (19:3)   

 

 

次の語は、現代モンゴル語では連綴される。「文書」では、連綴される表記が 29回、
分綴される表記は 5回現れる。 

連綴（29回）：   分綴（5回）： 

 

ter_e(10:3) 「その」 tere(2:3)  

 

 
 4) 子音字 <n> が先行する場合 

連綴（33回）：                      分綴（16回）： 

 

qoyin'_a(4:5) 「後」 qoyin'a(6:5)

 

 

分綴される 16回の中には、位格語尾の -a が 2回が含まれている。 

 

 5) 子音字 <s> が先行する場合 

連綴（23回）： 分綴（40回）： 

 

bas'_a(4:9)     「また」 basa(5:8)   

 

 

es'_e(2:5)       「（否定詞）」 ese(6:4)    

 

 

 6) 子音字 <q> が先行する場合 

連綴（2回）： 分綴（27回）： 

 

 

Qalq_a(4:7)  「ハルハ」 Qalqa(26:4)
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aq_a(32:2)   「兄」 aqa(27:7)

 

 

7) 子音字 <f> が先行する場合 

連綴（1回）： 分綴（65回）： 

 

ulaf'_a(15:9)  「駅伝の馬」 ulaf'a(41:5)

 

 

 

形容詞形成接尾辞 tu/tv の分綴と連綴

名詞に接尾辞 tu/tvがついて「～をもつ」という意味の形容詞がつくられる。この語

尾は語幹から離して書かれる場合（分綴）と、語幹に連ねて書かれる場合（連綴）があ

る。「文書」では、分綴される場合が 29回、連綴される場合が 17回現れる。この接尾
辞の子音字 <t> は、分綴される場合には と の両方の字形が使われる。連綴され

る場合の字形は である。 
 
表３．形容詞形成接尾辞の分綴・連綴と字形

分 綴 連 綴 

   
25回 4回 17回 

 
連綴される 17回のうち、固有名詞の中に使われているものが 12回ある。 
 

分綴（29回）： 連綴（17回）： 

 

yalatu(33:17)    「罪を持つ」 yala_tu(15:9)  

 

 

 

ilegvtv(24:3)    「多く持つ」 ilegv_tv(23:2)  
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aq_a(32:2)   「兄」 aqa(27:7)

 

 

7) 子音字 <f> が先行する場合 

連綴（1回）： 分綴（65回）： 

 

ulaf'_a(15:9)  「駅伝の馬」 ulaf'a(41:5)

 

 

 

形容詞形成接尾辞 tu/tv の分綴と連綴

名詞に接尾辞 tu/tvがついて「～をもつ」という意味の形容詞がつくられる。この語

尾は語幹から離して書かれる場合（分綴）と、語幹に連ねて書かれる場合（連綴）があ

る。「文書」では、分綴される場合が 29回、連綴される場合が 17回現れる。この接尾
辞の子音字 <t> は、分綴される場合には と の両方の字形が使われる。連綴され

る場合の字形は である。 
 
表３．形容詞形成接尾辞の分綴・連綴と字形

分 綴 連 綴 

   
25回 4回 17回 

 
連綴される 17回のうち、固有名詞の中に使われているものが 12回ある。 
 

分綴（29回）： 連綴（17回）： 

 

yalatu(33:17)    「罪を持つ」 yala_tu(15:9)  

 

 

 

ilegvtv(24:3)    「多く持つ」 ilegv_tv(23:2)  
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Tvsiy_e_tv^qaf'an(39:2) Tvsiyetv^qaf'an (14:1) 
「トシェート・ハーン」 

 

 

 

 

Biruf'u_tu^qangf'an(38:5) 「ビロート・ハンガン」 

 

 

 

 

 

emegel_t’v(41:6)「鞍を持つ」  

 

 

 

 

erden'i_tv(39:8)「宝を持つ」 

 

 

 

 

F'al_tu^baf'atur (16:3)「ガルト・バートル（人名）」 

 

 

 

 

 

sedkil_tv (4:2)「心を持つ」 

 

 

tamaf'_a_t'u (41:3)「印璽を持つ」 
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曲用語尾の分綴と連綴

「文書」では、若干の名詞の曲用語尾（格語尾、所属語尾）においても、語尾が語幹

から分綴される場合と、語幹に連綴される表記が併存している。そうした曲用語尾にお

ける表記のゆれを、次の場合に分けて検討する。 

 1) 属格語尾 と  の表記 
 2) 対格語尾  の表記 
 3) 与位格語尾  と  の表記 
 4) 造格語尾  の表記 
 5) 再帰所属・対格語尾  の表記 

 6) 再帰所属・位格語尾  と  の表記 
 

 1) 属格語尾 と  の表記 
「文書」では、属格語尾の と  は、語幹から分綴される場合と語幹に連綴さ

れる場合がある。属格語尾の  は、対格語尾と同形である。

属格語尾 （-yin/+yin） 

ローマ字転写では、属格語尾  が分綴される場合には -yin と転写し、連綴され

る場合には +yinと転写する。分綴される表記は 93回、連綴される表記は 5回現れる。 

分綴（93回）： 連綴（5回）： 

 

tzrv+yin(40:6)     「道の」 tzrv-yin(42:8)  

 

 

 

sara+yin(19:5)    「月の」 sara-yin(17:3)

 

 

属格語尾 （-I/+I） 

属格語尾  を同じ字形の対格語尾と区別するため、ローマ字転写では分綴される

場合 -Iと転写し、連綴される場合 +Iと転写する。分綴される表記は 110回、連接さ
れる表記は 16回現れる。 

分綴（110回）： 連綴（16回）： 

 

biden+I(43:5)  「我らの」 biden-I(9:7)
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曲用語尾の分綴と連綴

「文書」では、若干の名詞の曲用語尾（格語尾、所属語尾）においても、語尾が語幹

から分綴される場合と、語幹に連綴される表記が併存している。そうした曲用語尾にお

ける表記のゆれを、次の場合に分けて検討する。 

 1) 属格語尾 と  の表記 
 2) 対格語尾  の表記 
 3) 与位格語尾  と  の表記 
 4) 造格語尾  の表記 
 5) 再帰所属・対格語尾  の表記 

 6) 再帰所属・位格語尾  と  の表記 
 

 1) 属格語尾 と  の表記 
「文書」では、属格語尾の と  は、語幹から分綴される場合と語幹に連綴さ

れる場合がある。属格語尾の  は、対格語尾と同形である。

属格語尾 （-yin/+yin） 

ローマ字転写では、属格語尾  が分綴される場合には -yin と転写し、連綴され

る場合には +yinと転写する。分綴される表記は 93回、連綴される表記は 5回現れる。 

分綴（93回）： 連綴（5回）： 

 

tzrv+yin(40:6)     「道の」 tzrv-yin(42:8)  

 

 

 

sara+yin(19:5)    「月の」 sara-yin(17:3)

 

 

属格語尾 （-I/+I） 

属格語尾  を同じ字形の対格語尾と区別するため、ローマ字転写では分綴される

場合 -Iと転写し、連綴される場合 +Iと転写する。分綴される表記は 110回、連接さ
れる表記は 16回現れる。 

分綴（110回）： 連綴（16回）： 

 

biden+I(43:5)  「我らの」 biden-I(9:7)
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tan'+I(13:3)   「汝らの」 tan-I(11:4)

 

 

tegvn'+I(14:6)   「彼の」 tegvn-I(12:4) 

 

 2) 対格語尾 の表記 
対格語尾  は、分綴される場合もあり、連綴される場合もある。分綴される表記

は 128回、連綴される表記は 10回現れる。 
ローマ字転写では、分綴される場合 -iと転写し、連綴される場合 +iと転写する。 

分綴（128回）： 連綴（10回）： 

 

egvn'+i(5:1) 「これを」 egvn-i(34:2)

 

 

mal+i(33:17)  「家畜を」 mal-i(5:1)  

 

tan+i(31:8)  「汝らを」 tan-i(9:8)

 

 

tegvn+i(8:6)   「彼を」 tegvn-i(26:6)

 

 

 3) 与位格語尾 と の表記 
「文書」では与位格語尾の  と  は分綴される形であり、連綴される場合には

と という形で現れる。与位格語尾の は、形容詞形成接尾辞 と同形である。 

与位格語尾  

与位格語尾  は 147回現れて分綴され、  は 8回現れて連綴される。 

表４．与位格接尾辞 の分綴・連綴

分 綴 連 綴 

  
147回 8回 
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分綴（  ）の例： 連綴（  ）の例： 

 

tus+tu(4:11) 「当主に」 tus-tu(18:1)

 

 

 

 

maf'u+du(33:6) 「悪いことに」 maf'u-d'u(38:20)

 

 

与位格語尾  
与位格語尾  は 3回現れ分綴される、 は 2回現れ連接される。 

表５．与位格接尾辞 の分綴・連綴

分 綴 連 綴 

  

3回 2回 

分綴（  ）の例： 連綴（  ）の例： 

 

sin'e+de(38:2) 「初～日に」 sin'_e-d'e(38:47) 

 

 

 4) 造格語尾  の表記 
造格語尾  は、分綴される場合もあり、連綴される場合もある。ローマ字転写では

分綴される場合 -bar/-ber と転写し、連綴される場合 +bar/+ber と転写する。分綴さ

れる表記は 16 回、連接される表記は 6回現れる。 

分綴（16 回）： 連綴（6回）： 

 

yosu+bar(32:12) 「道理によって」 yosu-bar(38:35) 
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分綴（  ）の例： 連綴（  ）の例： 

 

tus+tu(4:11) 「当主に」 tus-tu(18:1)

 

 

 

 

maf'u+du(33:6) 「悪いことに」 maf'u-d'u(38:20)

 

 

与位格語尾  
与位格語尾  は 3回現れ分綴される、 は 2回現れ連接される。 

表５．与位格接尾辞 の分綴・連綴

分 綴 連 綴 

  

3回 2回 

分綴（  ）の例： 連綴（  ）の例： 

 

sin'e+de(38:2) 「初～日に」 sin'_e-d'e(38:47) 

 

 

 4) 造格語尾  の表記 
造格語尾  は、分綴される場合もあり、連綴される場合もある。ローマ字転写では

分綴される場合 -bar/-ber と転写し、連綴される場合 +bar/+ber と転写する。分綴さ

れる表記は 16 回、連接される表記は 6回現れる。 

分綴（16 回）： 連綴（6回）： 

 

yosu+bar(32:12) 「道理によって」 yosu-bar(38:35) 
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caf'aja+bar(37:3) 「法によって」 caf'aja-bar(15:6) 

 

 

  

 5) 再帰所属・対格語尾  の表記 
再帰所属・対格語尾  は、分綴される場合もあり、連綴される場合もある。ロー

マ字転写では分綴される場合 -ban/-ben と転写し、連綴される場合 +ban/+ben と転写

する。分綴される表記は 10 回、連接される表記は 11回現れる。 

分綴（10 回）： 連綴（11回）： 

 

 

aduf'u+ban(15:12)「自分の馬を」 aduf'u-ban(26:9)  

 

 

 

vge+ben(4:11) 「自分の言葉を」 vge-ben(46:2)   

 

 

 6) 再帰所属・位格語尾  と  の表記 

再帰所属・位格語尾  と  は、分綴される場合もあり、連綴される場合もある。 

 は、分綴されて 4回現れる。  は、分綴されて 4回、連綴されて 2回現れる。 

は、語幹末の文字が <i> <l> <n> で終わる語についているので -d'egen（4回）と

転写する。 は、分綴される場合 -degen（4回）、連綴される場合 +degen（2回）と

転写する。 

分綴（8回）： 連綴（2回）： 
 

vgen+degen(28:4) 「自分の言葉に」 vgen-d'egen(4:14) 

 

 

 

tzrvl+degen(40:7)「自分の世に」 tzrvl-d'egen(34:1) 
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vgen-degen(11:3)「自分の言葉に」 

 

 
 
．語幹の表記のゆれ

「文書」では同じ単語に異なった表記がされている場合が少なくない。ここでは、語

尾の部分を除外して、語幹の表記のゆれについて検討する。語幹の表記のゆれを、異な

った母音字が書かれている場合、母音字 1字が脱落している場合、異なった子音字が書

かれている場合に分けて例示する。 

 
次の語では、同じ単語で母音字 1字が異なっている： 

 

 

tabdaf'ar(21:5) 「第五の」 tabduf'ar(15:30) 

 

 

 

ilci(1:2) 「使者」 elci(6:2)

 

 

kvcv(43:7)  「力」 kvci(20:5)

 

 

  

n'ijiged(37:4)  「一つずつ」 n'ijeged(15:4)  

 

 

 

boljuf'un(19:4) 「約束」 boljuf'an(36:3) 

 

 

次の語では、母音字 1字の有無が表記の違いとなっている： 

 

asqulca=ji (39:8) 「伺い合う」 asaf'ulca=ju (42:8)
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vgen-degen(11:3)「自分の言葉に」 

 

 
 
．語幹の表記のゆれ

「文書」では同じ単語に異なった表記がされている場合が少なくない。ここでは、語

尾の部分を除外して、語幹の表記のゆれについて検討する。語幹の表記のゆれを、異な

った母音字が書かれている場合、母音字 1字が脱落している場合、異なった子音字が書

かれている場合に分けて例示する。 

 
次の語では、同じ単語で母音字 1字が異なっている： 

 

 

tabdaf'ar(21:5) 「第五の」 tabduf'ar(15:30) 

 

 

 

ilci(1:2) 「使者」 elci(6:2)

 

 

kvcv(43:7)  「力」 kvci(20:5)

 

 

  

n'ijiged(37:4)  「一つずつ」 n'ijeged(15:4)  

 

 

 

boljuf'un(19:4) 「約束」 boljuf'an(36:3) 

 

 

次の語では、母音字 1字の有無が表記の違いとなっている： 

 

asqulca=ji (39:8) 「伺い合う」 asaf'ulca=ju (42:8)
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tengri(3:5)  「天」 tngri(2:3)

 

 

 

morida=qu (26:8)  「出兵する」 morda=qu(15:2)

 

 
 
次の語は、表記の違いに異なった子音字が含まれている 

 

tawar(43:7)  「物」 tabar(43:4)

 

 

 

boljiyan(15:5)   「約束」 boljuf'an(36:3)  

 

 

bosqul(33:2) 「逃亡者」 bosqaf'ul(15:14)  

 

 

 

jisiyaG'_a(38:2) 「割当」 jisiy_a(14:9)

 

 

 

 

ciddam(40:1)  「成就」 sidam(6:1) siddam(42:1) 

 

 

 

 

xajin(39:5)  「宗教」 xasin(42:8)
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．文法的語尾の表記のゆれ

「文書」では、名詞の格語尾や動詞の活用語尾に、複数の異なった表記が現れること

がある。このように文法的語尾が交替する現象には、次のようなものがある。

(1) 属格語尾の交替 

(2) 対格語尾の交替 
(3) 並列副動詞語尾の交替 
(4) 完了形動詞語尾の交替 

属格語尾の交替

属格語尾の交替には 2種類がある。ひとつは、子音字<n>で終わる語幹に付く語尾の

交替であり、他はそれ以外の（語幹が母音字あるいは<n>以外の子音字で終わる）語幹

に付く語尾の交替である。 

 1) 子音字 <n> で終わる語幹に付く属格語尾 

「文書」では、子音字<n>で終わる語幹に、 という 4種類の属格語
尾が現れる。古典式モンゴル文語や現代モンゴル語の規範では、子音字 <n> で終わる語幹
に付く属格形語尾は  だけであるが、「文書」ではこれに加えて  が多く用いられてい
るのが特徴である。4種類の語尾の出現回数は次のとおりである。 
 

表５．子音字 <n> に終わる語幹に付く属格語尾 

 

 

 

 

 

ローマ字転写では、属格語尾の  を、対格語尾 -i と区別して -I と転写する。

また、 は、母音字で終わる語幹に付く場合 -yin と区別して、-Yin と転写する。 

語尾  の例： 語尾  の例： 

 

Baf'arin-I (12:6)「バーリンの」 Baf'arin-u (5:3)

 

 

 

biden-I (9:7)  「我々の」 biden-v(4:5)  

 

 

 

 

子音字 <n> に終わる 

語幹に付く属格語尾     

出現回数 47 129 1 1 
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．文法的語尾の表記のゆれ

「文書」では、名詞の格語尾や動詞の活用語尾に、複数の異なった表記が現れること

がある。このように文法的語尾が交替する現象には、次のようなものがある。

(1) 属格語尾の交替 

(2) 対格語尾の交替 
(3) 並列副動詞語尾の交替 
(4) 完了形動詞語尾の交替 

属格語尾の交替

属格語尾の交替には 2種類がある。ひとつは、子音字<n>で終わる語幹に付く語尾の

交替であり、他はそれ以外の（語幹が母音字あるいは<n>以外の子音字で終わる）語幹

に付く語尾の交替である。 

 1) 子音字 <n> で終わる語幹に付く属格語尾 

「文書」では、子音字<n>で終わる語幹に、 という 4種類の属格語
尾が現れる。古典式モンゴル文語や現代モンゴル語の規範では、子音字 <n> で終わる語幹
に付く属格形語尾は  だけであるが、「文書」ではこれに加えて  が多く用いられてい
るのが特徴である。4種類の語尾の出現回数は次のとおりである。 
 

表５．子音字 <n> に終わる語幹に付く属格語尾 

 

 

 

 

 

ローマ字転写では、属格語尾の  を、対格語尾 -i と区別して -I と転写する。

また、 は、母音字で終わる語幹に付く場合 -yin と区別して、-Yin と転写する。 

語尾  の例： 語尾  の例： 

 

Baf'arin-I (12:6)「バーリンの」 Baf'arin-u (5:3)

 

 

 

biden-I (9:7)  「我々の」 biden-v(4:5)  

 

 

 

 

子音字 <n> に終わる 

語幹に付く属格語尾     

出現回数 47 129 1 1 
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kvmvn-I(1:1)  「人の」 kvmvn-v(39:8)

 

 

 

qaf'an-I(2:5)  「皇帝の」 qaf'an-u(7:1) 

 

 

 

tan-I (11:4) 「汝の」 tan-u (43:2)  

 

 

 

 

egvn-I(12:4)  「彼の」 tegvn-v (4:5)

 

 

語尾 -ni の例： 

 

 

tegvn-ni (8:2) 「彼の」 

 

 

語尾 -Yin の例： 

 

 

Cin'un-Yin(17:2)「チノンの（川）」 

 

 

 2) <n> 以外の子音字で終わる語幹に付く属格語尾  

古典式モンゴル文語と現代モンゴル文語では、属格語尾は <n> 以外の子音字で終わ
る語幹には、 と言う語尾が、母音字で終わる語幹には という語尾が付く。これに

対して「文書」では、<n> 以外の子音字で終わる語幹に  と  の両方の語尾が使

われている。  は 59回、  は 47回現れる。ローマ字転写では、  が母音字で終

わる語幹に付く場合の -yin と区別して、子音字に付く場合を -Yin と転写する。 
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の例：  の例： 

 

ayil-Yin(38:21)「戸の」 ayil-un(15:13) 

 

  

bosqul-Yin(25:1)「逃亡人の」 bosqaf'ul-un(15:17)

 

 

 

 

Caqar-Yin(31:3) 「チャハルの」 Caqar-un(3:1)

 

 

 

cerig-Yin(19:4) 「軍の」 cerig-vn(23:5) 

 

 

 

f'ajar-Yin(44:3)「土地の」 f'ajar-un(2:3) 

 

 

 

 

ijaf'ur-Yin(13:3)「元の」 ijaf'ur-un(41:5) 

 

 

 

 

Jaraf'ud-Yin(30:5)「ジャラゴドの」 Jaraf'ud-un(5:4) 

 

  

jasaf-Yin(38:39)「ジャサクの」 jasaf-un(15:2)
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の例：  の例： 
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f'ajar-Yin(44:3)「土地の」 f'ajar-un(2:3) 

 

 

 

 

ijaf'ur-Yin(13:3)「元の」 ijaf'ur-un(41:5) 

 

 

 

 

Jaraf'ud-Yin(30:5)「ジャラゴドの」 Jaraf'ud-un(5:4) 

 

  

jasaf-Yin(38:39)「ジャサクの」 jasaf-un(15:2)
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対格語尾の交替

古典式モンゴル文語および現代モンゴル文語では、対格形語尾は、母音字で終わる語

幹には語尾 （-yi） が付き、子音字で終わる語幹には語尾 （-i）が付く。「文書」

においても、これと同様の傾向がみられるが、母音字で終わる語幹には、それ以外にも

（-gi）、および語幹に連接した （+i）、それらの組み合わせも見られる。 

 1) 母音字で終わる語幹に付く対格語尾 

 

yala-gi(15:7)    「罪を」 yala-yi(15:7) 

 

 

 

yala+i_gi(38:38)  「罪を」 yala+i_yi(12:7) 

 

 

 

vge+i_gi(19:4)   「言葉を」 vge-yi(10:9)  

 

 

 

caf'aja+i_yi(37:1)「法を」 caf'aja-yi(16:6) 

 

 

 

 2) 子音字で終わる語幹に付く対格語尾 

 

 

qoyar+i_gi(32:6)  「二人を」 qoyar-i(15:11) 

 

 

 

 

man'+i_gi(32:7)「我らを」 man'+i(5:1) 
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tan+i(31:8)「汝等を」 tan-i(9:8) tan+i_yi(10:7) 

 

 

並列副動詞語尾の交替

「文書」では、動詞の副動詞語尾として、  （=ju/=jv/=cu/=cv）と （=ji/=ci） が

現れる。  は 266回、  は 55回現れる。 

 の例：  の例： 

 

ala=ji( 8:6)   「殺して」 ala=ju(7:2)  

 

 

bari=ji(33:8)  「捕まえて」 bari=ju(2:5)  

 

 

kvr=ci(15:6) 「着いて」 kvr=cv (4:14)

完了形動詞語尾の交替

男性語の動詞語幹に付く完了形動詞語尾で子音字 <f> と <g> が混用されている場

合がある。多くの場合、男性語の語幹には語尾 =fsan が書かれるが、稀に =gsan が書

かれている場合がある。男性語の動詞語幹に =gsanが付く例は 3回現れる。 

語尾=fsanの例： 語尾=gsanの例： 

 

 

qayirala=gsan(2:2)「愛しんだこと」 qayirala=fsan(4:14) 

 

 

 

 

son'us=u=gsan(1:2)「聞いたこと」 son'us=u=fsan(5:8) 
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ローマ字転写 
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モンゴル文字のローマ字転写について

1．各行の先頭に、原本における位置を表すタグを付した。コロン（:）の左側の数字は文書
番号（1～47）、コロンの右側は行番号を示す。例：32:7 は、文書 32の第 7行。 

これらのタグは、単語・語尾の索引で出現位置を示すのに利用する。 
2．原本で字句が判別不能であるが、推定によって補った箇所は[  ]に入れた。 
例： [o]rf'an(1:2) 

3．原文が誤りと判断した個所は、正しい形をローマ字転写で示し、原文の形を[  ]に入れ

て「!」印を付した。例：vge+ber[vgebei!] これは原文には、vgebeiとあるが、vge+ber

「言葉によって（造格形）」の誤記とみなす。 

4．現代モンゴル文語および古典式モンゴル文語と異なる字形が使われていて、それらの規範
からすれば不規則なローマ字転写となっているものに[!]の記号を付した。その通りに書

かれていることを明示的に示して、注意を喚起している。例：degefsi[!]（女性語に<f>

の中位形が書かれている）、jarlig[!]（男性語に<g>の末位形が書かれている）、

vr_e-luf'_a[!]（女性語に-luf'_aの語尾がついている）等。 

5．原文の語形に疑問がある場合、推定される代替の形を[  ]に入れて「?」印を付した。例：

mude=jv[mede=jv?]、jiruf'uf'an[jirf'uf'an?]等。 

6．モンゴル語のローマ字転写方式は Nicholas Poppe, Grammar of Written Mongolian. 
Wiesbaden, 1954 を基に、いくつかの変更を加えている。個々の語のローマ字転写、特

にモンゴル文字では字形を区別しない t/d, k/g, o/u, O/U（および本書では q/G）等の

ローマ字転写に関しては主として
 
内蒙古大学蒙古学研究院蒙古語文研究所『蒙漢詞典（増訂本）』（内蒙古大学出版社、1999） 

 
により、上の辞書に採録されていない語については、

 
   Ferdinand D. Lessing, Mongolian-English Dictionary. Berkeley, 1960（reprint, with 

supplements, by Mongolia Society of Bloomington, Indiana, 1973, 1982, 1995） 
 
   を参照した。
第 2音節以降の円唇母音には o と O は用いず、すべて u と U によって表記する。

母音字が連続している場合にも、2つ目以降の円唇母音は u と U によって表記する。

例： boGul, dotur_a, odun, qoGusun, toGuG_a, yosun, qouZ等。 

この表記法は便宜的なものであり、こうした発音や起源を主張するものではない。

7．ローマ字転写に次のような記号を付す。 
(1)「=」（イコール）は、動詞の語幹と活用語尾の境界を示す。例：ekile=n「始めて」。

語幹と活用語尾の間に接合母音がある場合は、接合母音の前と後に「=」を付す。例：

ol=u=fsan「成った」、vjegvl=v=n「示し．．．」。動詞の語幹と同形の命令形では、「ゼロ語

尾」と考えて語幹形の後に「=」イコールだけを付す。例：ab=「取れ」。 
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(2)「-」（ハイフン）は、名詞類の曲用語尾が語幹と分綴されている場合の境界、つまり「語

幹末スペース」を示す。例：manju-yin「満洲の（属格）」、bicig-i「文書を（対格）」。

(3)「＋」（プラス）は、名詞類の曲用語尾が語幹と連綴されている場合の境界を示す。例：
vile+ben「（自分の）事を（再帰所属・対格）」、sara+yin「月の（属格）」。 

(4)「_」 アンダースコア は、ひとつの語が、曲用語尾以外で分綴されている場合の境界、つ

まり「語中スペース」を示す。その典型的な事例は、母音字 <a> と <e> が語末に位置し
て、離して書かれる場合である。例：aq_a「兄」、kvr=tel_e「～まで」等。 

また、形容詞形成語尾 tu/tv「～を持つ」が語幹と分綴される場合もこれに相当するので 

_tu/_tv と転写する。例：yala_tu「罪ある」、sedkil_tv「心を持つ」等。 

(5 「’」（アポストロフィ）のついた転写字（n'  f'  q'  d'  t'  z'  v' 等）は、「’」を

除いた文字（<n>  <f>  <q>  <d>  <t>  <z>  <v> 等）の表記上の変種を表す。主に、古

典式モンゴル文語および現代モンゴル文語と異なる字形に「’」を付している。

その他の記号については、それぞれの字形の項目の説明および凡例の中で説明する。

(6)人名、地名等の固有名詞の語頭を大文字にしている。 

(7)固有名詞で 2語以上から成る語をカレット（^）記号で繋げた。例：  
Secen^qaf'an(14:1), Uuba^qung^tayiji(4:2), Maq_a^samadi^secen^qaf'an(39:2) 

(8)冠頭記号は「○」「◎」、句読点は、二点を .. 四点を :: とした。 
 
満洲文語のローマ字転写について

1．モンゴル語文書に関わる満洲語の部分に対して、ローマ字転写を付した。 
2．満洲語の行番号は ( )（まるかっこ）に入れた。モンゴル語の行の中に書かれている満

洲語は 【 】（すみつきかっこ）に入れた。 
3．満洲文字のローマ字転写は、基本的にメルレンドルフ（Möllendorff）方式にもとづき、
それに若干の変更を加えている。 

4．無圏点満洲文字は、有圏点満洲文字の単語に置き換えて（有圏点満洲文字とみなして）、
ローマ字に転写した。 

5．原本に誤字・脱字等の間違いがある場合は、校訂した形を記し、その後に[ ]（カギかっ
こ）に入れて原本の形を示し、「!」（感嘆符）を付した。 

 
日本語訳について

1．モンゴル語と満洲語に日本語の逐語訳を付した。訳を付するに当たって、神田信夫・松村
潤・岡田英弘譯註『舊滿洲檔 天聰九年 1・2』（1972,1975）および満文老檔研究会訳注『満
文老檔』全 7冊（1955－1963）の日本語訳を参考にした。 

2．訳が不明な箇所には「？」印を付した。 
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文書 （無題） ［天命 （ ）年 月］

 
1:1  tv'simel bol=u=fcin qan kvmvn-I jarlig[!]-iyar dzrben jvg jobkis-tur bv=kvn irgen 

官人と なった者たちは 皇帝たる 人の 詔によって 四方     （四）隅に   いる    民 
 
1:2  [o]rf'an-u tzrv aburi-yi vjegvl=v=n ilci jarufda=basu.. son'us=u=gsan[!]-i maf'ad 

百姓の     道と 徳を     示   し、 使者に 遣わされれば、 聞いた こと  を   真実と 
 
1:3  bolf'afda=qui..  vje=gsen-iyen temdeg bolf'afda=qui.. 

なすべきである。（自分が）見たことを 証と なすべきである。 
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文書 エンゲドルの誓い［天命 （ ）年 月 日］

 
2:1  ○ Gegen^qaf'an tvsi=y_e ge=jv san'a=ju ire=le.. Gegen^qaf'an qayirala=ju  

   ゲゲン・ハーン（に）頼ろう と 思って やって来た。ゲゲン・ハーンは愛しんで、 
vre+yen 
自分の子供と 

 
2:2  ki=jv qayirala=ba.. qayirala=gsan[!] cag[!]+tu.. qaf'an ecige-ece buruf'u  

なして 愛しんだ。     愛 し ん  だ     時に、     ハーンである 父に 背いて  
yabu=basu 
行けば、 

 
2:3  deger_e tngri vje=tvgei.. tere f'ajar-un ecige eke aq_a 

上      天が   照覧あれ。   かの 土地の     父   母、  兄  
 
2:4  degv-yi maf'ui ge=jv ire=be.. ire=gsen cag[!]+tu yambar ba san'a=fsan-i  

弟   が 悪いとてやって来た。 やって来た 時   に、如何ようにも 思ったことを  
gvicege=be 
叶えさせた。 

 
2:5  qaf'an-I gvice=gsen-i es_e san'a=ju maf'ui sedkil bari=ju yabu=basu maf'ui n'igvl 

ハーンが 叶えたことを 思わないで、  悪     心を   抱いて  行けば、  悪い   罰が 
 
2:6  kvr=cv vkv=tvgei sayin sedkil bari=ju kvcvn-iyen z'g=cv yabu=basu sayin 

至って、死ぬがよい。良き 心を 持って、  力     を   尽くして 行けば、 幸 
 
2:7  jirf'alang-iyar engke amuf'ulang jirf'a=n a=tuf'ai.. 

福         に、   安     寧を        楽しんで いくがよい。 
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文　書 3
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四冊・69頁
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文書 ウルドの誓い［天命 （ ）年 月 日］

 
3:1  ◎ Gegen^qaf'an-I n'er_e son'us=cu Caqar-un. qaf'an-i maf'u ge=jv  

   ゲゲン・ハーンの 名を  聞  き    チャハルの ハーンは  悪い と言って、 
Gegen^qaf'an-i 
ゲゲン・ハーンに 

 
3:2  tv'si=jv daf'a=y_a ge=jv ire=le.. ire=gsen-i san'a=ju qaf'an z'rvsiye=jv  

頼って    従がおう と やって来た。 やって来たことを 思って、 ハーンは 慈しみ 
qayirala=ju 
愛しんで 

 
3:3  vr_e-luf'_a[!] adali bolf'a=ba.. qaf'an-I qayirala=gsan[!]-i vlv san'a=ju 

子供  と       同じに してくれた。 ハーンが  愛しんでくれたことを 思わずに、 
 
3:4  bide mongf'ul n'oyad ken maf'u sedkil bari=ju buruf'u yabu=qula.. 

我ら モンゴルの ノヤン達の 誰かが 悪 心を 抱いて 非を   行うならば、 
 
3:5  tere n'oyad-i tengri urida vje=jv maf'u n'igvl kv'r=tvgei.. 

その ノヤン達を 天が  先ず  見て、  悪い  罰が   至るがよい。 
 
3:6  qaf'an-I qayirala=gsan[!]-i san'a=ju cing vnen sedkil 

ハーンが  愛しんでくれたことを 思って、誠   真 の 心 
 
3:7  -iyer yabu=basu tengri z'rvsiye=jv qamtu-bar engke 

で     行けば、  天が   慈しみ       共々に    安 
 
3:8  amuf'ulang jirf'a=n a=tuf'ai.. 

  寧を      楽しんで いくがよい。 
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文書 オーバ・ホンタイジの誓い［天命 （ ）年 月 日］

 
(1)  ooba hung taiji gash@ha gisun 

オーバ・ホンタイジが誓った言葉 
 

4:1  ◎ deger_e mzngke tngri-yin jayaf'an-bar.. tngri f'ajar-a vr_e  
   上なる  永遠の  天    の   命運 に より、  天が   地に     種を  
sacu=fsan-aca bol=u=fsan.. tangki=l_vgei 
撒いたことから 生じた、      比類（？） なき 

 
4:2  qad-un tzrvl ol=u=fsan.. tegsi sedkil_tv Gegen^qaf'an.. dvrbe=l_vgei 

ハーンの 出自を 得た。    平らかな 心を持つ ゲゲン・ハーンと、 障り なく 
uciraldu=fsan Uuba^qung^tayiji 
出会った      オーバ・ホンタイジの 

 
4:3  qoyar.. tngri-d'vr zcig zci=mvi cing vn'en sedkil-iyer Caqar Qalq_a-d'u 

二人が   天    に   言を 捧げる。 誠   真 の  心    で    チャハルと ハルハに 
Jasaf_t'u^qaf'an-aca 
ジャサクト・ハーンから  

 
4:4  in'afsi Qorcin-I n'oyad bide gem vgei daf'a=ju sayin yabu=y_a ge=tel_e..  

このかたホルチンのノヤンである我らは過失なく従って、良好に行こうというのに、 
vlv bol=ju ala=qu ab=quyi+ban 
言うことを聞かず殺し奪うことを 

 
4:5  vlv bayi=ju.. Boru^qorcin-i biden-v daf'usqa=ba.. tegvn-v qoyin'_a  

やめず、      ボル・ホルチンを （←我らの）（奪い）尽くした。その   後、 
yal_a vgei bzge=tel_e Dalai 
罪がない     のに、    ダライ・ 

 
4:6  ^tayiji-yi ala=ba.. tegvn'+I qoyin'_a Jayisai ire=jv.. jirf'uf'an  

タイジを    殺した。  その     後、     ジャイサイが やって来て、六人の 
n'oyad-i ala=ba.. gem vgei sayin yabu=y_a 
ノヤンたちを 殺した。過失 なく 良好に 行こう 

 
4:7  ge=kvle.. vlv bol=ju.. yala vgei ala=qu ab=qu-d'u esergvle=be bide..  

というのに言うことをきかず、罪がないのに殺し奪う時に、反抗した、我らは。 
esergvle=kv-d'v.. Caqar Qalq_a 
反抗するとき、    チャハルとハルハは 

 
4:8  ci yaf'un-d'ur esergvle=be ge=jv ala=y_a ab=u=y_a ge=jv cerig morda=ju 

汝は 何故       反抗した   と言って 殺そう 奪おう    と    兵を  出して 
ire=gsen-d'v tngri ecige 
来た時       父たる 天が 
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4:9  ibege=jv f'arf'a=ba.. Manju+i_yin qaf'an bas'_a baf'aqan qayirala=ba..  
庇護して 追い出した。  満洲の ハーンも    また    大いに    愛しんでくれた。 
tngri-yin ibege=jv f'arf'a=fsan.. 
天   が   庇護して  追い出したことと  
 

4:10  Manju-yin qaf'an-I qayirala=fsan-i marta=l_vgei san'a=ju yabu=y_a ge=jv..  
満洲の ハーンが     愛しんだことを   忘れずに      思って   行こう と、 
Manju-yin qaf'an-d'u jolf'a=r_a ire=ged..  
満洲の    ハーン  に  謁見するために やって来て、 

 
4:11  tngri f'ajar-tu tzrv_e-yin tus+tu itegeltv vge+ben zci=jv amalda=n'am..  

天と  地     に、 国    の   当主に 信ずべき 言葉を  申し上げて 誓う。 
tngri-d'v amalda=fsan-i 
天     に  誓ったことを 

 
4:12  ebde=ged.. Manju-yin qaf'an-I qayirala=fsan-i marta=ju Caqar Qalq_a-luf'_a  

破り、      満洲のハーンが    愛しんでくれたことを忘れて、チャハルとハルハに 
else=kvle.. Uuba^qung^tayiji-yi  
与するならば、オーバ・ホンタイジを 

 
4:13  buruf'usiya=fsan deger_e buruf'usiya=tuf'ai.. joba=fsan deger_e  

責めた            上に    責めるがよい。         苦しんだ 上に  
jobaf'a=tuf'ai.. tngri-d'v amalda=fsan.. 
苦しめるがよい。   天に 誓った 

 
4:14  vgen-d'egen kvr=cv.. Manju-yin qaf'an-I qayirala=fsan-i marta=l_vgei  

（自らの）言葉に 従って、満洲の ハーンが  愛しんでくれたことを 忘れ ず 
sayin yabu=qula.. tngri qayirala=fsan 
良く  行えば、     天は 愛しんだ 

 
4:15  deger_e qayirala=tuf'ai.. tejiye=gsen deger_e tejiye=tvgei.. en'e  

上  に   愛しむがよい。     養った       上に    養うがよい。   この 
amalda=fsan-i qoyitu aci vr_e biden-v  
誓ったことを   後世の 孫や 子が （←我らの） 

 
4:16  ker be ebde=kvl_e.. ebde=gsen kvmvn-i tngri buruf'usiya=fsan deger_e  

もしも 破るならば、  破った     者    を 天は  責めた            上に 
buruf'usiya=tuf'ai.. jobaf'a=fsan deger_e 
責めるがよい。        苦しめた      上に 
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4:17  jobaf'a=tuf'ai.. en'e amalda=fsan-i vlv ebde=jv vrgvlji_de sayin  
苦しめるがよい。  この 誓ったことを   破らず、     常   に     良く 
yabu=qul_a tngri tejiye=gsen deger_e  
行えば、  天は   養った       上に 

 
4:18  tejiye=tvgei.. qayirala=fsan deger_e qayirala=tuf'ai:: 

養うがよい。     愛しんだ       上に     愛しむがよい。 
 
(2)  gash@rade julergi birai dalin i ten de 

誓う時、  南の    川の    岸  の 壇  に 
Sanggiyan morin.. sahaliyan ihan wafi.. hiyan dabufi yali be gemu yooni dobofi..  
白い      馬、     黒い     牛を  殺して、 香を  焚き  肉  を   皆  すべて  供えて、 
han.. ooba  
ハーンはオーバ・ 

 
(3)  hung taiji be gaifi ilan jergi niyak@raha uyun jergi hengkilehe.. 

ホンタイジを  率いて  三  度     跪き       九   度     叩頭した。 
hengkileme wajiha manggi  
叩頭して   終わった 後、 

 
(4)  juwe bithe be geren de donjibume h@lafi deijihe[dejihe!].. 

二つの 書を    衆人に   読み聞かせて      焼いた。 
 
  

73



文　書 5

1（1） （2） 2 3 4 5 6 7 8

五冊・117頁
74



7 
 

文書 トシェート額駙が満洲のハーンに送った文書［天命 （ ）年 月 日］

 
(1)  ◎ fulgiyan tasha aniya.. nadan biyai ice ninggun de.. horcin i tusiyetu efui  

   赤い      虎の  年の    七      月の 初  六日     に、ホルチンの トシエト額駙が 
(2)  unggihefi tumei gajiha bithei gisun 

トメ を 送って、 持ってきた書 の言葉。 
 

5:1  Kvndvlen^qaf'an man'+i dobtul=ba.. egvn'+i yaf'aki=qu bui.. Qorcin-I  
クンドレン・ハーンが我々を攻撃した。 これを  どうする か。    ホルチンが  
ab=cu eci=gsen n'amai siri mal-i 
奪って 行った  私を（？） （？） 家畜を 
 

5:2  qarif'ul=ju zg=gvsei ge=ji.. Caqar-un qaf'an-du.. Qalq_a-yin arban  
返してくれたらいいがと言って  チャハルのハーンのところに、ハルハの十人の  
n'oyad eci=be  
ノヤン達が行った 

 
5:3  ge=n'em.. Baf'arin-u Dvgvreng.. Sereng qoyar.. Qung^baf'atur-un  

そうだ。  バーリンの  ドゥグレンと、セレンの二人、ホン・バートルの、 
Dayicing.. Bumbudai qoyar.. 
ダイチン と ボンボダイ の二人、 

 
5:4  Baf'_a^darqan-I Badm_a.. Bayif'undai qoyar.. Jaraf'ud-un qaf'an..  

バガ・ダルハンのバドマと、バイゴンダイの二人、 ジャロードのハーンと、 
Qubiltu qoyar.. 
ホビルト の二人、 

 
5:5  Bayaf'ud-un Eseyin  Sanggerjei..    Baf   morin-aca un'a=ju  qari=ji ire=be  

バヤゴド の エセイン サンゲルジェイと、バグが 馬から 落ちて（？）帰って来た 
ge=n'em.. 
そうだ。 

 
5:6  man'+I Gvyeng Ubasi-yi.. Qung^baf'atur cif'ulf'an-I vge ab=cu qari= ge=ji  

我らの グイェンは オバシを、ホン・バートルは集会の     言を持って 帰れと言って 
saf'ulf'a=ji 
留まらせて 

 
5:7  bayi=n'am.. yambar ba vge Ubasi-du ire=n'em j_a.. Ubasi-yin vge ab=cu.. 

いる。      どんな 言葉でもオバシのところに来るだろう。オバシの言葉を持って 
 
5:8  qaf'an-du basa ayiladqa=m j_a.. urid son'us=u=fsan vge en'e bui:: 

ハーンに も 奏上する だろう。     前もって 聞いた     話は これで ある。 
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文書 トシェート額駙がジャキチャンブクに送った文書［天命 （ ）年 月 日］

(1)  ○ fulgiyan tasha aniya.. jak@n biyai juwan nadan de jakican buku   de 
赤い 虎の 年の 八 月 十 七 日 に ジャキチャンブクに

(2)  tusiy_e_tu efui unggihe bithei gisun.. 
トシエト 額駙が 送った 書 の 言葉。

 
6:1  oum suwasdi sidam::  

オーム、繁栄 成就。
 
6:2  Qung^baf'atur-un elci dzrben em_e jang ab=cu ire=ji.. 

ホン・バートルの 使者が 四頭の 雌の キバノロ（？）を 持って きて、
 
6:3  basa tabun   n'oyad   ire=kv ge=n'em.. ta em_e  kzbegvn-iyen ab=usai.. 

また、 五人のノヤン達が 来る そうだ。 汝らは 女 子供 を 取るがよい。
 
6:4  tzrv_e jokiya=la ge=ji.. man'+i ese joki=qula man-d'u urid morda=ju 

義を なした とて、 我らが 合意しなければ、我らに 先ず 出征して、

6:5  man+i ab=u=fsan qoyin'a.. tan-d'u morda=y_a ge=kv bayi=n'am.. tabun n'oyad 
我らを 奪った 後、 汝らに 出征しよう と している。 五人の ノヤン達が

 
6:6  ire=kvle   jzble=kvi-yin tulada.. qaf'an-du elci  yaf'ara=ju  

到着したら、相談する ために、 ハーンに 使者を 急いで
 
6:7  jaru=y_a.. 

遣わそう。
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文書 天聰ハーンがハラチンとトゥメドに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

 
(1)  ○ orin uyun de   

   二十  九日 に 
 

7:1  haracin tumet  de wasimbuha bithe..  
ハラチン、トメドに  下付した  書。 

 
(2)  han    hendume 

ハーンが言う、 
 
(3)  suwe membe dahame dailaci muse de iselere nikan be wame 

汝らが我々に従って討伐すれば、我々に抵抗する漢人を殺して 
 
(4)  gaime yabu meni dahabuha nikan be wame etuku 

奪って行け。我々の投降させた漢人を殺して着物を 
 
(5)  sume gaime yabuci.. mende dain i hese kai.. tentehe niyalma be 

奪い取って行けば、我々の敵と同様である。そのような人を 
 
(6)  bahaci wambi. 

捕まえれば殺す。 
 

7:1  【haracin tumet de wasimbuha bithe..】qaf'an-u jarlaf Qaracin.. Tvmed  
                                        ハーンの 詔。   ハラチンと、トゥメトよ。 

 
7:2  ta    man+i  daf'a=ju dayila=qula.. biden-d'v qarif'uca=qu Kitad-i ala=ju 

汝らは 我らに 従って   討伐するならば、我らに   抵抗する      漢人を   殺し 
 
7:3  ab=cu yabu=.. sai  man+I  oruf'ul=u=fsan Kitad-i ala=ju degel qubcasun-i 

奪って 行け。 先ほど 我々の 降伏させた     漢人  を 殺して  衣     服      を  
 
7:4  ton'u=ju ab=cu yabu=qula.. man-d'u   dayin sitv bayi=n'am teyimv kvmvn-i 

奪い      取って いくならば、我らに対して 敵 の様 である。    そのような 者を 
 
7:5  ol=qula   ala=qu bui.. 

見つければ   殺す。 
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文書 天聰ハーンがモンゴルに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ lou uwen iui 
羅 文 峪の

 
(2)  niyalma be monggo nungnembi seme mongorome nikanrame arafi unggihe 

人 を モンゴルが侵害する と モンゴル語と、漢語で 書いて 送った
 
8:1  bithe.. 

書。 
 
(3)  han    hendume  yaya    beise ambasa seme 

ハーンが言うには、いずれの諸王諸大臣というのは、
 
(4)  dahabuha gurun i ai jaka be nungneme cuwangname yabuci 

投降した国人の如何なるものをも侵害したり略奪したりすれば
 
(5)  wa seme henduhebi 

殺せ と言った。
 
(6)  dahaha nikan be waci..  waha niyama be urunak@ 

投降した漢人を 殺せば、 殺した人を 必ず
 
(7)  wambi.. gaici gaiha jaka i oron holbohon gaifi ejen de  

殺す。 奪えば奪ったもの 代償を 倍にして 取上げて、持主に
 
(8)  bumbi.. ijilabume yabure gurun be fudarabume yabuci tere niyalma hutu kai 

与える。 互いに親しませている人々に 背いて いけば、 その人は鬼であるぞ。
 
(9)  tere be warak@ci ainambi.. 

それを殺さなければどうする。

 
8:1  【bithe..】○ Secen^qaf'an-u jarlaf.. aliba  n'oyad sayid ge=jv.. oruf'ul=u=fsan 

セチェン・ハーンの 詔。 いかなる ノヤン達 大臣達 でも、降伏させた
 
8:2  ulus'-un yaf'un  amitai-yi buliya=ju tata=ju yabu=qula tegvn-ni ala= ge=jv 

人々 の 何ら 命あるものを 奪い 取って 行くならば、その者を 殺せ と
 
8:3  jarla=jam..  oru=fsan Kitad-i ala=qula.. ala=fsan kvmvn-i neke=jv ab=cu  

命じた ている 。投降した漢人を 殺すならば、殺した 人 を 追って 捕えて
 
8:4  ala=qu.. ab=qula ab=u=fsan oru qolbaf'_a ab=cu   ejen-d'e zg=kv.. engke bolf'a=ju 

殺す。 奪うならば、奪った 代わりに 倍を 徴して（元の）主人に 与える。平安になして
 
8:5  yabu=qu ulus'-i ebde=jv yabu=qula tere    cidkvr bisi buyu.. 

いる 人々 を 壊して 行くならば その者は、鬼 ではない か。
 
8:6  tegvn+i vlv ala=ji yaki=qu.. 

それを 殺さないで どうする。
 
  

文　書 8

1（1） （2）（3） （4） （5） （6） （7） （8） （9）2

六冊・342頁 343頁

3 4 5 6

81



文　書 9

1（1） （2） 2 3 4 5 6 7 8 9

15 頁七冊・14頁
82



11 
 

文書 ジルガラン、サハリヤンがソブディに送った文書［天聰 （ ）年正月 日］

(1)  subudi jese dosifi dahaha nikan be tabcilambi 
ソブディが 境内に入って、降伏した漢人を略奪している 

(2)  seme donjifi juwe beile i tak@raha gisun.. 
と   聞いて、 二人のノヤンが 送った   言葉。 
 

9:1  qoyar n'oyan-I bicig Svbvdi-d'v ilege=be.. 
二人の ノヤンの 書。  スブディに  送った。 

 
9:2  man'+I oruf'ul=u=fsan ulus'-i yaf'un-u tulada ala=ju ab=cu 

我らが  降伏させた     人々  を 何  の   ため   殺し、 奪って 
 
9:3  yabu=n'am.. ta jvgeger    yabu=tala     ta enggi=jv qal=u=ju[qal=ju?] yabu=n'am 

行くのか。  汝らは 尋常に 暮らしているのに 汝らは このように 侵犯して    行って 
 
9:4  bayi=n'am.. ta urida maf'u ki=jv yabu=fsan f'ajar-a.. 

いる。     汝らが 以前に 悪事を なして 行った 土地で 
 
9:5  bide  jvgeger talbi=ju vlv zg=kv.. oljala=fsan em_e  

我らは そのまま 放置しておか ない。   生け捕った 女と 
 
9:6  kzbegvn-i bvgvde mzn qota-dan qarif'ul=ju zg=.. 

子供   を すべて 元の 町    に  帰して      やれ。 
 
9:7  ta    ger+tegen qari=  en'e vgen-dv biden-I vlv  

汝らは 自分の家へ 帰れ。この 言葉に ←我々の 従わな
 
9:8  oru=qul_a.. tan-i talbi=qu vgei      bide.. vdter  

ければ、    汝らを 放って おかない、 我らは。 速やかに 
 
9:9  qari=.. 

帰れ。 
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文書 ジルガラン、サハリヤンがハラチンに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ◎ juwe biya be  ejehe   dangse.. 
   二    月   を  記した  檔案。 

 
(2)  ice inenggi haracin i monggoso   ciyan an de jifi 

初    日   ハラチンのモンゴル人達が 遷 安   に  来て 
 
(3)  nungnembi seme donjifi tak@raha bithei gisun.. 

侵害する   と    聞いて、遣わした 書の   言葉。 
 

10:1  qoyar  n'oyan-I bicig.. Qaracin-u  tayiji-n'ar tabun'ung-ud-tu zg=be 
二人の ノヤンの   書。   ハラチンの  タイジ達と  タボノン 達    に与えた。 

 
10:2  qaf'an-u jarlaf-iyar ire=gsen bol=u=sa.. qaf'an Jungq_a-d'u saf'u=n'am  

ハーンの  詔によって  来たので あ れ ば、  ハーンは ジョンハに 滞在している、 
tende.  
そこで。 

 
10:3  qaf'an-d'u eci=jv jolf'_a=..    qaf'an yambar   jarlaf bol=u=sa   ter_e 

ハーンのところに 行って 謁見せよ。ハーンがなんらかの詔を仰せになれば、その 
 
10:4  vge+ber[vgebei!] yabu=.. qaf'an-u jarlaf vgei ire=gsen bol=u=sa 

言にしたがって    行け。  ハーンの  詔が  無くて 来たの   であれば、 
 
10:5  vdter  qari=.. qari=l_vgei ende yabu=qul_a.. man-d'u oru=fsan 

速やかに 帰れ。 帰らずに    ここに いれば、     我らに 投降した 
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10:6  ulus.. tan-n'asa ayi=ju tariyan-I vile saf'ad bol=qu bui.. bide+ci 
人々が  汝ら   を 恐れて、農       作業の 妨げと なる。       我ら 

 
10:7  bol=ba tan-i_yi ende saf'ulf'a=qu bisi.. cerig qari=ju kzge=jv kerem 

としても汝らを ここに 留まらせることはない。 兵が 帰って、追って、墻（の外）に 
 
10:8  f'arf'a=qu.. ali man-d'u jolf'a=qu duratai kvmvn bol=u=sa.. 

出す。       誰か 我ら に  会い     たいという 人が いるなら 
 
10:9  czgecile=jv ire=jv jolf'a=ju qari=.. en'e vge-yi man-I demen'e=jv 

人数を減らして 来て 会って 帰れ。 この 言葉 を ←我らの 疑い（？）
 
10:10  bvv san'a=.. vdter   yabu=.. 

思う な。     速やかに 行け。 
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文書 天聰ハーンがナイマンのホン・バートルに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ◎.. naiman i hung baturi de unggihe bithe.. 
     ナイマンのホンバートルに  送った  書。 
 

11:1  qaf'an-u jarlif.. Uijang^baf'atur-Yin Harm_a-d'u    qosif'un bvri 
ハーンの  詔。    オイジャン・バートルの   ガルマに対して 旗      ごとが 

 
11:2  tabuf'ad ger kvmvn zg=  ge=gsen-d'v..    ta   bvgvdeger jzb 

五つずつの 戸 人を 与えよ と言ったことに、 汝らは 皆      よろしい 
 
11:3  ge=jv bile..       zg=gv=y_e ge=gsen ger_e vgen-degen kvr=cv 

と言った のだった。 与えよう と言った （自らの）約 言に  従って 
 
11:4  zg=gesei..   tan-I  tzrvl bayi=n'am.. bi  ab=u=n'am uu:: 

与えたらよい。汝らの 親戚で ある。      我が 取る べきか。 
 

(2)  sure han i  duici aniya duin biyai ice juwe 
天聡ハーンの 第四  年     四   月の  初  二日 
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文書 天聰ハーンがダルハン・バートルに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ ice duin de monggo i    darhan  batur  de unggihe bithe i gisun 
初 四日 に モンゴルの ダルハーン・バートルに 送った 書 の 言葉

 
12:1  qaf'an-u jarlif.. Darqan^baf'a‘tur-t'u ilege=be.. jegvn f'ar-Yin  

ハーン  の 詔。    ダルハン・バートルに  送った。     左    翼  の 
n'oyad 
ノヤン達が  

 
12:2  Erkel-dv  oru=ju abala=ju  yabu=n'am ge=n'em.. 

エルケルに 入って 巻狩をして いる      そうだ。 
 
12:3  tngri qayirala=qula Kitad-Yin tzrv  biden-dv abta=n'am j_a..  

天が   愛しむならば、キタド  の  政道は 我ら に 取られる  だろう。 
vgei bol=u=sa 
そうでなければ、 

 
12:4  tzrv  joki=n'am j_a.. tegvn-I qoyin'_a abala=qu-du  saf'ad buyu.. 

政道が 合う だろう。   そ  の  後で、  狩をすることに、 妨げが あるか。 
 
12:5  dayila=qu  dayisun jaf'urm_a bayi=tal_a.. afta-yin kv'cv+ben ebde=gsen 

討伐するべき 敵が   中  途    であるのに、   騸馬 の  力を      損なった 
 
12:6  kvmvn ayan cerig-t'v morida=l_vgei  saf'u=qu buyu.. Baf'arin-I 

者 は  行   軍    に  出征すること なく 留まる のか。  バーリン が 
 
12:7  abala=fsan yala+i_yi bide bvgvdeger kelelce=jv ab=qu bisi+v.. 

巻狩をした  罪   を   我らは 皆で     協議して   取るのでは ないか。 
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文書 天聰ハーンが四子に送った文書［天聰 （ ）年正月 日］

(1)  ◎ juwan ilan de arui duin beile de unggihe bithei gisun 
   十    三日 に  アロの四  子    に  送った  書の    言葉 
 

13:1  Secen^qaf'an-I   jarlif.. Dzrben^kegvked-tv zg=be.. tzrv caf'aja  
セチェン・ハーンの 詔。    四        子に     与えた。 政道と 法度が  
n'iged=be   ge=jv ire=ged  qulaf'ai 
一つになった と   やって来て 盗みや 

 
13:2  qudal ki=jv  aduf'u kzge=jv yabu=n'am ge=n'em ta..     Auqan    N'aiman  

虚偽を 行い、 馬群を 追い立てて いる    という、 汝らは。アオハン、 ナイマン、  
Baf'arin  Jaruf'ud    Qorcin   bvgvdeger n'ige 
バーリン、ジャロード、 ホルチン、 皆で     一つに 

 
13:3  bol=ju.. tan'+I aduf'u-yi kzge=kvle        aduf'u  tan'+I     vle=kv buyu..  

なって    汝らの 馬群を    追い立てるならば、 馬群は ←汝らの 、残るであろうか。 
ijaf'ur-Yin samaf'u maf'ui-gi 
元の 乱行 悪行を 

 
13:4  orki=l_vgei    yabu=qu   tan'+I    maf'u bisi buyu.. 

捨てること なく 行くのは （←汝らの） 非 ではない か。
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文書 辛未年の法典 ［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ ineku tere inenggi monggo i naon i horcin.. abaga horcin i beise abka na de  
同じ その 日、 モンゴルのノンの ホルチン、アバガホルチンの 諸王が天と地に

akdulame gash@ha gisun 
固く 誓った 言葉

14:1  Secen^qaf'an     ekile=n..      qoyar yeke n'oyan.. Tvsiy_e_tv^qaf'an.. 
セチェン・ハーンを はじめとして、 二人の 大 臣、 トシェート・ハーン、

Svn^dvgvreng..  Dalai^cvkegvr..     Sengge^qosif'uci.. caf'an qon'in jil-vn  
スン・ドゥーレン、ダライ・チュケグル、センゲ・ホショーチは 辛 未 の 年 の

jun-u 
夏の

 
14:2  ekin sar_a-yin sin'_e-yin doluf'an'-a.. caf'aja kelelce=jv aman alda=ba.. 

初の 月 の 初 七日に、 法度を 協議して、 誓いを した。

aru-aca zber-tvr    oru=ju ire=gsen n'oyad-i.. Tvsiy_e_tv 
北 から、別のところに 降して 来た ノヤン達を、 トシェート・

 
14:3  ^qaf'an-u caf'ajan-d'ur adali ese yabuf'ul=qula.. ulus' mal-i tan-I  

ハーン の 法度 に 同じく 行わせなければ、 民と 家畜を ←汝らの

kvcv-ber ab=qula.. 
力づくで 奪うならば、

 
14:4  tngri f'ajar buruf'usiya=ju man-d'ur maf'u n'igvl kvr=tvgei.. aru-yin  

天と 地が 責めて、 我らに 悪い 罪が 至るがよい。 北 の

n'oyad  kelelce=gsen vge-yi ebde=jv.. man-aca qaf'aca=ju jisiyan-I  
ノヤン達が協議した 言を 破って、 我らから 離脱して、 割当の

n'utuf-aca 
牧地から

 
14:5  zber_e qola f'ar=qula.. 

他の 遠くへ 行くならば、
 
14:6  tngri f'ajar buruf'usiya=ju.. aru-yin n'oyad-tu maf'u n'igvl kvr=tvgei..  

天と 地が 責めて、 北 の ノヤン達に 悪い 罪が 至るがよい。

en'e kelelce=gsen caf'aja-yi ebde=kvle bide aru-yin n'oyad-i 
この 協議した 法度を 破れば、 我らは 北 の ノヤン達を

 
14:7  dayisun ki=kv bui.. kelelce=gsen vgen-d'egen.. ken kvr=cv yabu=qula.. 

敵 に する のだ。 協議した （自らの）言を 誰でも 守って 行くならば、
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14:8  tngri f'ajar zrvsiye=jv.. amin n'asun urtu bol=u=f'ad.. aci vre in'v  
天と  地が    慈しんで、    寿   命が   長く  なり、       子  孫  は  
mingf'an halab-tur kvr=tele engke amuf'ulang bol=tuf'ai.. n'utuf-un 
千        劫    に  至るまで  安    寧に      なるがよい。    牧地  の 

 
14:9  jisiy_a.. baraf'un jaq_a F'aqai Xar  Moncuf    Altan..  Dongqur.. Vkiljin..  

割当は、   西の     端はガハイ、シャル、モンチョク、アルタン、ドンホル ウキルジン、 
Ujiyar..  jegvn jaq_a-d'ur Jin^f'oul-Yin moquf'_a.. 
オジヤル。 東の  端 は      ジン 川   の     河口。 
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文書 辛未年の法典 ［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ ineku tere inenggi 
   同じ その   日 
 

15:1  Secen^qaf'an      ekile=n..     Tvsiy_e_tv^qaf'an.. Svn^dvgvreng..  
セチェン・ハーンを はじめとして、 トシェート・ハーン、 スン・ドゥーレン、

Dalai^cvkegvr..  Sengge^qosif'uci..  yeke baf'_a n'oyad-un kelelce=gsen 
ダライ・チュケグル、 センゲ・ホショーチ、 大 小 ノヤン達が 協議した

caf'aja.. Caqar-tu 
法度。 チャハルに

 
15:2  morda=qula  arban f'urbatu-aca degegsi dalan f'urbatu-aca dof'ufsi bvgvde 

出征するならば、十 三 歳 から 上、 七十 三 歳 から 下の すべてが

morda=qu.. jasaf-un  n'oyad   es'_e morda=qul_a  jaf'un aduf'u 
出征する。 ジャサクの ノヤン達が 出征しないならば、 百頭の 馬群

 
15:3  arban temege.. zmci zber_e n'oyad es'_e morda=qul_a  tabin  aduf'u tabun  

十頭の 駱駝。 財産が 別の ノヤン達が 出征しなければ、五十頭の馬群 五頭の

temege.. Kitad-tu morda=qula..   yeke qosif'un-aca 
駱駝。 漢人 に 出征するならば、 大 旗 から

 
15:4  n'ijeged  n'oyad  qosiyaf'ad tayiji-n'ar jaf'un sayin  cerig_tei morda=qu..  

一人ずつの ノヤン、 二人ずつの タイジが 百人の すぐれた 兵を連れて出征する。

es'_e morda=qula.. yeke qosif'un-aca jaf'un aduf'u arban temege ab=qu.. 
出征しなければ、 大 旗 から 百頭の 馬群、 十頭の 駱駝を 徴する。

 
15:5  boljiyan-I f'ajar-a f'urba qon'u=tala es'_e kvr=kvle   arban aduf'u ab=qu 

約 束 の 地に 三 日 経つまでに 到着しなければ、十頭の 馬群を 徴する。

boljiyan-I urida dobtul=qula jaf'un aduf'u arban temege ab=qu.. oru=ji 
約束の日の 前に 攻撃すれば 百頭の 馬群、 十頭の 駱駝を 徴する。 進攻して

 
15:6  f'ar=tala  es'_e kvr=ci ire=kvle.. Caqar   Kitad   alin-d'u bol=u=sa mzn  

出るまでに、到 着 しなければ チャハルか、漢人の いずれか に また

es'_e morda=fsan caf'aja-bar ab=qu.. arba qon'uf-un f'ajar-a arban tabu.. 
出征しなかった 法度によって 徴する。 十 日（行程）の 所に 十 五日、

15:7  arban tabu qon'uf-un f'ajar-a qorin qon'u=ju  kvr=kv..  yambar ba yala-yi 
十 五日 （行程）の 所に 二十 日 かかって 到着する、どのような 罪をも

jasaf-un  n'oyad-aca elci ab=ci kvr=kv bol=ba..      jasaf-un  n'oyad  
ジャサクのノヤン達から使者を取って到着するようになった。ジャサクのノヤン達が

qoyar qon'u=tala 
二 日 経つまで、
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15:8  elci es'_e zg=kvle.. jasaf-un n'oyad-aca  mal-un tof'_a-bar bari=..  
使者を与えなければ、 ジャサクのノヤン達から家畜の 数によって捕らえよ（徴せ）。

yambar ba yala-yi zci=jv es'_e zg=kvle.. kedvn jasaf-un n'oyad eci=kv. qari=ju 
どのような罪をも申し立てしないならば、 何人かのジャサクのノヤン達が行き戻って

 
15:9  ire=kvi-degen yala_tu qosif'un-aca jaf'un ulaf'_a  un'u=ju tuf'ul=ju ir_e= 

来 る ときに罪のある 旗 から 百頭の（？）駅馬に 乗って 真直ぐ（？）来い。

edvr-vn sigvsv tasura=ba.. n'oyad  qon'uf-tu qon'i ide=kv bol=ba.. 
一日の 糧食が 絶えた。 ノヤン達が 宿所で 羊を 食べることに なった。

 
15:10  vker ide=kvle    n'oyad-un  n'zkvr-vn mzr ab=..    qamuf-un elci-yi  

牛を 食べるならば、ノヤン達の 僚友の一様を（？）徴せ。衆の 使者を

baf'ulf'a=qula qajiyar tuf'ulan mori ab=qu.. qamuf-un elci tamaf'_a_tu 
留めさせるならば、轡、 冑、 馬を 徴する。衆の 使者が 烙印のある

mori-yi 
馬に

 
15:11  endegvre=jv un'u=qula bisi mori zg=cv ab=..          aca=       ge=tel_e  

間違って、 乗れば、 別の 馬を 与えて、（その馬を）取れ。持ってこい と言うのに、

es'_e zg=kvle elci-yin ildv n'umu qoyar-i n'igen-i ab=.. qamuf-un elci-gi  
与えなければ、 使者の 刀と 弓の 二つを 一つを 取れ。 衆の 使者を

vje=jv bayi=tala  
見て いながら

 
15:12  aduf'u+ban buruf'ulaf'ul=ju abaci=qula      sidvleng mori ab=qu.. qamuf-un  

（自分の）馬群を 逃がして 連れて行くならば、三歳 馬を 徴する。 衆の

elci-yi n'oyad  janci=qula yisvn yisv ab=qu.. qaracu kvmvn janci=qula 
使者を ノヤン達が 打てば 九 九罰 徴する。平 民が 打てば、

 
15:13  f'urba yisv ab=qu  baf'ulf'afda=fsan qamuf-un elci      emegel-iyen  ab=cu  

三 九罰 徴する。留まらせられた 衆の 使者が （自分の）鞍を 持って

ayil-d'u kvr=kvle ter_e ayil-un kvmvn ulaf'an-d'u kvrge=..     es'_e 
民家に 至れば、 その 家の 者は 駅所まで 送り届けよ。

 
15:14  kvrge=kvle    kedvn kvmvn bol=u=sa qajiyar tuf'ulan morin ab=qu.. n'oyan  

送り届けなければ、何 人 でも、 轡、 冑、 馬を 徴する。ノヤンたる

kvmvn bosqaf'ul-i ala=qula arban ger ab=qu.. n'oyad ala=ba ge=ji       mzn 
者が 逃亡人を 殺せば、 十 戸を 徴する。ノヤン達が 殺した と言って その

 
15:15  qosif'un-I kvmvn mori ton'uf-aca ab=cu gerecile=jv ire=kvle..  

旗の 者が 馬や 道具を 持って 訴えて 来るならば、

gerecile=gci kvmvn-i mzn arban ger-tv baftaf'a=qu..    ala=fci    n'oyad 
訴えている 者を また 十 戸の中に 含める。（逃亡人を）殺した ノヤン達が
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15:16  melji=besv      tzrvltei n'i siq_a=..          buca=qula mzn caf'aja-bar  
言い逃れをすれば、親族とともに（←彼の）審問せよ。拒めば 同じ 法度によって

ab=qu.. qaracu  kvmvn ala=qula f'urban jaf'un anju ab=qu.. ire=kv 
徴する。 平民 が 殺せば 三 百の 罰を 徴する。 やって来る

 
15:17  bosqaf'ul-i aliba kvmvn ucara=qula jori=fsan n'oyad-tu   kvrge=jv  zg=.. 

逃亡人をいかなる者も出会ったならば、 目指した ノヤン（の所）に送り届けてやれ。

kvrge=gsen qoyin'_a ter_e bosqaf'ul-un mal-aca qoyar-aca degegsi 
送り届けた 後、 その 逃亡者の 家畜から 二つ 以 上

 
15:18  arban-aca dof'ufsi n'ige ab=.. n'ige bol=u=sa bvgse ab=..  arban  

十 以 下であれば、一つを取れ。一頭であればそれを（？）取れ。十頭の

boda-aca   n'ige.. qorin boda-aca  qoyar  mzn   tegvber   tof'ula=ju ab=.. 
大型家畜から一頭、 二十頭の大型家畜から二頭、同様に そのように 数えて取れ。

 
15:19  Manju.. Qorcin Abaf'_a-d'u eci=jv yambar ba yala  ki=kvle.. Qorcin  

満洲 と ホルチンがアバガに 行って、どんな 罪でも 犯せば、 ホルチンと

Abaf'_a-yin caf'aja-bar bol=tuf'ai. Qorcin     Abaf'_a.. Manju-d'u 
アバガの 法度によって 行うがよい。ホルチンと アバガが 満洲 に

 
15:20  ire=jv yambar ba yala ki=kvle.. Manju-yin caf'aja-bar bol=tuf'ai.. qoyar 

来て、 どんな 罪でも犯せば、 満洲 の 法度によって 行うがよい。 両

ulus'-Yin qof'ur dumda yala kilce=kvle zber zber-vn 
国 の 中 間で 罪を 犯せば、 それ ぞれの

 
15:21  caf'aja-bar bol=tuf'ai.. Af'un-I Qorcin.. Abaf'_a.. Auqan.. N'aiman.. 

法度によって行うがよい。 アゴンの ホルチン、アバガ、 アオハン、ナイマン、

Qalq_a.. Qaracin.. Tvmed..    n'oyad    qulaf'ai ki=kvle.. jaf'un 
ハルハ、 ハラチン、 トゥメトの ノヤン達が 盗みを 行えば、 百頭の
 

15:22  aduf'u arban temege ab=qu.. qaracu kvmvn qulaf'ai ki=kvle.. kedvn 
馬群、 十頭の 駱駝を 徴する。平 民が 盗みを 行えば、 何人の

qulaf'ayici-gi ala=ju em_e kzbegvn-i jolif vgei 
盗 人 でも 殺して 女 子供 を 償わ（？） ず

 
15:23  bari=ju zg=kv.. qulaf'ai ki=gsen kedvn mal bol=u=sa oru qolbaf'_a elci  

捕えて 与える。 盗みを 行った 何頭の 家畜で あれ、代わりに 倍を 使者が

f'ar=qu ab=qu.. tegvn-ece vle=gsen mal-i qulaf'ayici-yin 
出て 徴する。 そ れ の 残った 家畜を 盗人の

 
15:24  n'oyan ab=qu bol=ba.. eber ama mzr qoyar-tu n'oyad-un bey_e aq_a degv-yin 

ノヤンが 取る ことになった。 訴えた側と 訴えられた側の 双方にノヤン達の兄弟の

dz'rben jarf'ucitai-yi siqa=qu.. siqaf'an-aca buca=qula oru 
四人の 関係者？）を 審問する。 審問 に 背けば 代わりの
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15:25  qolbaf'_a ab=qu.. n'oyad qulaf'ai ki=kvle abaf'_a-gi n'i siqa=qu.. abaf'_a  
倍を 徴する。ノヤン達が 盗みを 行えば、 叔父を（←彼の）審問する。叔父が

vgei bol=u=sa vyegelid-i siq_a=.. ile f'ar=u=fsan 
いなければ、 従兄弟を 審問せよ （罪が）明らかに なった

 
15:26  qulaf'ayici-yi aca=  ge=tele   es'_e zg=cv    alda=qul_a..  ter_e alda=fsan 

盗 人 を 連れて来い と言うのに 差し出さずに、 逃したならば、 その 逃した

n'oyan-aca  mzn   jaf'un aduf'u arban temege ab=qu.. 
ノヤン から 同様に 百頭の 馬群、 十頭の 駱駝を 徴する。

 
15:27  aliba    yala_tu    n'oyad.. jasaf-un   n'oyad-un vgen-d'v es'_e oru=qula 

なんらかの 罪をもつ ノヤン達が ジャサクの ノヤン達の 言に 従わなければ
 
15:28  Secen^qaf'an-d'u ayiladqa=qu bol=ba..    jasaf-un  n'oyad afda+ban ebde=kvle  

セチェン・ハーンに 申し上げる ことになった。ジャサクのノヤン達が信を 破れば 、

qorin    aduf'u qoyar temege.. zmci zber_e n'oyad 
二十頭の 馬群、 二頭の 駱駝、 財産が 別の ノヤン達が

 
15:29  afda ebde=kvle arban aduf'u n'ige temege ab=qu.. 

信を 破れば、 十頭の 馬群、 一頭の 駱駝を 徴する。
 
15:30  Secen^qaf'an-u    tabduf'ar on dz'rben sar_a-yin arban qoyar.. 

セチェン・ハーンの 第五 年 四 月 十 二日。
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文書 辛未年の法典 ［天聰 （ ）年 月 日］

16:1  【○ ineku tere inenggi..】caf'an qon'in jil-vn jun-u ekin sar_a sin'_e-yin arban  
同じ その 日 辛 未 年の 夏の 初の 月 初 十 

n'igen'-e.. 
一 日 に、

 
16:2  Secen^qaf'an-u   emvn'_e.. Tv'siy_e_tv^qaf'an.. Qatan^baf'atur..  Ufsan.. 

セチェン・ハーンの 前で、 トシェート・ハーン、 ハタン・バートル、 オグサン、

Iltuci..   Daf'ur^qatan^baf'atur.. 
イルトチ、 ダグル・ハタン・バートル、

 
16:3  Mujai..  F'al_tu^baf'atur.. Bandi^iltuci..   yeke baf'_a n'oyad zcvgen  

ムジャイ、ガルト・バートル、 バンディ・イルトチ、大 小の ノヤン達がいささか

caf'aja eske=be. 
法度を 剪裁した。

 
16:4  degedv jaq_a-yin Daf'ur Gelcerkv-ece    Colman  kvr=tele saf'u=qu.. Ula-yin 

上方の 境 の ダグルは ゲルチェルクから チョルマン まで 住む。 オラの

Jvrcin  Qorqun-aca 
ジュルチンは ホルホンから

 
16:5  dof'ufsi saf'u=qu.. Ula-yin Jvrcid Jacin-aca     degefsi[!] saf'u=qu.. yeke 

下方に 住む。 オラの ジュルチドは ジャチンから上方へ 住む、 大

qosiufbur[!] n'igen 
旗は、旗ごとに 一つの

 
16:6  yeke qota ki=kv.. en'e caf'aja-yi ken ebde=besv jaf'un aduf'u arban temege 

大 城を 造る。 この 法度を 誰か 破れば、 百頭の 馬群、 十頭の 駱駝、

egvn-d'vr 
これに対して

 
16:7  zci=jv ese bol=u=fsan kvmvn-i.. arban jasaf-un arban   n'oyad 

申し出て 従わなかった 者 を、十の ジャサクの 十人の ノヤン達が

mude=jv[mede=jv?].. 
決めて

 
16:8  qaf'an-aca elci ab=cu n'egvlge=kv bol=ba..     caf'an qon'in jil-vn ebvl-vn  

ハーン から 使者を 取って 移住させることに なった。 辛 未 年 の 冬 の

ekin sara-aca in'afsi 
初の 月 より 前に

 
16:9  n'egvlge=kv bol=ba.. 

移住させること になった。
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文書 辛未年の法典４［天聰 （ ）年 月 日］

17:1  【○ ineku tere inenggi..】baraf'un jaq_a-yin qaraf'ul Auqan-I Dvgvreng-Yin 
     同じ  その    日       西の 境の 見張りは アオハンの ドグレン 
svm[svmen?]-I Ulaf'an^qada-du.. tegvn-ece jegvn-de 
廟 の オラーン・ハダに。 それより 東 では

 
17:2  qoyar Qaljan-du.   Cin'un-Yin f'oul-Yin Qoraqu-du.. Corji-yin  

二つ ハルジャンに、 チノン 川 の ホラホ に、チョルジ

svm_e-yin Abjin'an-du.. Miratu^f'oul-Yin f'oul.. Tour-Yin  
廟 の アブジナンに、 ミラト 川 の 川、 トール

 
17:3  f'oul.. n'ige sara-yin kvn'esv..  qosif'un-I tabin kvmvn qaraf'ul f'ar=qu.. 

川。 一ヶ 月 の 糧食 を持ち 、旗 の 五十 人が 見張りに 出る。

tabin kvmvn-ece duta=qula    kvmvn-I    n'ige  mori ab=qu. 
五十 人 に 足りなければ、一人につき 一頭の 馬を 徴する。

 
17:4  boljiyan-I f'ajar-a ese ire=kvle    tabu qon'uf-aca dof'ufsi vker ab=qu..  

約 束 の 地 に 到着しないならば、五 日 以 内 は、牛を 徴する。

tabu qon'uf-aca degegsi mori ab=qu.. 
五 日 以 上は 馬を 徴する。
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文書 天聰ハーンがソブディ・ドーレンに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  orin de haracin i subudi dureng de tak@raha bithei gisun.. 
二十日にハラチンの ソブディドーレンに 遣わした 書の 言葉。

18:1  qaf'an-I jarlif.. Svbvdi^dvgvreng-d'v ilege=be.. Gvmvdei-yin bari=fsan 
ハーン の 詔。 スブディ・ドゥーレンに 送った。 グムデイ の 捕えた

f'urban ger kvmvn-i tus'-tu  Dvgvreng           f'ajar 
三 戸 人者 は それぞれ ドーレンが （自分の）土地

 
18:2  -t'af'an yabu=qu-d'u Gvmvdei-d'v jarf'u  zg=ci           tere f'urban ger-i 

に 行 く 時、グムデイに召使として（？）与え（たもので）その 三 戸は

Gvmvdei   f'ar-t'af'an ab=u=fsan bisi.. 
グムデイが自分で 手に 入れたの ではない。

 
18:3  Darmadi    ire=kvi-d'egen ab=ci ire=gsen bayi=n'am.. Darmadi-d'u qarif'ul=ji  

ダルマディが 来るときに 連れて 来た ものだ。 ダルマディに 返して

zg=.. 
やれ。
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文書 天聰ハーンがトシェート・ハーンに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ ice sunja de.. horcin i tusiy_e_tu han de elbege be tak@raha.. arui  
初 五日 に、 ホルチンのトシエトハーン に エルベグを 遣わした。アロの

sun  dureng.. 
スン・ドゥーレン

 
(2)  dalai cukekur.. duin taiji de baindari be tak@raha.. 

ダライチュケクル、四 王 に バインダリを 遣わした。

 
 
19:1  【tusiy_e_tu han de unggihe bithei gisun】qaf'an-I jarlif.. Tv'siyetv^qaf'an-d'u 

トシエト・ハーン に 送った 書の 言葉 ハーンの 詔。 トシェート・ハーンに
 
19:2  ilege=be Kitad-tu morda=qula    qosif'un-I jaf'uf'ad cerig morda=qu ge=ji  

送った。 漢人に 出征するならば、旗の 百人ずつの兵が 出征すると言って

bile.. jaf'uf'ad morda=qu bayi=tuf'ai.. 
いた。 百人ずつ 出征するのは 止めるがよい。

 
19:3  tabiyad   cerig morda=ju ire=.. bisi olan  afta-yin kvci-gi bvtegei ebde=  

五十人ずつの 兵が 出征して 来い。他の 多くの 騸馬 の 力 を 損なうな。

qoyitu qabur n'of'uf'an f'ar=qu 
来 春に 青草が 出る

 
19:4  -yin urida Caqar-tu cerig morda=qu bui.. en'e vge+i_gi yeke ulus'-tu  

前 に チャハルに 出 征 する だろう。 この 言を 大 国 に

bvv kele=.. cerig-Yin boljuf'un 
告げるな。 兵 の 約束 は

 
19:5  Yangsimu-yin Dorbi-d'u en'e sara+yin qorin doluf'an-d'u kvr=ci ire=.. 

ヤンシムの ドルビに、 この 月 の 二 十 七 日 に 到 着せよ。
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文書 天聰ハーンがトシェート・ハーンに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

20:1  qaf'an-I jarlif.. qosif'un-I n'ijeged n'oyad jaf'uf'ad cerig morda=ju  
ハーンの 詔。 旗の 一人ずつの ノヤン、百人ずつの 兵が 出征して

ire=.. bisi olan afta-yin kvci-gi 
来い。 他の 多くの 騸馬の 力 を

 
20:2  bvtegei ebde=.. qoyitu qabur n'of'uf'an f'ar=qu-yin urida Caqar-tu cerig  

損なうな。 来 春 青草が 出る 前 に チャハルに 出征

morda=qu bui.. en'e vge+i_gi 
する だろう。 この 言 葉

 
20:3  yeke ulus'-tu bvv kele=.. cerig-Yin boljuf'un Yangsimu-yin Dorbi-d'u  

大 国 に 告げるな。 兵 の 約束は ヤンシムの ドルビ に

en'e sara+yin qorin doluf'an-d'u  
この 月 の 二十 七 日 に

 
20:4  kvr=ci ire=.. Svn^dvgvreng-Yin qoyar qosif'un-aca qoyar n'oyan..  

到 着せよ。 スン・ドゥーレンの 二つの 旗から 二人の ノヤン、

Dalai-yin qosif'un-aca n'ige   n'oyan.. 
ダライの 旗 から 一人の ノヤン、

 
20:5  Dzrben^kegvked-ece n'ige  n'oyan   ire=.. tabiyad   cerig-i bayilfa=fsan  

四 子 から 一人の ノヤンが 来い。 五十人ずつの 兵 を 留めさせた

siltaf'an afta-yin kvci ebdere=kv-yin  
理由は、 騸馬の 力が 損なわれる

 
20:6  tula bayilfa=ba:: 

ので 止めさせた。
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文書 天聰ハーンがスン・ドゥーレンに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ sun dugureng de unggihe bithei gisun 
   スン・ドゥーレン  に 送った   書 の  言葉 

 
21:1  qaf'an-I jarlif.. Svn^dvgvreng-Yin qoyar qosif'un-aca qoyar  n'oyan.. 

ハーンの 詔。 スン・ドゥーレンの 二つの 旗から 二人の ノヤンが、

Dalai-yin qosif'un-aca n'ige  n'oyan.. Dzrben 
ダライの 旗 から 一人の ノヤンが、 四

 
21:2  ^kegvked-ece n'ige   n'oyan.. jaf'uf'ad cerig ab=cu morida=.. cerig-Yin  

子 から 一人の ノヤンが、百人ずつの兵を 率いて 出征せよ。 兵 の

boljuf'un Yangsimu-yin Dzribi-d'v 
約束は ヤンシム の ドゥルビに

 
21:3  en'e sara+yin qorin doluf'an-d'u kvr=ci ire=:: bisi olan afta-yin kvci-gi  

この 月 の 二十 七日 に 到 着せよ。 他の 多くの 騸馬 の 力 を

bvtegei ebde=.. qoyitu qabur 
損 な う な。 来 春

 
21:4  n'of'uf'an f'ar=qu-yin urida Caqar-tu cerig morda=qu bui.. en'e vge-yi  

青 草 が 出る 前に チャハルに 出征 する だろう。 この 言 を

yeke ulus'-tu bvtegei kele=.. 
大 国 に 告げるな。

 
21:5  Secen^qaf'an-u  tabdaf'ar on n'amur-un ekin sar_a-yin sin'_e tabun'-a.. 

セチェン・ハーンの 第五 年 秋の 初の 月 の 初 五日 に。
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文書 天聰ハーンがダライ・チュケグル、四子に送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ dalai cukegur   duin taiji de unggihe bithei gisun 
ダライ・チュケグル、 四 子 に 送った 書 の  言葉

22:1  qaf'an-I jarlif.. Dalai^cvkegvr     Sengge^mergen^qosiuci-d'u    ilege=be  
ハーンの 詔。 ダライ・チュケグル、センゲ・メルゲン・ホショーチに送った。

ta bvgvdeger kelelce=jv Urad-tu elci 
汝らは皆で 協議して、 オラドに 使者を

 
22:2  ilege=  in'afsi ire=kv.. vlv ire=kvi-yi labda vge ab=ci ire=tvgei  

派遣せよ。此方へ来る（か）来ない（か）を 確かな言質を取って来るがよい。

Urad   Kingf'_a siqa=ju     ire=gsen-i 
オラドが ヒンガに 糺して（？） 来たのを

 
22:3  Eljige-yin kegvked Jalayid   maf'u vge kele=jv qoyisi qari=ba ge=n'em  

エルジゲの 子供の ジャライドが 悪 言を 告げて、戻って 帰った という。

yaf'ara=ju ilege=..:: 
急いで 派遣せよ。
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文書 天聰ハーンがアオハン、ナイマン、バーリン、ジャルドに送った文書［天聰 （ ）

年 月 日］

(1)  ○ ice uyun de aohan.. naiman.. barin.. jarut beise de unggihe bithei gisun.. 
初 九日に アオハン、 ナイマン、バーリン、ジャルドの諸王に送った書の 言葉。

23:1  qaf'an-I jarlif.. Auqan   N'aiman-I    n'oyad-tu. Baf'arin-I n'oyad-tu.. 
ハーンの 詔。 アオハン、ナイマンの ノヤン達に、 バーリンの ノヤン達に、

Jaruf'ud-Yin n'oyad-tu ilege=be   mal   vje=kv kvmvn-ece bisin-i bvgvde  
ジャロードの ノヤン達に 送った。 家畜を 見守る 者 以 外（の者）を すべて

ab=ci 
率いて

 
23:2  morida=  afta  ilegv_tv     kvmvn         afta-ban teske=..  man-d'u  

出征せよ。騸馬を余分に持っている者は（自分の）騸馬を 割り当てよ。我ら に

tusiya=fsan dayisun-i             bide 
委 ね た 敵 を（に対して） 我らは

 
23:3  bvgvdeger kiciye=kvle.. tengri man'+i_gi qayirala=ju.. dayisun kvmvn-i  

皆 で 努めれば、 天は 我ら を 愛しんで、 敵 人 を

doruyitaf'ulf'ul=ju[doruyitaf'ulf'un=ju!] 
弱 め さ せ て

 
23:4  amura=qu bisi+v    dayisun kvmvn-I tari=fsan tariyan-d'u man'+I unu=fsan  

安泰となる ではないか。敵 人 の 耕した 畑 で 我ら の 乗った

afta-ban  

騸馬 を
 
23:5  borda=ju budaf'_a ab=u=y_a.. cerig-vn boljuf'_a[bonjuf'_a!] en'e  

飼養し、 穀を 奪おう。 兵 の 約 束 は この

sar_a-yin qorin doluf'an edvr 
月 の 二 十 七 日

 
23:6  Yangsimu-yin Dorbi-d'u kvr=ci ir_e=:: 

ヤンシムの ドルビに 到 着せよ。
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文書 天聰ハーンがオモブチュケクルに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

24:1  ○ qaf'an-I jarlif.. Ombu^cvikvgvr.. Af'un^tayiji.. Dvgvreng-Yin  
ハーンの 詔。 オンブ・チュイクグル、アゴン・タイジ、ドゥーレンの

Gvmvski.. Siran_tu^kiy_a^taiji 
グムスキ、 シラント・キヤ・タイジ、

 
24:2  Genggel^kiy_a^n'oyan.. Tonui^gvnji-d'v ilege=be.. moritai yabaf'an-i  

ゲンゲル・キヤ・ノヤン、トノイ・グンジに 送った。 騎 兵、歩兵 を

bvgvde ab=ci 
すべて 率いて

 
24:3  morida=.. ilegvtv kvmvn       afta-ban teske=.. man-d'u tusiya=fsan  

出征せよ。余分にもつ者は（自分の）騸馬を割り当てよ。我らに 委ねた

dayisun-i      bide 
敵を（に対して） 我らは

 
24:4  bvgvdeger kiciye=kvle.. tengri man+i_yi qayirala=ju.. dayisun kvmvn-i 

皆で 努めれば、 天は 我々 を 愛しんで、 敵 人 を
 
24:5  doruyitaf'ulf'ul=ju bide amura=qu bisi+v..    dayisun kvmvn-I tari=fsan 

弱めさせて、 我らは 安泰になる ではないか。敵 人 が 耕した

tariyan-d'u man'+I 
畑 で 我らの

 
24:6  unu=fsan afta-ban borda=ju budaf'_a ab=u=y_a.. cerig-vn boljuf'_a en'e  

乗った 騸馬を 飼養し、 穀を 奪おう。 兵 の 約束は この

sar-Yin qorin  
月の 二十

 
24:7  doluf'an edvr Yangsimu-yin Dorbi-d'u kvr=ci ir_e=.. 

七 日 ヤンシム の ドルビ に 到 着せよ。
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文書 天聰ハーンがチョクト太后に送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

25:1  ○ qaf'an-I jarlif.. Cof_tu^tayiqu-d'u ilege=be.. Kitad-aca Auqan-I 
ハーンの 詔。 チョクト 太后 に 送った。 漢人 から アオハンの

Dara^eke-d'v ire=gsen bosqul 
ダラ・エケに やって来た 逃亡人

 
25:2  -Yin jiruf'uf'an[jirf'uf'an?] mori.. qoyar olbuf qoyar n'umu_tai-yi  

の 六頭 の 馬を、 二領の 綿甲、二張の 弓 とともに

ab=ci ge=n'em  caf'aja 
奪った という。 法度が

 
25:3  n'ige_tv ulus' bayi=tal_a yaf'un-d'u ab=u=bam..  tere ab=u=fsan-i  

一つの 国 でありながら、 何 で 奪ったのか。その 奪ったものを

qarif'ul=ju zg=gv=ltei bisi+v.. 
返してやるべき ではないか。
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文書 天聰ハーンがトシェート額駙に送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ juwan uyun de caharaci ukame jihe niyalmai medege be alaname tusiy_tu efu 
十 九 日 にチャハルから逃げて来た 者の 消息 を 告げるためにトシエト額駙

(2)  de boboi be tak@raha.. sun dugureng de sibatai be tak@raha.. 
に ボボイを 遣わした。 スン・ドゥーレンに シバタイを 遣わした。

 
 
26:1  【tusiy_tu efu..  sun dureng de tak@raha bithei gisun】Caqar-aca 

トシエト 額駙 スン・ドゥーレンに 遣わした 書 の 言葉 チャハルから
 
26:2  Boru^qorcin-I n'ige tayiji.. Kvndvlen^cvkegvr-Yin n'ige kvmvn f'urban  

ボロ・ホルチンの一人の タイジ、クンドレン・チュケグルの 一人の 者 三人の

ere qoyar em_e_t'ei 
男、二人の 女と一緒に
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26:3  bosaqul[bosqul?] ire=be.. Caqar Kitad-aca  sang ab=u=f'ad cai-gi yekele=jv  
逃亡人が 来た。 チャハルは 漢人から 倉を 奪い、 茶を 大い に

ab=ci Qurqan-I 
奪い ホルハンの

 
26:4  qay_a-aca jegvn qoyisi n'egv=be ge=nem.. olan-I vge  aru-yin jin'vng  

境 から 東 北 へ 移動した という。 衆人 の 話は、北のジノンが

Qalqa-aca 
ハルハから

 
26:5  qaf'aca=ju in'afsi bol=ba ge=jv tos=u=y_a ge=kv ge=nem.. jarimud-Yin  

離別して、 こちら方になった とて 備えよう という そうだ。 ある者たちの

vge  aru-d'u n'ige 
話は、北に 一

 
26:6  keseg ulus' bai ge=nem  tegvn-i dobtul=u=y_a ge=nem ge=jv.. jerdem vge bai  

群の 人々が いる そうだ。それを 攻撃しようと言っているというのは、流 言 だ

ge=nem.. labda 
という。 確かに

 
26:7  kiciye=kv     vge    Svn^dvgvreng      Dz'rben^kegvked Sira^mzren-ece qoyisi  

気をつけるべき 話は、 スン・ドゥーレンと、四 子が シラ・ムレンから 北の

af'ulan-I z'bvdvg 
山 の 麓

 
26:8  -ece ab=u=n bai ge=nem.. tegvn-d'v morida=qu bui   Gegen^qaf'an-I qota-yin  

から掠奪しているという。 それに対して出征する だろう。ゲゲン・ハーンの 城市 の

jegvn-d'e talbi=ju 
東 に 配置した

 
26:9  ge=jv vker qoni-gi tariyacin-i silf'a=ju cerig ab=ci aduf'u-ban ab=u=f'ad  

と 牛、 羊 を、農 夫 を 選んで、 兵を 率いて、馬群 を 連れて

yaf'ara=ju morida=ju 
急いで 出立して

 
26:10  n'egv=be ge=nem.. en'e qabur-Yin qubiya=fsan jisiyan-I f'ajar-a mzn  

移動した という。 この 春 の 仕分けた 割り当て の土地に 同様に

tabiyad qaraf'ul f‘arf'a=ju 
五十人ずつ 見張りを 出して

 
26:11  yaf'ara=ju ilege=.. 

急いで 派遣せよ。
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文書 天聰ハーンがトシェート・ハーンに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ juwan uyun de.. 
   十   九  日 に。 

 
27:1  Secen^qaf'an-u  jaralaf[jarlaf?].. Tvsiy_e_tv^qaf'an-du bicig ilege=be:: 

セチェン・ハーンの 詔。 トシェート・ハーン に 書を 送った。
 
27:2  oda tan-du Caqar-aca emiyegde=kv vgei.. Af'un-I aq_a degv-degen  

今、 汝らは チャハルを 恐れるべきで ない。アゴンの 兄 弟 に

kele=jv.. n'utuf-iyan 
告げて、（自分の）牧地を

 
27:3  baraf'un degegsi n'utufla=.. n'utuf oyir_a bol=qula yaf'um_a san'a=qu-du 

西 方に 居住せよ。 牧地が 近く なれば、 ものを 考えるの に

sayin bisi+v.. 
よい ではないか。

 
27:4  teyimv-yin ucir-i    ci vlv mede=kv buyu.. yambar ba  sanaf'_a-ban  

そのようにする 理由を 汝は 知らない のか。 どんな （自分の）考えであれ

Sangf'arjai-du  kele=jem:: 
サンガルジャイに 告げる（？）。

 
27:5  tarf'un afta-ban bvv ebde=:: turaqan afta-gi borduf'ul=.. F'orlus..  

肥えた 騙馬を 損なうな。 痩せた 騙馬 を 飼養せよ。 ゴルロス、

Jalayid.. doluf'an tayiji-n'ar.. 
ジャライド、七人の タイジ達、

 
27:6  Darqan^tayiji-yin kegvked-t'v sayin kvmvn-i elci jaru=ju..  

ダルハン・タイジの 子供 に すぐれた 者を 使者として 遣わして、

teden[tenden!]-I n'utuf-i tan-I jvg  tata=ju.. 
彼 ら の 牧地 を 汝らの 方へ 引き寄せて

 
27:7  kedvn  aqa degv bvgvdeger n'eyile=jv.. aru-yin Abaf'_a-luf'_a vrgvljile=jv  

何人かの 兄 弟が 皆 合流して、 北 の アバガ と 連なって

n'utufla=.. cin'adu tabun qosif'un 
居住せよ。 あちらの 五つの 旗の

 
27:8  n'utuf-i in'afsi es'_e tata=qula.. ali ba yabudal-du n'utuf qola ge=jv ese  

牧地 をこちらに引き寄せなかったら、 どんな ことでも 牧地が 遠い と言って 到

kvr=ci ire=kvle nige mzsvn  
着しなければ、 ついには
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27:9  dayisun bol=qu teden-I Daf'uur-i ijaf'ur-un kelelce=gsen f'ajar-a  
敵に なる。 彼ら の ダゴールを 元々 協議した 土地に、

qabur jzge=tvgei.. tan-I sibege-gi 
春 に 運ぶがよい。 汝らの 垣を
 

27:10  Ula-du jzge=y_e ge=ji kelelce=_be ge=nem.. bvv jzge=.. F'orlus'-aca  
ウラに 運ぼう と 協議した という。 運ぶな。 ゴルロスから

ab=u=fsan aduf'u-gi caf'ajan-I tof'_a-bar  
徴した 馬群 を 法度 の 数 に従って

 
27:11  ab=.. ilegv aduf'u-gi qarif'ul=ju zg=:: 

徴せ。余った 馬群 を 返して やれ。
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文書 天聰ハーンがトシェート・ハーンに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

28:1  【○ tere inenggi horcin de unggihe bithei gisun..】Secen^qaf'an-I jarlif.. 
     その   日、   ホルチンに 送った   書 の  言葉。   セチェン・ハーンの 詔。 
Tvsiy_e_tv^qaf'an-d'u bicig ilege=be.. Af'un-I yalatai ci 
トゥシェート・ハーンに 書を 送った。 アゴンの 罪がある

 
28:2  n'oyad..  yala vgei ci n'oyad.. mendv asaf'u=y_a ge=jv ire=kvi-gi qori=ju  

ノヤン達も、罪がないノヤン達も、 ご機嫌を伺おう と やって来るのを禁じて

bayilf'_a=.. afta 
やめさせよ。 騙馬

 
28:3  -yin kvci ebdere=kv.. aliba   yala-d'u tor=u=fsan n'oyad   afta-yin kvci-gi  

の 力が 損なわれる。いかなる 罪に 科された ノヤン達も 騙馬の 力 を

ebde=l_vgei    yabu=ju.. 
損ねること なく 行って、

 
28:4  kelelce=gsen caf'ajan-I vgen+degen kvr=ci yabu=qula keregtei bui j_a..  

協議した 法度 の 言の 通りに 行うことが、 必要 だろう。

kelelce=gsen vge+ben ebde=ged 
協議した （自分の）言を 破って、

 
28:5  afta-yin kvci ebde=n.. aliba   ayan-d'u    kvr=ci ire=l_vgei yabu=ju bayi=ji..  

騙馬 の 力を 損なって、いかなる 遠征に（も）到来すること なく いながら、

mendv asaf'u=y_a 
機嫌を 伺おう

 
28:6  ge=jv    ire=kv  yaf'un kereg.. 

と言って 来るのは なんの 事か。
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文書 天聰ハーンがタンシャイに称号を与えた文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ juwan emu de tangSai de  gebu  buhe  gisun.. 
十 一 日に タンシャイに 名を 与えた 言葉。

 
29:1  Secen^qaf'an-u  jarlaf.. Dalingqu-yin bayiri-du Tangxai-yi sayin yabu=ba 

セチェン・ハーンの 詔。 大 陵 河 の 陣で タンシャイが 立派に 行動した

ge=jv.. quyaf zg=cv Darqan^qosif'uci     cola zg=be.. 
と、 鎧を 与え、 ダルハン・ホショーチの 称号を 与えた。

 
29:2  egvn-ece qamuf-un elcid.  aliba    n'oyad..   ulaf'_a vlv unu=qu..  

これ より、衆 の 使者達も、いかなるノヤン達も、 タンシャイの 駅馬に乗らず、

sigvsv vlv ide=kv.. ene 
糧食を 食べない。 この

 
29:3  Darqan  col_a   vr_e-yin vr_e-dv kvr=tele vlv tasura=qu.. 

ダルハン の称号は 子々 孫々 に 至るまで 絶たれることがない。
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文書 天聰ハーンがスン・ドゥーレン等に送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ tere inenggi monggo de elcin unggihe.. 
   その  日に   モンゴルに 使者を 遣わした。 

 
30:1  ○ Svn^dvgvreng.. Bandi^vijeng..          Dalaqai^jayisang.. 

   スン・ドゥーレン、バンディ・ウェイジェン、ダラハイ・ジャイサン、 
Sayang^mergen..  Bambu^cvkegvr.. 
サヤン・メルゲン、バムブ・チュケグル、 

 
30:2  Dung^dayicing.. egvn-d'v Bayari.. 

ドン・ダイチン、 これ に  バヤリ（を遣わし）、 
 
30:3  ○ Dalai^cvkegvr..   Dara^eke..  Qayisa^baf'atur.. Dzrben^kegvked..  

   ダライ・チュケグル、 ダラ・エケ、 ハイサ・バートル、 四    子  
egvn-d'v Gvwendvi.. 
これ に  グウェンドゥイ（を遣わし）  

 
30:4  ○ Baf'arin.. Jisud.. Qara^cerig..  Qaracin^tvmed-Yin  n'oyad  

   バーリン、 ジソド、 ハラ・チェリグ、ハラチン・トゥメトの ノヤン達、 
tabunung-ud.. egvn-dv Sundari.. 
タボノン達    これ に ソンダリ（を遣わし）、 

 
30:5  ○ Auqan.. N'aiman.. Jaraf'ud-Yin baraf'un f'ar jegvn f'ar.. egvn-d'v 

アオハン、ナイマン、ジャロードの 右 翼、 左 翼 これ に

Ucitu..           【ere duin】 
オチト（を遣わした）。この  四 

 
(2)  niyalma be tak@raha bithei gisun 

人      を  遣わした  書の  言葉 
 
30:6  ○ qaf'an-I jarlif.. qosif'u+ban mede=kv n'oyad bvgvde aliba zg=kv ab=qu 

ハーンの 詔。 自分の 旗 を 司る ノヤン達は 皆 いかなる 渡し、受け取る

yalatan-i ab=u=n sin'_e sar_a-yin jirf'uf'an sine+de 
罪人    を 連れて 正     月     の   六   日    初   に 

 
30:7  Dzrben^kegvked deger_e cufla= en'e cif'ulf'an-d'u ese ire=kvle..  

四      子  の ところに 集まれ。この 集会        に  来なければ、 
cif'ulf'acin n'oyad   tegvn-I 
集まった     ノヤン達は 彼  の 
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30:8  deger_e baf'u=ju ulaf'_a unu=ju sigvsv ide=kv.. n'oyad vriy_e   dafaf_a  
ところに 留まり、 駅馬に 乗り、 糧食を 食す。ノヤン達は 三歳馬と 二歳馬に

un'u=.. eng yalatan 
乗れ。 並の 罪人は

 
30:9  vker temege un'u=.. afta-yin kvci bvv ebde=.. ile f'ar=u=fsan kedvn  

牛 と 駱駝に 乗れ。 騸馬 の 力を 損なうな。 明らか に なった 何人の

qulaf'ayici bol=u=sa 
盗人が であっても

 
30:10  bvgvde bari=ju ab=ci ire=.. qulaf'ayici-yi daldala=ju ker be orf'u=ju  

皆 捕えて 連れて 来い。 盗人 を 隠して、 もし 逃がして

bos=cu eci=kvle 
逃げて 行けば、

 
30:11  tegvn-I n'oyan-d'u_n'i yeke yalatai bui..  

そ のノヤン には、 大 罪と なる。
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文書 天聰ハーンがジャライト部などに送った文書［天聰 （ ）年正月 日］

 
(1)  ○ ice ilan de.. arui han i emu elcin.. taih@ i emu elcin.. dubai emu elcin ere  

初 三日 に。アロのハーンの一人の使者、太后の 一人の使者、ドバの一人の使者この

ilan  elcin de 
三人の 使者 に

 
(2)  emde suje..   jak@da morin buhe.. erei emgi han i budu mal genehe..  

一つずつの緞子、八頭ずつの馬を与えた。これととともに、ハーンの ？ ？ 行った。

esei  gamaha    bithei gisun.. 
彼等の持っていった書 の  言葉。

 
(3)  aroi urad gurun i han.. taih@.. kumu hong bagatur.. cok_tu buke noyan..  

北部のオラト国の ハーンと太后、 クムホンバートル、 チョクトブケノヤン、

tuba erke taiji.. 
トバエルケタイジ、

 
(4)  habu naiji noyan.. tumen darhan taiji.. mujai tural noyan.. tui hadan bagatur  

ハブナイジ ノヤン、トメンダルハンタイジ、モジャイトレルノヤン、トイハダンバートル

ese de 
彼等に

31:1  qaf'an-I jarlif bicig.. Jalayid  F'orlus' Eljige-yin kegvked.. n'ige morin-I  
ハーンの 詔 書。 ジャライド、ゴルロス、エルジゲの 子供達が 一頭の 馬 の

vn'e+ber tan-aca dzrbe tabu  mori 
値段 で 汝らから 四頭、五頭の 馬を
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31:2  ab=qu-yin tula.. tan-d'u qudal-iyar ayilf'a=ju zber-tv    bvv oru=tuf'ai  
買う ので、 汝らに 嘘 で 恐れさせて、別の所（？）に入らないように

ge=n'em   bisi+v..    teden-v 
と言っているではないか。彼らの

 
31:3  vgen-d'v bvv oru=.. Caqar-Yin qaf'an  Abaf'_a-yin jin'vng-d'v cerig  

言葉 に 乗るな。 チャハルの ハーンが アバガ の ジノン に 兵を

morda=fsan ucir-tu 
出したが 故 に

 
31:4  bide  Caqar-aca kele bari=ju ire=+ge=ji ilege=jv bile.. ter_e ilege=gsen-i  

我らは チャハルから 言質を 取って来い と派遣して いた。 その 派遣したことを

mede=jv jin'vng-i simda=ju 
知って、ジノンを 急いで

 
31:5  n'eke=l_vgei ger jvg     yaf'ara=ju qari=ji ge=le.. man'+I_ki  Kitad-tu  

追わずに、 家へ 向かって 急いで 帰った と言った。我らのものが キタドに

morda=fsan-i Caqar     mede=jv 
出征したの を チャハルが 知って

 
31:6  Dalayi-gi dobtal=u=f'ad.. man'+I cerig baf'u=fsan-i son'us=cu..  

ダライ を 攻撃して、 我ら の 兵が 駐留したの を 聞いて、

n'eke=n'em ge=jv emiye=jv yaf'ara=ju qari=ji  
追っていく と 危惧して、急いで 戻って

 
31:7  bayi=n'am.. Dalayi-yin ulus'-aca.. tan-I keltegei    saf'u=fsan-i 

いる。 ダライ の 国 から、 汝ら が 偏って（？）居住したことを

Caqar    mede=jv .. oda  tan-d'u 
チャハルが知って、 今や、汝らに（対して）

 
31:8  morda=qula tan'+i ken emvgle=kv bui yaf'ara=l_vgei yabu=ju mzr-tv tan-I  

出征すれば、汝らを 誰が守 る の か。急ぐことなく 行って道に （←汝らの）

oru=ju vlv ab=qu buyu.. 
入って 略奪しない か。

 
31:9  ulus' mal-iyan abta=fsan qoyin'a man'+I jvg oru=baci kereg buyu.. man+du  

民 と 家畜 が 取られた 後、 我らの 方に 降っても 役に 立つのか。我らと

n'eyile=kvle tan-d'u 
合すれば 汝らにとって

 
31:10  amur bisi+v:: 

安泰 ではないか。
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文書 天聰ハーンがガルジョー・セデルに送った文書［天聰 （ ）年正月 日］

(1)  tere ubasi elcin 
その使者・ オバシ 

(2)  de unggihe bithei gisun 
に  与えた  書 の  言葉 
 

32:1  Secen^qaf'an-I  jarlif bicig.. F'aljaf'u^seder-tv  ilege=be.. ijaf'ur-aca 
セチェン・ハーンの 詔 書。 ガルジョー・セデル に 送った。 元 より

edvge bol=tala ende  elci  tasura=l_vgei 
今 まで ここに 使者を 絶えることなく

 
32:2  yabuf'ul=ba ci.. alus'-Yin yabudal-i vlv mede=kv aq_a degv-iyen[!] vgen-d'v  

遣わした、 汝は。遠く の 出来事 を 知らない 自分の兄 弟の 言 を

oru=ju   buruf'u yabudal-iyar 
信用して、 悪い 行い を

 
32:3  yabu=qu cini   yaf'u+bi.. Dvnggei-d'v morda=qu-d'u es'_e morda=ba.. tegvn-I  

歩むのは （←汝が）何だ。 ドゥンゲイに 出征する時に 出征しなかった。 その

qoyin'_a Kitad-Yin qaf'an-I 
後、 キタド の ハーン の

 
32:4  qota-d'u morda=qu-d'u  es'_e morda=ba.. tegvn-I qoyin'_a qabur-Yin  

城 に 出征する 時には 出征しなかった。 その 後、 春 の

cif'ulf'an-d'u es'_e ire=be.. 
集 会 に 来なかった。

 
32:5  Dalingqu-d'u morda=fsan-d'u bas'_a ese morda=ba   en'e yabudal tan'+I  

大陵河 に 出征した 時に も 出征しなかった。この 行いは （←汝らの）

jzb buyu.. tengri ker be 
正しい か。 天が もし
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32:6  man'+i qayirala=ju Kitad  Caqar   qoyar+i_gi doruyitaf'ul=u=fsan qoyin'a..  
我ら を 愛しんで、 キタドと チャハル の二つを 衰えさせた 後、

ta   yabu=qu saf'u=qu f'ajar ol=qu 
汝らが行く所 住む 所を 得るのは

 
32:7  berke bui j_a.. en'e vge min'v bardam bisi..  tengri man'+i_gi qayirala=ju  

困難で あろう。 この 言は（←私の）奢りではない。天が 我ら を 愛しんで

yabu=qu-d'u   yeke tzrv 
いる 時には 大 道 が

 
32:8  oyir_a bol=jam..  oda ci bol=u=sa uridu buruf'u+ban  mede=jv egvn-I qoyin'a  

近く なる（だろう？ 。今、汝 は 以前の（自らの）非を 悟って、この 後

aliba   ayan cerig-tv 
いかなる 遠 征 でも
 

32:9  boljiyan-I f'ajar-a urid kvr=cv ire=jv afta-yin kvcv-gi ebde=l_vgei  
約 束 の 所に 先に 到着して、 騸馬の 力 を 損なうことなく

yabu=ju.. n'utuf-iyan 
行き、（自らの）牧地を

 
32:10  qoyisi qaru=l[qara=l?]_vgei yabu=ju.. N'eligvd^daf'ur-iyan inafsi  

戻り 見ることなく 行き、 ネリグド・ダグルを こちらへ

jzge=jv      yabu=qula  uridu  maf'u-gi  
運んで（？） 行くならば、 以前の 非を

 
32:11  tan'+I n'eke=jv  yala ki=kv vgei.. mzn ijaf'ur-Yin buruf'u yabudal-i  

←汝らの 追及して 罰 と し ない。 同じ様に 元の 悪 行を

ese orki=ju 
捨てずに

 
32:12  yabu=qula man-d'u elci yabuf'ul=ju yaf'u+ki=m.. dayisun-I yosu+bar yabu=  

行くならば、我らに 使者を 派遣して どうするのか。 敵の 道を 行け、

ta.. 
汝らは。
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文書 申年の法度［天聰 （ ）年正月 日］

33:1  ○ qaf'an-I jarlif-iyar 
ハーンの 詔 によって

 
33:2  mecin jil-vn qabur-un ekin sara-yin arban n'aiman'-a caf'aja eske=be..  

申 の 年 の 春 の 初の 月 の 十 八日 に 法度を 剪裁した。

n'oyad   ire=kv bosqul-i ala=qula arban ayil ab=qu.. 
ノヤン達がやって来る 逃亡人を 殺せば、十 戸を 徴する。
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33:3  qaracu kvmvn ala=qula kedvn ala=fci   kvmvn-i  bvgvde-yi ala=qu..  
平 民が 殺せば 何人でも 殺しをした者 を、皆 殺す。

n'oyan-i[ni?] ala=fci kvmvn-i f'arf'a=ji zg=kvle  tere ala=fci 
ノヤンが 殺しをした 者を 出して 与えれば、その 殺しをした

 
33:4  kvmvn-I mal-i n'oyan-i[ni?] ab=qu.. gereci-ber f'ar=qula   tere kvmvn-I  

者の 家畜を ノヤンが 取る。 訴えによって 発覚すれば、その 者 の

mal-i ni bosqul-Yin jori=fsan n'oyan.. 
家畜 を 逃亡人 が 目指した ノヤンと

 
33:5  gerecile=gci kvmvn qoyar qaf'as' ab=tuf'ai..  jori=fsan n'oyan-i[ni?]  

訴えた 人の 二人が 半分（ずつ）取るがよい。目指した ノヤン が

ese f'ar=qula.. 
出なければ、

 
33:6  qaf'an  ab=qu.. gerecile=gci kvmvn-d'v qaf'as'-yi+n'_i zg=kv.. n'oyad  

ハーンが 徴する。 訴えた 人 に 半分 を 与える。ノヤン達が

qulaf'ai daldala=ju maf'u+du oru=fsan qoyin'a qulaf'ai 
盗人を 隠匿して、 悪い行いを した 後、 盗人

 
33:7  mzn bol=ju qoyin'a gereci-ber f'ar=qula  tere n'oyan-aca qorin aduf'u qoyar  

に なって、後に 訴えによって 発覚すれば、そのノヤン から 二十頭の馬群、二頭の

temege ab=qu.. qulaf'ayici-yin eki 
駱駝を 徴する。 盗 賊 の 頭

 
33:8  n'ige kvmvn-i ala=qu.. elci f'arf'a=qu oru qolbaf'_a  eme kzbegvd-i jolif  

一 人 を 殺す。 使者を 出す 、代わりに 倍を取り、女と 子供を 代替

vgei bari=ji zg=kv.. tere 

なく 捕えて 与える。その
 
33:9  n'zkvr qulaf'ayici-yi qara bey_e ni f'arf'a=ju eme kzbegvd ger mal-i ni  

仲間の 盗人 を 単 身 出して 女と 息子達、家と 家畜 を

tala=ji ab=cu mal-Yin ejen  
没収して、 家畜の 主と

 
33:10  gereci kvmvn qoyar qaf'as' ab=qu.. n'oyan-i[ni?] zbesvben f'arf'a=ju  

訴えた人 二人が 半分（ずつ）取る。ノヤン が 自ら 出して

zg=kvle  qulaf'ayici-yin eme kzbegvd vle=gsen 
くれれば、盗人 の 妻と 息子達、 残った

 
33:11  ger mal-i ni n'oyan-i[ni?] ab=tuf'ai.. qara bey_e kvmvn qulaf'ai ki=kvle  

家と 家畜 を ノヤンが 取るがよい。（単 身の？） 者が 盗み を すれば、

tere qosif'un-I n'oyan-aca oru     qolbaf'_a 
その 旗 の ノヤン から 代わりに 倍を

 
33:12  ab=qu.. qulaf'ai ab=u=fsan mal-i eber-iyer kvr=ci vsvn-iyen bari=qula mzn  

取る。 盗人が 取った 家畜の 角に 触って、毛を 握れば、 同様に

alalf'an-I yala-d'u bafta=qu.. arban 
殺し の 罪 に 含 まれる。 十
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33:13  ayil-d'u n'ige daruf'_a talbi= tere arban ayil-aca qulaf'ai f'ar=qula tere  
戸 に 一人の 長を 置け。 その 十 戸 から 盗人 が 出れば、 その

daruf'_a-aca qoyar mori ab=qu.. 
長 から 二頭の 馬 を 徴する。

 
33:14  daruf'_a f'arf'a=ju zg=kvle  gereci-yin yosu+bar ab=tuf'ai.. daruf'_a  

長が （盗人を）出して くれば、 証 人 として 取るがよい。長 を

ese talbi=qula tere n'oyan-aca  tabun 
置か なければ、 その ノヤン から 五頭の

 
33:15  mori ab=qu.. tere ab=u=fsan mori-yi ejen gereci kvmvn qoyar qaf'as'  

馬を 徴する。その 徴した 馬 を 主人と 訴えた人の 二人が 半分（ずつ）

ab=tuf'ai.. aliba yala+i_yi 
取るがよい。いかなる 罪をも

 
33:16  f'adafsi gerecile=be ge=jv  n'oyan-i[ni?] baf'ala=qula tere n'oyan-aca  

外に対して 訴えた と言って ノヤンが 処罰すれば、 その ノヤン から

n'aiman mori n'ige temege ab=qu.. baf'ala=ji ab=u=fsan 
八頭の 馬、 一頭の 駱駝を 徴する。 処 罰して 徴した

 
33:17  mal+i ejen-d'vni qarif'ul=ji zg=kv.. eber     mzr          qoyar-tu  

家畜を その主に 戻して 与える。 訴えた人と 訴えられた人の 二人に、

elci  eberle=gci kvmvn qoyar.. f'agca[!] mal bol=qula yalatu 
使者と 密告 者に 二人は、 一頭の 家畜で あれば、 罪ある

 
33:18  kvmvn-ece ab=tuf'ai.. qoyar mal bol=qula   mal-Yin ejen-ece ab=qu.. 

者 から 取るがよい。二頭の 家畜 であれば、 家畜の 主 から 取る。
 
33:19  ◎.. n'oyad ire=kv    bosqul-i ala=fsan  arban ayil.. n'oyad qulaf'ai  

ノヤン達が 到来した 逃人者を 殺した（ら）十 戸、 ノヤン達が 盗人を

daldala=ju maf'u+du  oru=fsan qoyin'a.. qulaf'ai 
隠匿して、 悪いことを した 後、 盗みが

 
33:20  f'ar=qula tere n'oyan-aca qorin  aduf'u qoyar temege.. n'oyad gereci-yi  

出れば、 その ノヤン から 二十頭の 馬群、 二頭の 駱駝、 ノヤン達が 訴えた人を

f'adafsi  gerecile=be ge=jv   baf'ala=qu_la 
外に対して 訴えた と言って 処罰すれば

 
33:21  tere n'oyan-aca n'aiman mori n'ige temege.. en'e jasaf-iyar  ab=u=fsan-i 

その ノヤン から 八頭の 馬、 一頭の 駱駝。 この 法度によって 徴したものは
 
33:22  qaf'an  ab=qu  bol=ba.. 

ハーンが 取る ことになった。
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文書 天聰ハーンがナイマンのダルハン・バートルに送った文書［天聰 （ ）年 月

日］

(1')  j@we biya 
二 月

 
(1')  j@we Sanggiyan 

二日 庚
 
(1)  ○ juwe biyai ice juwe de garma taiji de emu suje.. jak@n morin buhe.. garma taiji 

二 月 初 二日に ガルマタイジ に 緞子一つ、馬八頭を与えた。ガルマタイジは

juSen  gaji 
奴才を持って来い

 
(2)  seme habSame jihe bihe.. ede jafabufi      naiman i  darhan  h@ng bagatur de  

と 告訴しに 来た のだ。 これらを手に取らせて、ナイマンのダルハン・ホンバートルに

unggihe bithe i gisun.. 
送った 書   の  言葉。
 

(3)  han  hendume.. cahar i han    uksun  mukun be gemu wafi.. funcehe uksun  
ハーンの命令。 チャハルのハーンは自分の親戚 をすべて殺して、残った親戚である

suweni g'arm_a 
汝らのガルマ、

 
(4)  ah@n deo de acaki seme jihebikai.. ere be darhan h@ng batur.. naiman i  

兄弟と一緒になろう と 来たのだ。 これ をダルハンホンバートル、ナイマンの

beise suwe gemu gosime 
ノヤン達が汝らを 愛しんで、

34:1  qaf'an-I jarlif.. Caqar-Yin qaf'an tzrv=gsen tzrvl-iyen gvm ala=ju  
ハーンの 詔。 チャハルの ハーンは （自分の）肉 親を すべて 殺して、

vle=gsen tzrvl tan+I   Harm_a..      tzrvl-d'egen 
残った 親戚 （←汝らの） ガルマは、 （自分の）親戚と

 
34:2  n'eyile=y_e ge=jv ire=jem bisi+v.. egvn-i Darqan^qung^baf'atur..  

一緒になろうとやって来たのではないか。これをダルハン・ホン・バートル、

N'aiman-I n'oyad  ta    bvgvdeger qayirala=ju 
ナイマンのノヤン達 汝らは 皆で 愛しんで、
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(5)  gurun ulha ajige ajige[ajiga!] bujiken.. ede buhe seme.. suwe yadambio..  
民と 家畜を 与える べき だろう。 それに与えても 汝らは貧乏になるのか。

jobofi jihe 
苦しんできた

 
(6)  ak@n deo be gosime ujici..    goroki donjici hanciki tuwaci gebu sain kai 

兄弟達 を 愛しんで 受け入れれば、遠くに聞けば 近くに 見れば 名が良いだろう。
 
(7)  jinung.. batur abai be gosime ujire be suwe gemu sahak@n.. 

ジヌンバートルがアバイを愛しんで養うのを 汝ら 皆が見ていないのか。

 
34:3  bafaq'an czgvken ulus' mal zg=gv=ltei bisi+v..  egvn-d'v zg=be ged ta  

いささか 少しく 民 と 家畜を与えるべきではないか。これに与えたとて 汝らは

vgegvre=kv buyu.. joba=ju  ire=gsen 
困窮する か。 苦しんで やって来た

 
34:4  aq_a degv-ben  qayirala=ju ab=cu yabu=qula qola oyir_a son'us=qu n'er_e-d'v  

（自分の）兄 弟を 愛しんで、受け入れて 行くならば、遠くに 近くに 聞く 名に

sayin bisi+v.. Jin'vng^baf'atur 
良い ではないか。ジノン・バートルが

 
34:5  Abai-gi qayirala=ju ab=cu yabu=qui-gi ta bvgvdeger es'_e vje=be+v.. 

アバイを 愛しんで 受け入れて 行くのを 汝らは 皆 見なかったか。
 
34:6  Secen^qaf'an-I   jirf'udaf'ar on qabur-un dumdadu sar_a-yin qoyar sin'_e.. 

セチェン・ハーンの 第 六 年、 春 の 中の 月 の 二 日 初。
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文書 天聰ハーンがハラチンのトゥメド・オモブチュケグルに送った文書［天聰 （ ）

年 月 日］

 
(1)  ○ orin nadan de qaracin i tumet ombu cuher   de unggihe bithei gisun.. 

二十 七日 に ハラチンのトメド・オムブチュケルに 送った 書 の  言葉。
 
35:1  qaf'an-I jarlif.. cilaf'un-d'u cabci=fsan bicig metv ge=kv bol=u=sa..  

ハーン の 詔。 石 に 刻んだ 書の ようだ という ならば、

n'idunun kevken     ulus'-iyan.. eci=jv bolf'uf'a=ju ire=sv 
去 年、（自分の）娘と 民を 行って 慰めて 来よう

 
35:2  ge=gsen-d'v.. jzb+ki=jv quyaf mori zg=be.. eci= ge=gsen caf-tu  

とした 時、 承諾して 鎧と 馬を 与えた。行け と言った 時 に

eci=l_vgei..  zbesvben bayi=f'ad ayan 
行くこと なく、自ら 止めて 、 遠征が

 
35:3  siqam bol=u=fsan-d'u eci=y_e ge=kv tere vge cin'i    yaf'u+bi..  

近くに なった ときに 行こう という その 言は （←汝の）何か。

un'u=qu afta vgei bol=u=sa en'e ayan-d'u 
乗る 騸馬がない ならば、 この 遠征 に

 
35:4  cin'i bey_e saf'u=.. ayan baf'u=fsan qoyin'_a eci=jv  ulus' kevken-iyen  

汝 自ら 留まれ。 遠征が 終わった（？）後、 行って、（自分の）民 と娘を

bolf'uf'a=ju ire=.. 
慰 め て 来い。
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文書 天聰ハーンがハラチンのチョスキに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ orin uyun de horcin i cosgi   de unggihe bithei gisun.. 
二十九日 に ホルチンのチョスキに 送った 書 の  言葉。

 
36:1  Secen^qaf'an-u  jarlif bicig.. Coski-d'u ilege=be.. ayan cif'ulf'an  

セチェン・ハーンの 勅 書。 チョスキに 送った。 遠征と 集会の

qoyar-tu vlv ire=m ta.. qajif'ai buruf'u 
二つ に 来ない 汝らは。 間違った（ところに）

 
36:2  n'utufla=ju yabu=ju  ulus' mal-iyan abta=f'ad  ende kele=kv kereg buyu..  

居住して 行って、（自分の）民と家畜を取られて ここで言う ことがあろうか。

bol=ba    yaf'u+bi     tan-I   maf'u-gi 
それでも、何があるのか。 汝らの 非を

 
36:3  san'a=mu.. cufla=qu boljuf'an-I f'ajar-a ire=.. tende kelelce=y_e.. 

思う。 集 ま る 約束 の 土地 に 来い。 そこで 話し合おう。
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文書 天聰ハーンがハラチンに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

(1)  ○ ice ninggun de hara hosio de deduhe tere dedun de emu ihan juwe honin wafi 
初 六日 に ハラホショに宿泊した。その宿泊したところで牛一頭、羊二頭を殺して

 
(2)  han ini g@sai geren bayara.. bayarai tui ejede kirui ejede monggo taijisa ..  

ハーンの 旗の 多くの護衛兵、 護衛兵 の 大臣、 旗の 主、 モンゴルのタイジ達、

talingkoo i ice  
大 陵 河 の新しい

 
(3)  nikan hafan se be sarilaha.. tere dedun de    haracin  i  monggo  

漢 の 大臣達 を（招いて） 宴会をした。その 宿泊所でハラチン の モンゴル

beise   de wasimbuha bithei  
ノヤン達に 下付した 書の

 
(4)  gisun 

言葉。

 
37:1  ○ qaf'an-u jarlaf ayan cerig morda=qu-d'u ger-tece f'ar=u=n jasaf  

ハーンの 詔。 遠征 に 出る 時、（自分の）家から 出て、法

caf'aja+i_gi umarta=l_vgei  cing-e bari=ju yabu=.. 
度 を 忘れること なく、誠を 持って 行け。

 
37:2  qorin kvmvn-d'v n'ige yeke daruf'_a..  n'ige baf'_a daruf'_a talbi=..  

二十 人 に 一人の 大 長 と 一人の 小 長を おけ。

curkira=ju yeke daf'un bvv f'ar=.. yeke daf'un f'ar=qula.. qosif'un-I ejen.. 
騒いで 大 声を 出すな。 大 声が 出るならば、 旗 の 主、

 
37:3  n'utuf-Yin ejen.. f'al-Yin ejen.. qorin kvmvn-I daruf'_a eden-dv  

ノトク の 主、 火 の 主、 二十 人 の 長、 これらに

yala_tai.. daf'un f'ar=u=fsan kvmvn-i caf'aja+bar janci=qu.. yabu=qu-d'u 
罪がある。 声が 出た 人 を 法度によって 打つ。 行軍に際して

 
37:4  tuf-aca qaf'aca=ju n'ijiged qosiyaf'ad yabu=qu kvmvn-i bari=ju tere  

纛 から 離 れ て、 一人ずつ、 二人ずつ 行く 者 を 捕えて、 その

qosif'un-I ejen-d'vn'i kvrge=jv  f'urban lang mznggv ab=.. usun 
旗 の 主 に 送り届けて 三 両の 銀 を 徴せ。 水と

 
37:5  tvlegen-d'v   ilege=kv+dv    tabun kvmvn-ece degegsi qorsif'ul=ju ilege=..  

薪（を取り）に（人を）遣る時は 五 人 以上を 協力させて 遣れ。

f'al alda=qula ala=qu yala.. quyaf-aca dof'ufsi sidar-aca 
火事を起こせば、 死 罰。 鎧 より 下に、 身近（？）より

 
37:6  degegsi aliba  yaf'uman-d'u bv'gvde bicig bici=.. morin-d'u tamaf'_a  

上に いかなる 物にも すべて 書を 書け。 馬 に 烙印を

daru=.. del segvl-dv bicig uy_a=..   qajaf'ar n'ofta-gi qulaf'ai  
押せ。 鬣と 尾 に 書 を 結び付けよ。轡 と おもがいを 盗め
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37:7  ki=kvle.. ama+i n'i jaf'a=qu.. toqum-i qulaf'ai ki=kvle n'iruf'un-i  
ば、 口 を（←その） 割る。鞍敷きを 盗め ば、 背 を

qaf'ala=qu.. cider-i   qulaf'ai ki=kvle borbi n'i oftul=qu.. taulai  
折 る。（馬の）脚紐を 盗め ば、 踵（←その） を 切る。兔 と

kirf'uul-d'u 
雉 を

 
37:8  dobtul=qula sayin kvmvn bol=u=sa arban lang mznggv ab=qu.. maf'u kvmvn-i  

追え ば、優秀な 者 ならば、 十 両の 銀を 取る。 悪い 者 は

janci=qu.. 
打つ。
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文書 申年の法度［天聰 （ ）年 月 日］

 
(1')  juwan biya 

十 月
 
(1')  juwe Sanggiyan 

二日 庚
 
(1)  jirgalang beile.. sahaliyan beile  monggo  gurun de culgame   

ジルガラン・ベイレ、サハリヤン・ベイレがモンゴル 国 に 集い

genefi  Sajin toktobume buhe  bithei  
来て、 法度を 定めて 与えた 書の

 

38:1  【gisun..】qaf'an-u jarlaf-iyar.. Jirf'alang^n'oyan.. Saqaliyan^n'oyan.. mecin  
言葉。 ハーン の 詔 により、 ジルガラン・ノヤン、 サハリヤン・ノヤンは 申

jil-vn ebvl-vn ekin 
年 の 冬 の 初の
 

38:2  sar_a-yin tabun sin'e+de Siraljitai-d'u eci=jv n'utuf-un jisiyaf'_a-yi  
月 の 五日 初 に シラルジタイ へ 行き、 牧地 の 割当 を

jaf'a=ju zg=gv=ged.. 
教 え て やって、
 

38:3  caf'aja eske=be.. Moncuf-aca   Baf'_a^sar-tu kvr=tele Svn^dvgvreng..  
法度を 剪裁した。モンチョクからバガ・サル に までは スン・ドゥーレン（に）、

Baf'_a^sar-aca Qutaci 
バガ・サル から ホタチ

 
38:4  -d'u kvr=tele Baf'arin..  Qutaci-aca  Quwadang-d'u kvr=tele Auqan N'aiman..  

ま で は バーリン（に）、ホタチから ホワダン までは アオハン・ナイマンに、

Quwadang-aca Biruf'u 
ホワダン から ビロート・

 
38:5  _tu^qangf'an-d'u kvr=tele Dzrben^kegvked Dalai..    Biruf'u_tu^qangf'an-aca  

ハンガン までは 四 子 ダライ（に）、 ビロート・ハンガンから

Darqan-d'u kvr=tel_e 
ダルホン までは

 
38:6  Jaraf'ud..    jisiyan-I n'utuf-aca bisi kvmvn-I n'utuf-tu n'oyad oru=qula  

ジャロード（に）。割当 の 牧地 から 他 人 の 牧地 に ノヤン達が 入るならば、

arban aduf'u.. 
十頭の 馬群、
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38:7  qaracu kvmvn oru=qula  daruf'_a-aca n'ige  mori ab=qu.. Sira^mz'ren-i  
平 民が 入るならば 長 から 一頭の 馬を 徴する。シラ・ムレン を

f'ar=qula dayisun-I yosu 
越えれば 敵 とし

 
38:8  -bar ki=kv.. ire=kv bosqul-i  n'oyad   ala=qula.. arban ayil ab=qu.. qaracu  

て 扱う。 到来した 逃亡人を ノヤン達が 殺せば、 十 戸を 徴する。 平

kvmvn ala=qula   kedvn 
民 が 人を殺せば、何人（でも）

 
38:9  ala=fci  kvmvn-i bvgvde-yi ala=qu.. em_e kegvked ger mal-i n'i jori=fsan  

殺しをした 者 を すべて を 殺す。 女、 子供、 家と家畜 は（逃亡人が）目指した

n'oyan-i[ni?] ab=tuf'ai 
ノヤン が 取るがよい。

 
38:10  n'oyad  ala=fci  kvmvn-i f'arf'a=ji zg=kvle tegvn-I em_e kegvked ger mal-i  

ノヤン達が 人を殺した者を 差 し 出 せ ば、 その 女、子供、 家、 家畜は

f'arf'a=fci n'oyan ab=tuf'ai.. 
差し出した ノヤンが 取るがよい。

 
38:11  jori=fsan          n'oyan-d'u oru  qolbaf'_a zg=tvgei.. gereci-ber  

（逃亡人が）目指したノヤン に 代わりに倍を 与えるがよい。 訴えによって、

f'ar=qula      tere ala=fci kvmvn-I em_e kegvked 
犯人が 出れば、その 人を殺した者 の 女、 子供

 
38:12  ger mal-i n'i bosqul-Yin jori=fsan n'oyan gerecile=gci kvmvn qoyar  

家、 家畜 を 逃亡者が 目指した ノヤンと 訴えた 人 の 二人が

qaf'as'     ab=tuf'ai.. n'oyad 
半分（ずつ）取るがよい。 ノヤン達が

 
38:13  qulaf'ai ki=kvle jaf'un aduf'u arban temege ab=qu.. qaracu kvmvn qulaf'ai  

盗みを すれば、 百頭の 馬群、 十頭の 駱駝を 徴する。 平 民が 盗みを

ki=kvle kedvn qulaf'ayici 
すれば、 何人の 盗人

 
38:14  -gi bvgvde-gi ala=qu.. em_e kegvked ger mal-i jolif vgei bari=ju zg=kv..  

でも すべて を 殺す。 女、 子供、 家、家畜を 代替 なく 捕えて 与える。

mal-Yin ejen 
家畜の 主と

 
38:15  gerecile=gci kvmvn qaf'as'    ab=tuf'ai.. qulaf'ayici-yin daruf'_a-aca qoyar  

訴えた 人が 半分（ずつ） 取るがよい。盗人（が出た所）の 頭 から 二頭の

mori ab=qu.. qulaf'ayici 
馬を 徴する。 盗人

 
38:16  -gi n'oyan-i[ni?] zbesvben f'arf'a=ju zg=kvle oru qolbaf'_a elci qara=qu 

を ノヤン が 自ら 差し 出 せ ば、 代わりに 倍を、 使者が 見る（？）、

zg=tvgei.. em_e kegvked vle=gsen ger 
与えよ。 女 子供、 残った 家と
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38:17  mal-i n'i n'oyan-i[ni?] ab=tuf'ai.. qara bey_e kvmvn qulaf'ai ki=kvle tere  
家畜を（←彼の）ノヤンが 取るがよい。 単身の（？） 者が 盗みを すれば、その

qosif'un-I n'oyan-aca oru 
旗 の ノヤン から 代わりに

 
38:18  qolbaf'_a elci qara=qu ab=qu..   qulaf'ai ab=u=fsan mal-i eber-iyer kvr=cv  

倍を 使者が 見る（？）、徴する。盗人が 奪った 家畜 の 角 に 触れて、

vsvn-iyen bari=qula 
毛 を 握れば、

 
38:19  mzn  alalf'an-I yala-d'u bafta=qu.. qulaf'ayici-gi daruf'_a f'arf'a=ju  

同じく 殺人の 罪 に 含まれる。 盗人 を それの長が 差し

zg=kvle mzn   gereci-yin 
出せば、 同様に 訴え の

 
38:20  yosu+bar     ab=tuf'ai.. n'oyad  qulaf'ayici-gi daldala=ju maf'u-d'u oru=ju  

きまりによって 取るがよい。ノヤン達が 盗人 を 隠して、 悪事 を して、

qoyin'a qulaf'ai mzn bol=ju 
後で 盗人 と なって

 
38:21  gereci-ber  f'ar=qula  tere  n'oyan-aca qorin aduf'u qoyar temege ab=qu..  

訴えによって 発覚すれば、その ノヤン から 二十頭の馬群、二頭の駱駝を 徴する。

ayil-Yin daruf'_a 
戸の 長

 
38:22  -gi ala=qu.. arban ayil-d'u n'ige daruf'_a talbi=.. daruf'_a  

を 殺す。 十 戸 に 一人の 長を 置け。 長 を

ese talbi=qula tere n'oyan-aca 
置かなければ、 その ノヤン から

 
38:23  tabun mori ab=qu.. aliba yala-gi f'adafsi gerecile=be ge=jv n'oyan-i[ni?] 

五頭の 馬を 徴する。いかなる罪を も 外に対して 訴えた と言って ノヤンが

baf'ala=qula baf'ala=fci 
処罰すれば、 処罰した
 

38:24  n'oyan-aca arban aduf'u n'ige temege ab=qu.. baf'ala=ju ab=u=fsan mal-i  
ノヤンから 十頭の 馬群、 一頭の 駱駝を 徴する。処罰して 取った 家畜を

ejen-d'vn'i qarif'ul=ju zg=kv.. 
（元の）主 に 返して やる。
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38:25  eber     mzr       qoyar-tu elci eberle=gci kvmvn qulaf'ayici-aca ab=tuf'ai..  
訴えた者 訴えられた者 二人に 使者 訴えた 者が 盗人から 取るがよい。

qulaf'ai ab=u=fsan mal-i 
盗人が 奪った 家畜を

 
38:26  bari=qula bari=fci kvmvn n'ige songf'udaf ab=tuf'ai  qulaf'ayici-gi qoyar  

捕えれば、 捕えた 者が 一頭を 選んで（？）取るがよい。盗 人 を 二人の

n'oyad  jokica=ju  ese 
ノヤンが 合意して

 
38:27  ala=qula        qoriyad aduf'u   qosiyad temege ab=qu.. nengjigvl  

殺さなないならば、二十頭ずつの馬群、二頭ずつの駱駝を徴する。探索を

ese zg=kvle  alalf'an-I yala-d'u 
与えなければ、 殺す 罪に

 
38:28  bafta=ba  n'utuf-tu mzn edvr   mzr    oru=qula siqa=qu bol=ba.. jif'ulcin  

含まれた。牧地 に 同じ日に訴えられた人が入れば、審問することになった。衆の（？）

kvmvn-i ulaf'acila=qu bol=ba.. 
人 に 乗馬を提供すること になった。

 
38:29  ese ulaf'acila=qula  sidvleng vker ab=tuf'ai.. aliba   jvg-ece dayisun  

乗馬を提供しなければ、 三歳の 牛を 徴するがよい。いかなる 方角からでも敵が

ire=jv jaq_a-yin ulus'-i  
来て、 境 の 民 を
 

38:30  dobtul=u=qula aliba   qosif'u ger mal-iyan dotafsi bolf'u=f'ad cerig-iyen  
攻撃 す れ ば、いかなる 旗も 家と 家畜 を 中へ 移動して、（自らの）兵を

bvgvde ab=cu 
すべて 率いて

 
38:31  dobtul=u=fsan jvg-tvr yaf'ara=ju cufla=.. ese cufla=fsan n'oyad-i  

攻撃があった 方へ 急 き 集まれ。 集まらなかった ノヤン達は

ulus'-aca  f'arf'a=qu.. 
国 から 追放する（？）。

 
38:32  cufla=fsan qoyin'a n'eke=kv   qal=qu-gi   bvgvdeger jzble=jv mede=.. qorin  

集 結 し た 後、 追跡する（か）討伐する（か）を皆で 議して決めよ。 二十人の

saf'adaf_tu kvmvn bos=qula    zber 
矢筒を持つ 者が 逃亡すれば、 自分
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38:33  -vn qosif'u n'eke=tvgei.. qorin saf'adaf_tu kvmvn-ece degegsi bos=qula  
の 旗が 追うがよい。 二十人の 矢筒を持つ者 より 上が 逃亡すれば

qorsi=fsan qosif'u 
連合した 旗が

 
38:34  bosqul-Yin dang-iyar n'eke=tvgei.. ese n'eke=kvle qorin aduf'u qoyar  

逃亡者 の 単独？ で 追うがよい。 追跡しなければ、 二十頭の 馬群、二頭の

temege ab=qu.. bvkvl_i 
駱駝を 徴する。 旗

 
38:35  qosif'u bos=qula aliba    qosif'u ilf'af'_a vgei cerig-vn yosu-bar morda=ju  

全体が 逃亡すれば、如何なる 旗も 区別 なく、 軍 の 規則によって 出征して

n'eke=kv..  ese 
追 う。

 
38:36  n'eke=gsen    n'oyad-i mzn   ulus'-aca f'arf'a=qu bol=ba..  aliba kvmvn  

追跡しなかったノヤン達を 同様に 国 から 追い出すこと になった。いかなる者も

bosqul   n'eke=kvle      ekile=gci   kvmvn-i 
逃亡人を 追跡すれば、（盗人の）頭である 者を

 
38:37  ala=qula tegvn-I olja-gi n'eke=gsen kvmvn ab=tuf'ai.. ekile=gsen kvmvn-i  

殺せば、 彼 の 獲物 を 追跡した 者が 取るがよい。頭である 者 を

f'arf'a=qula olja-gi 
逃がせば（？）、獲物を

 
38:38  vlv zg=kv.. aliba  yala+i_gi ab=qu kvmvn yala-yin ejen   tusaf'ar  eci=jv 

与えない。 いかなる 罪をも 受ける 者は 罪の 主人（？）が 単独で 行って、

kelelce=jv  ab=.. 
協議して 受けよ。

 
38:39  ker be ese zg=kvle  zber-vn qosif'un-I jasaf-Yin n'oyad-aca elci ab=ci  

も し、与えなければ、自分の 旗 の ジャサクの ノヤン達から 使者が 取って

yala_tu kvmvn 
罪ある 者

 
38:40  -d'v kvr=ci    ulaf'_a  un'u=ju sigvsv ide=jv kelelce=.. ile f'ar=u=fsan  

のところに 行って、駅馬に 乗り、食糧を 食して 協議せよ。 明らかに なった

alalf'an-I yal_a f'ar=qul_a 
人殺し 罪が 出れば

 
38:41  qaf'an-aca elci ab=qu bol=ba::      n'oyad    bosqul-i ala=fsan arban ayil-i  

ハーン から使者が 取ること になった。ノヤン達が 逃亡人を 殺した 十 戸 を

morin-I joluf'_a     mede=tvgei ge=jv 
馬 の 手綱（？）が 知るがよい と
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38:42  ire=gsen  bosqul.. n'oyad   qulaf'ai ki=kvle jaf'un aduf'u arban temege..  
やって来た 逃亡人、 ノヤン達が 盗みを すれば、 百頭の 馬群、 十頭の 駱駝、

n'oyad    qulaf'ai-gi daru=ju     maf'u-d'u 
ノヤン達が 盗人 隠して（？）、 悪事に

 
38:43  oru=ju qoyin'a f'ar=qula qorin  aduf'u  qoyar temege.. arban ayil-d'u  

入って 後に 出れ ば、 二十頭の 馬群、二頭の 駱駝、 十 戸 に

daruf'_a ese talbi=fsan 
長 を 置かなかった

 
38:44  n'oyan-aca tabun morin.. bosqul-i ese n'eke=gsen qorin aduf'u qoyar  

ノヤン から五頭の 馬、 逃亡人を 追跡しなかった 二十頭の 馬群、二頭の

temege.. f'adafsi  gerecile=gsen 
駱駝、 外に対して 訴えた

 
38:45  kvmvn-i baf'ala=fsan n'oyan-aca   arban aduf'u n'ige temege..  

者 を 罰 し た ノヤン からは 十頭の 馬群、 一頭の 駱駝、

qulaf'ayici-gi qoyar  n'oyad  jokica=ju 
盗人 を 二人の ノヤンが 合意して

 
38:46  ese ala=qula qoriyad  aduf'u   qosiyad temege.. en'e jasaf-iyar ab=u=fsan-i 

殺さなければ、二十頭ずつの馬群を、二頭ずつの駱駝、 この 法度 で 徴したものを
 
38:47  qaf'an  ab=qu bol=ba::    Secen^qaf'an-u     jirf'udaf'ar on ebvl-vn ekin  

ハーンが 取ることに なった。セチェン・ハーンの 第六 年 冬 の 初の

sar_a-yin tabun sin'_e-d'e.. 
月 の 五日 初 に。

 
  

179



文　書 39 ⑴

1 2 3 4 5 6 7 8 9

九冊・211 頁
180



60 
 

文書 マハサマディ・セチェン・ハーン等が天聰ハーンに送った文書［天聰 （ ）年

月 日］

39:1  oum   suwasdi sidam sayin amuf'ulang bol=tuf'ai.. 
オーム 繁栄 成就 よく 安寧 に なるがよい。

 
39:2  Maq_a^samadi^secen^qaf'an..     Tvsiyetv^qaf'an..     Secen^jin'vng  

マハ・サマディ・セチェン・ハーン、トゥシェート・ハーン、セチェン・ジノンを

ekile=n yeke baf'_a   n'oyad.. 
はじめ 大 小 の ノヤン達は

 
39:3  usun-u jiran f'urban omuftan-u ejen bol=u=fsan Secen^qaf'an-du  

水 の 六十 三 氏族 の 主 と なった セチェン・ハーンに

bicig zrgv=n bari=ba.. 
書を 差 し 上 げ た。

 
39:4  bicig bari=qu-yin ucir.. qan kvmvn-d'v    qas' yeke tzrv qamuf-tu son'usda=qu  

書 を 奉じる 理由（は）、ハーンたる人には、玉の 大 道と 衆 に 聞こえる

sayin aldar n'er_e 
良き 名 声 が

 
39:5  keregtei-yin tulada.. qamuf-aca tzrv xajin-i manduf'ul=qu  n'er_e-yi  

必 要 な の で、 衆 から政道と宗教を 興 す 名 を

erildv=y_e.. jirf'uf'an tvmen-v 
探し合おう。 六 万 の

 
39:6  ejen biden-v  jiluf'ad=_u=n es'_e cida=ba.. tere es'_e cida=baci qan  

主は ←我らの 導くことが 出来なかった。 彼が 出来なくても ハーンの

tzrvl-d'v biden-I  zber_e vgei-yin 
一族 には ←我らの 他に いない

 
39:7  tulada qas' yeke tzrv-yi qadaf'ala=ji saf'u=n'am bide.. en'e yeke tzrv-yi  

ので、 玉の 大 道 を 保持し て い る、 我らは。この 大 道 を

san'a=qula n'i  in'afsi  cin'afsi  
思うなら ば（？）あちらへ こちらへ

 
39:8  elci-yuf'an[!]  tasura=l_vgei  mendv asqulca=ji yabu=y_a.. eyin ki=jv  

（自らの）使者を、絶えることなく 安否を 尋ね合って いこう。 このようにして

yabu=qula erden'i_tv kvmvn-v tzrvl  ol=ju.. 
いけば、 宝 を持つ 者 の 家系を 得て

 
39:9  erke kvcvtv qan bol=u=n tzrv=gsen-v f'abiy_a biden-v tere ajiyamu ge=ji  

権 勢を持つ ハーンとして 生まれた 功績が ←我らの それ だろうか と

ayiladqa=n'am.. 
申しあげる。
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39:10  elci-yin n'er_e Harm_a^coyibal^secen^bandida bai.. .. .. 
使者 の 名は ガルマ・チョイバル・セチェン・バンディダ である。
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文書 ハルハのマハサマディ・セチェン・ハーンが太后に送った文書［天聰 （ ）年

月 日］

 
40:1  ◎ oum   suwasdi ciddam:: 

オーム 繁栄 成就
 
40:2  olan'-a ergvgde=gsen  Maq_a^samadi.. 

衆 に 推戴 さ れ た マハ・サマディ・
 
40:3  ^secen^qaf'an-I  jarlif.. 

セチェン・ハーンの 詔。
 
40:4  Tayiqu Erke kevken.. Jelm_e^darqan^n'oyan    terigvle=n. kedvn  

太后と エルケ 皇子、 ジェルメ・ダルハン・ノヤン をはじめ、 何人かの

Jayisang-ud-tu bicig zg=be.. urida ci bol=u=sa. 
ジャイサン達 に 書を 与えた。 前 に あっては

 
40:5  Qung^n'oyan-i bari=ju zg=ci.. vge+ben       kvndvlelce=ji.  vile+ben  

ホン・ノヤンを 捕えて 与えて、（自らの）言葉を 尊重し合って、（自らの）事を

bvtegelce=ji  yabu=la.. qoyin'a ci bol=u=sa.. 
成し遂げ合って いた。 後 に あっては、

 
40:6  gem  vgei tzrv+yin samaf'u-du in'afsi cin'afsi ese yabulca=la..  

過失は なく 政道の 乱 れ で こちらへ そちらへ 行き合わなかった。

bide  tustan  vgge[!] gem vgei zsiy_e 
我らは 互いに 不 和も ない、 怨

 
40:7  kisaf'_a vgei bile.. qaf'an  degedv tzrvl+degen zgede bol=ji. ta bvgvde-yi  

恨 も な かったのだ。ハーンが 至上の 世に おでましに なって、 汝ら 皆 が

ayisui ge=kvi-yi 
やってくる ということを
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40:8  son'us=ci.. n'amur+ai qayif'ul-iyar bolfa=ji bayi=la..  
聞 い て、 秋 の 見張りに 決めて（？）いた。

qan-d'u  tzrvl bile..     qaracus' tan-d'u ejen bile.. 
ハーンには 親戚であったのだ。平民 汝らには 主 であったのだ。

 
40:9  saf'ad vgei ire=ltei bayi=n'am.. camca degel+ei ge=kv+dv Tayiqu : man'+I  

滞り なく 来るべき である。 下着、上着 という とき、 太后は 我ら の

qatun-d'u zkin degv bile..       bisin-d'v 
妃 に は 妹 であったのだ。 他 に

 
40:10  eci=m ge=kvle.. tzrvr[!] ci tzrv=gsen-iyer ci.. sidar mini en'e bile..  

行く と言えば、 道理でも、 親縁 でも、 身近は（←我の）これであったのだ。

basa basa dotura+ban          ergigvl=jv      mede= mede=:: 
また また 心の中で（←自分の） （思い）巡らせて よくよく 知れ。

 
40:11  elci-yin mini n'ere. Harm^canbui^bandida.       Bongsug^kiy_a qoyar bui..  

使者 の 名は ガルマ・チャンボイ・バンディダと ボンソグ・ヒヤ の二人 である。

beleg   n'ige mori bui::  manghalam:: 
贈り物は 一頭の 馬 である。 マンガラム。
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文書 天聰ハーンがゴルト・セチェンに号を与えた文書［天聰 （ ）年 月 日］

 
41:1  ◎ qaf'an-u jarlaf F'oltu^secen Caqar-un qaf'an-u      Nangnang^tayiqu-yi  

ハーンの 詔。 ゴルト・セチェンが チャハルの ハーンの ナンナン 太后 を

yosuf'ar 
しかるべく

 
41:2  mendv ab=cu ire=gsen-v tulada zrvsiye=jv Joriftu^darqan^n'oyan cola 

無事に 連れて 来た ので、 慈しんで ジョリグト・ダルハン・ノヤンの 称号（で）
 
41:3  daf'uda=f'ad altan tamaf'_a_t'u bicig soyurqa=ba.. ayan-I terigvn'-e 

呼 ん で、 金 印 を押した 書を 賜った。 行軍 の 先頭 に、
 
41:4  aba-yin dumda yabu=tuf'ai.. qon'uf-t'u  sigvsv ide=kv bol=ba.. vr_e-yin  

巻狩 の 中央に 行くがよい。 宿泊に際して 糧食を 食す ことになった。子々
 
41:5  vr_e-dvr kvr=tele ulaf'a sigvsv zg=kv vgei..    ijaf'ur-un n'er_e-yi 

孫々に 至る まで 駅馬と 糧食を 提供することがない。 元の 名 を
 
41:6  er_e kvmvn n'erele=besv emegel_tv mori.. eken'er kvmvn n'erele=besv  

男 人 が 呼 べ ば、 鞍を付けた 馬を、 女 人が 呼 べ ば
 
41:7  af'uji degel ab=qu.. n'igen morin-du seyil=v=gsen emegel toqu=ju 

衣 服を 徴する。 一頭の 馬 に 彫った 鞍を 置いて
 
41:8  quyaf tata=fsaf'ar    zg=be.. 

鎧を 付けたまま（？） 与えた。
 
41:9  Secen^qaf'an-u   yisvdvger on  n'amur-un terigvn sara-yin qorin dz'rben'-e:: 

セチェン・ハーンの 第九 年の 秋 の 初の 月 の 二十 四日 に。
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文書 ハルハのマハサマディ・セチェン・ハーンが天聰ハーンに送った文書［天聰 （ ）

年 月 日］

42:1  ◎ oum   suwasdi siddam:: sutu bofda Cinggis^qaf'an-u  altan uruf  
オーム 繁栄 成就。 偉大なる聖 チンギス・ハーンの 黄金の 一族である

Maq_a^samadi^secen^qaf'an ekile=n.. 
マハ・サマディ・セチェン・ハーンを 始め（とする者たちは）、

 
42:2  qotala-yi ilaf'u=fsan 

凡て に 勝利 した
 
42:3  Secen^qaf'an-du bicig ergv=n bari=ba.. bicig bari=qu-yin ucir.. bide ende  

セチェン・ハーンに 書を 差し 上げた。 書を 奉じる 次第、我らはこちらで

mendv a=mu.. tende 
平安でいる。 そちらで

 
42:4  Secen^qaf'an    amuf'ulang uu.. ebderesi vgei tzrv-yi ebde=be  

セチェン・ハーンは 安寧 か。 壊れること なき 政道を 壊した、

Qutuf_t'u^qaf'an..  
ホトクト・ハーンは。

 
42:5  engkejigvl=kv tzrv-yi tende.. 

平 定 する 政道 を そちらで
 
42:6  Secen^qaf'an     mede=.. qas' yeke tzrv qamuf'-a aldarsi=qu sayin n'er_e  

セチェン・ハーンが 司れ。 玉の 大 道と 衆 に 聞こえる よき 名 は

yirtincv-yin cimeg bv=kv+yin tulada ende    tende    tzrv 
世界 の 飾り なので こちらで そちらで 政道と

 
42:7  xasin-i n'aran metv  manduf'ul=qula  tzrv=gsen-I f'abiy_a halab'-t'u kvr=kv  

宗教 を 太陽の ように 興隆させるならば、生まれた 功績 は、永劫 に 至る

sayin n'er_e tere ajiyamu.. en'e vge-yi gegegen-degen 
良き 名が それ であろうか。この 言葉を 明

 
42:8  ayilad=cu jzb' ge=kvle  inafsi   cinafsi  tasura=l_vgei   mendv-yuf'an[!]  

察して、 是 とすれば、こちらへ そちらへ 絶えること なく ご機嫌 を

asaf'ulca=ju tzrv-yin qadaf'asu xasin-I  n'aran bol=ji 
伺い合って、 政道 の 釘（要）と宗教 の 太陽に なって

 
42:9  ey_e  n'er_e qoyar-i ebdere=l_vgei sakildu=y_a.. qaf'an-I elci  

和睦と 名声 の二つ を 壊すこと なく 守り合おう。 ハーン の 使者は、

Vijeng^blam_a    Biciyeci^darqan^obasi Darqan 
ウイジェン・ラマ、ビチェーチ・ダルハン・オバシ、ダルハン・
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42:10  ^tabun'ang.. Tobudui^bingtu^kiy_a  dzrben kvmvn bai.. Vjvmecin-I  
タブナン、 トボドイ・ビント・キヤ の四 人 である。 ウジュムチンの

Secen^jin'vng..  Svn'id-Yin Baf'atur^jinvng..  
セチェン・ジノン、スニドの バートル・ジノン

 
42:11  Quucid-Yin Yeldeng^tvsiyetv..    Abaf'_a-yin Jasaf_tu^jin'vng.. yerv  

ホーチド の イェルデン・トシェート、アバガ の ジャサクト・ジノン。総じて

yeke baf'_a n'oyad-Yin elcid  olan bai.. 
大 小 ノヤン達 の 使者が 多く いる。
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文書 天聰ハーンがマハサマディ・セチェン・ハーンに送った文書［天聰 （ ）年

月 日］

(1)  ○ ineku tere inenggi arui kalka de ui jaisang.. barai sanjin.. bebugei be  
同じくその 日に アロのハルハに ウイジャイサン、バライサンジン、ベブゲイを

elcin   unggihe..  tese de  unggihe bithei gisun 
使者として送った。 彼らに 送った 書 の 言葉。

 
43:1  Secen^qaf'an-u jarlaf bicig:: Qalq_a-yin Maq_a^samadi^secen^qaf'an-d'ur  

セチェンハーンの 詔 書。 ハルハ の マハ・サマディ・セチェン・ハーンに

ilege=be:: engkeji=kv yeke tzrv-yin ucir-i 
送った。 平和 に なる 大 道 の ことを
 

43:2  namayi mede= ge=ji  bayi=nam.. tere vge tan-u     jzb..   bi aliba ulus'-t'ur  
我に 司れ と言って いる。 その 言葉は ←汝らの 正しい。我はいかなる国 に

gem      siltaf'an vgei        ab=qu 
対しても 咎対しても 咎・理由 なく 奪い

 
43:3  ide=kv-yin tulada dayila=fsan vgei bide..  erten-v z'siy_e_t'v Kitad ulus'-i  

貪る ために 討伐したことは ない 我らは。昔 の 仇 ある キタドの 国を

dayila=ju yabu=qui-d'ur.. 
討伐して 行 く ときに、

 
43:4  Caqar-un qaf'an.. Kitad-un eD tabar-tur oru=ju.. cerig neme=gsen-v  

チャハルの ハーンが 漢人 の 財 物 に 降って、 兵を 増援した

tulada.. Caqar-i   dayila=fsan 
ので、 チャハルを 討伐した

 
43:5  siltaf'an biden+I tere bz=lvge:: tegvber 

理由は （←我らの）それ である。 それにより
 
43:6  tngri f'ajar Caqar-un  qaf'an-i buruf'usiya=ju.. Caqar ulus'-i nadur  

天と 地は チャハルの ハーンを 非として、 チャハル 国を 我に

soyurqa=ba:: edvge Kitad-tur 
賜った。 今、 漢人 に

 
43:7  afta-ban qudaldu=ju eD tawar ab=cu yabu=qu  tan-u.. Kitad  ulus'-tur kvcv  

騸馬 を 売って、 商品 を 買って いくのは ←汝らの 、キタドの国 に 力を

neme=gsen   bisi  buyu.. 
増援したこと では ないか。

 
43:8  tere buruf'u yabu=fsan-i tan-I    neke=jv sana=qu bisi   bide..   tzrv caf'aja  

その 非を 行ったことを（←汝らの）追及しようと思わ ない、 我らは。 政 法 が

niged=kv bayi=qu-yin ucir-i 
一つになる ことの 次第 を
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43:9  tan-I vge-yi son'us=cu mede=y_e:: 
汝らの 言葉を 聞いて 知ろう。
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文書 天聰ハーンがセチェン・ジノン送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

 
44:1  ◎ Secen^qaf'an-u   jarlaf bicig.. 

セチェン・ハーンの 詔 書
 
44:2  Secen^jinvng-d'v ilege=be.. ilege=gsen bicig-i cin'v.. bi   v'je=be..  

セチェン・ジノンに 送った。 送った 書を ←汝の 我は 見た。

Qalq_a-d'u tvsi=gsen 
ハルハ に 頼った
 

44:3  kvmvn-i f'ajar-Yin qola+ca  yambar-i     mede=jv kele=m     bide.. aliba  
者 を 土地 の 遠く から いかなるかを 知って 言うべきか 我らは。いかなる

yabudal-iyan ucir-i  ta     mede=nem j_a:: 
事 の 次第 を 汝らは 知るであろう。
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文書 天聰ハーンがエルデニ・ノムチに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

 
45:1  ◎ Secen^qaf'an-u jarlaf bicig.. Erdeni^nomci-d'u ilege=be.. ilege=gsen  

セチェン・ハーンの 詔 書。 エルデニ・ノムチに 送った。 送った

bicig-i cinv.. 
書 を ←汝の

 
45:2  bi  vje=be.. Qalq_a-d'u tvsi=gsen kvmvn-i f'ajar-Yin qola+ca yambar-i  

我は 見た。 ハルハ に 頼った 者 を土地 の 遠くから いかなるかを

mede=jv   kele=m     bide.. 
知って 言うべきか、 我らは。

 
45:3  aliba   yabudal-iyan ucir-i  ta     mede=nem j_a:: 

いかなる 事 の 次第 を 汝らは 知るであろう。
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文書 天聰ハーンがジャサクト・ジノンに送った文書［天聰 （ ）年 月 日］

 
46:1  ◎ Secen^qaf'an-u   jarlaf bicig.. Jasaf_tu^jinvng-d'v ilege=be..  

セチェン・ハーンの 詔 書。 ジャサクト・ジヌンに 送った。

ilege=gsen bicig-i cinv    vje=be.. 
送った 書 を ←汝の 見た。

 
46:2  caf'aja niged=dv=y_e ge=jv kelelce=jv yabulca=fsan biden-I     vn'en..  

法度 を 一つにしよう と 話し合い、 行き合ったのは ←我らの 真実である。

ta       vge-ben    ebde=jv  Qalq_a-dur 
汝らは （自分の）言を 破って、ハルハ に

 
46:3  n'eyile=be.. bide  ebde=gsen vgei.. edvge.. bi  yaf'u kele=m.. 

合した。 我らは 破ら なかった。 今、 我は 何を 言うべきか。
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文書 天聰ハーンがトルボトに称号を与えた文書［天聰 （ ）年 月 日］

 
47:1  ◎ qaf'an-u jarlaf Tolbutu-yi Qalq_a-du urba=ju es'_e saf'u=ba ge=jv..  

ハーンの 詔。 トルボトが ハルハ に 背いて 留まらなかった と

zrvsiye=jv Darqan cola     zg=gv=ged.. 
慈しんで ダルハン の称号を 与えて

 
47:2  altan tamaf'_a_tu  bicig soyurqa=ba::  

金 印を 押した 書を 賜った。
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1．単語索引では、本文に現れるモンゴル語の全単語のローマ字転写形を見出し語としてア
ルファベット順に配列し、それぞれの単語の出現回数、および出現位置を示した。 

2．見出し語のアルファベットと配列順は次の通り：

     a  b  c  d  e  f  h  g  i  j  k  l  m  n  o  z  q  r  s  x  t  u  v  w  y 

 (1)大文字と小文字は配列に際しては同じ文字として扱う。つまり、次の大文字は配列に際
してかっこ内の小文字と区別しない：A(a) C(c) F(f) K(k) M(m) S(s) Y(y) 

 (2)マイナス（ - ）、プラス（ + ）、イコール（ = ）の記号は、アルファベットに優先し

て配列する。つまり、語尾の付いた形はそれがつかない形（語幹形）の直後に置く。

 (3)アンダースコア（ _ ）、アスタリスク（ * ）、カレット（ ^ ）、かぎかっこ（［ ］）は、

配列に際しては無視する。

3．見出し語は文中に実際に現れる語形である。名詞類では曲用語尾（複数語尾、格語尾、
再帰所属語尾）がついた形であり、動詞類では活用語尾が付いた活用形をそのまま見出

し語としている。

4．見出し語に続いて、それが出現する回数（頻度）、および出現位置を示した。
5．出現位置は、本文のローマ字転写の各行の先頭のタグに対応している。つまり、コロン
（:）で区切られた左側の数字は文書番号（1～47）、コロンの右側は行数を示す。 

    例：31:7は、文書 31の第 7行を指す。 

6．ローマ字転写の方式や記号の意味については本文のローマ字転写に準じている。 
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1．単語索引では、本文に現れるモンゴル語の全単語のローマ字転写形を見出し語としてア
ルファベット順に配列し、それぞれの単語の出現回数、および出現位置を示した。 

2．見出し語のアルファベットと配列順は次の通り：

     a  b  c  d  e  f  h  g  i  j  k  l  m  n  o  z  q  r  s  x  t  u  v  w  y 

 (1)大文字と小文字は配列に際しては同じ文字として扱う。つまり、次の大文字は配列に際
してかっこ内の小文字と区別しない：A(a) C(c) F(f) K(k) M(m) S(s) Y(y) 

 (2)マイナス（ - ）、プラス（ + ）、イコール（ = ）の記号は、アルファベットに優先し

て配列する。つまり、語尾の付いた形はそれがつかない形（語幹形）の直後に置く。

 (3)アンダースコア（ _ ）、アスタリスク（ * ）、カレット（ ^ ）、かぎかっこ（［ ］）は、

配列に際しては無視する。

3．見出し語は文中に実際に現れる語形である。名詞類では曲用語尾（複数語尾、格語尾、
再帰所属語尾）がついた形であり、動詞類では活用語尾が付いた活用形をそのまま見出

し語としている。

4．見出し語に続いて、それが出現する回数（頻度）、および出現位置を示した。
5．出現位置は、本文のローマ字転写の各行の先頭のタグに対応している。つまり、コロン
（:）で区切られた左側の数字は文書番号（1～47）、コロンの右側は行数を示す。 

    例：31:7は、文書 31の第 7行を指す。 

6．ローマ字転写の方式や記号の意味については本文のローマ字転写に準じている。 
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